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当遺跡が所在します水田地区は、 筑後市の南西部、 標高6m位の扇状地

性低地にあり、 現在は米・ 麦• い草・苺栽培を中心とした田園地帯がひろ

がっています。 当地区は、 過去の発掘調査によって縄文時代から中世まで

の遺跡が点在していることが明らかにされていますが、 当地区が活気とな

るのは、 安楽寺領水田荘が成立して「老松宮（現在の水田天満宮）」が創

建された以後のことであります。 また、 近世には往還（柳川 一福島間）沿

いに水田天満宮を中心とした在郷町が栄え、 近代には和傘産地として全国

でも有数の生産量を誇っていました。

さて、 本報告書は専用住宅建設に伴い、 平成15年度に筑後市教育委員会

が実施した埋蔵文化財発掘調査の記録であります。 発掘調査の結果、 予想

以上の遺構や遺物が多数確認され、 新たに貴重な資料を加えることができ

ました。 本報告書が地域における文化財保護思想普及の一助として、 また、

学術研究の資料としてひろく活用されることになれば幸いと存じます。

おわりに、 本報告書の刊行にあたり、 発掘調査から整理報告に至るまで、

多大なご協力を頂きました関係者並びに作業参加者の方々に厚くお礼申し

上げます。

平成17年3月

筑後市教育委員会

教育長 城戸 一 男



例 戸

1本書は、 専用住宅建設に伴い、 筑後市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。
2発掘調査から報告書作成に至るまでの諸作業は、 すべて筑後市教育委員会が行い、 出土遺物・ 図面・
写真等は、 筑後市教育委員会において所蔵· 保管を行っている。 なお、 発掘調査並びに整理作業の関係
者は「I.調査経過と組織」 に記したとおりである。
3調査に用いた測屈座標は従来使用していた国土調査法第II座標系（日本測地 系） を基 準としている。
よって、 本書に示される方位はG.N. (座標北） を示し、 本文中に記される遺構の角度はこれを基 準とし
たもので、 水準はT.Pを基準としている。
4本書に使用した図面のうち、 遺構実測図は永見秀徳、 上村英士、 立石真二、 小林勇作が作成し、 遺物
実測図及び図版浄書は佐々木寿代 が作成した。
5本書に使用した写真のうち、 遺構は永見、 上村、 立石、 小林が撮影し、 遺物は小林が撮影した。
6本書に使用した遺構番号で、 遺構の種別記号を「SE-井戸」「SDー溝」「SK-土坑」「SPーピット」「SX-不明
遺構」 で表示した。 なお、 種別記号の前に記した数字は調査次数を表わす。
7本書の執筆と編集は小林が行った。
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I調査経過と組織

今回の発掘調査は、 筑後市大字水田字上町53、 54の2筆に専用住宅建設を予定する岡邦彦氏から埋蔵文
化財の取り扱いについて筑後市教育委員会へ照会があったことに始まる。 平成15年3月4日に試掘・ 確認
調査依頼書が提出され、 同年4月2日に重機に よる試掘調査を実施したところ 現地 表面から約70cm程のレ
ベルで複数の遺構を確認し、 ここから中近世の遺物が多く認められた。 この結果を基 に岡邦彦氏並びに
関係 者で協議を重ねたところ 、 掘削及び削平を受ける建設予定範囲において、 筑後市の主体において発
掘調査を実施 することと なり、 平成 15年度に実施した発掘調査費用は国 (50%) · 県 (20%) · 市
(30%)、 平成16年度に実施した整理作業及び報告書作成費用は国 (50%) · 県 ( 15%) · 市 (35%) の
割合で負担した。 発掘調査は平成15年5月6日から同年6月30日の間実施し、 整理作業及び報告書作成作業
は平成 16年度に行った。 なお、 発掘調査の概要は以下のとおりである。

【発掘調査日誌】
平成15年5月 6日現場境界フェンスの設置 平成15年6月 6日遺構写真撮影

【調査組織】

9日重機による表土剥ぎ開始（南西部） 10日重機による表土剥ぎ開始（北東部）
19日現場テント設営
20日遺構の検出・掘削作業開始
21日測晟及び実測作業開始

16日反転後の追構検出作業
17日測量・遺構掘削及び実測作業開始
29日遺構写真撮影・現場撤収
30日重機による埋め戻し

l平成15年度体制（発掘調査）
総括 教育長 牟田口和良 (�9.30) · 城戸 一 男 (JO.I�)

教育部長 菰原 修
庶務 社会教育課長 松永盛四郎

文化スポ ー ツ係長 成清 平和
// 主査 大島 靖彦
ケ 係 田中 純彦・ 永見 秀徳• 上村 英士・ 小林 勇作（調査担当）

立石 真二（嘱託）
発掘調査参加者（順不同、 敬称略）
発掘作業員 加藤 礼子・ 下川 義文• 角 里子・ 田島ヤス子・ 田島 好江

2平成16年度体制（報告書作成）
総括 教育長 城戸 一 男

菰原 修
田中 僚一

成清 平和
綾部 純

庶務
教育部長
社会教育課長
文化スポ ー ツ係長

ヶ 主査
ヶ 係 田中 純彦・ 永見 秀徳・ 上村 英士・ 小林 勇作（報告書担当）

立石 真二（嘱託） ・ 阿比留士朗（嘱託）
整理作業参加者（順不同、 敬称略）
整理補助員 平塚あけみ・ 仲 文恵
整理作業員 佐々木寿代 ・ 野間口靖子・ 野口 晴香• 横井 理絵

なお、 発掘調査及び報告書作成に際しては以下の方々にご指導、 ご教示を賜った。 記して感謝の意を
表したい。（順不同、 敬称略）
宮原恭盛（水田天満宮）、 古賀康文（株式会社古賀建設）、 東坂和弘（財団法人文化財建造物保存美術協
会）、 小川泰樹（福岡県教育庁）、 大石昇· 古賀正美（以上、 久留米市教育委員会）、 山村信榮• 井上信正

（以上、 太宰府市教育委員会）、 松尾寛政· 古賀毅（以上、 筑後市役所）
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II 位置と環境

筑後市は福岡県の南西部、 筑後平野の中央部にあたる。 市域 をJR鹿児島本線と国道209号線が縦断し、
国道442号線が横断する。 また、 市南西部にはー 級河川の矢部川、 中央部には山ノ井川や花宗川、 北部に
は倉目川が西流する。 市北部には耳納 山地 から派生する八女丘陵が西に延び、 潅漑用の溜池が点在する。
低位扇状地である東部や、 低地である南西部には農業水路 が発達している。 当市は県内有数の農業地帯

であり、 北部の丘陵地域 では果樹園や茶畑、 東部や南西部では米麦中心の田園地帯が広がる。 市街地 は、
国道に沿って市の中心部に形成されている。

当遺跡が所在する水田地区は、 市の南西部、 標高6m位の扇状地性低地 に立地 する。 古くから水稲栽培
に適した地域 であり、 現在も なお米・ 麦• い草· 苺の栽培が盛んに行われている。 水田地区の象徴 とも
いえる水田天満宮は、 13世紀に安楽寺領水田荘 として成立した鎮守社 として、 嘉禄二年 ( 1226)菅原為
長に よって創建された由緒ある神社 （当時は老松宮） で、 昭和36年に県指定文化財に登録されている。
この水田天満宮を中心に展開する水田町は、 近世に栄えた在郷町の名残りであり、 当時の主要道路 であ
った往還逍 （柳川：柳川市～福島：八女市間） 沿いに形成された町である。 現在は当時の面影を僅かに

残す程度であるが、 かつては油屋・ 醤油屋 などが軒を並べ、 土器の「水田焼」特産地 としても有名 であ
った。 また、 近代では全国有数の和傘産地として発展したが、 戦後、 洋傘の普及に より和傘生産は途絶
えることと なる。

さて、 次に当地 周辺 に分布する遺跡について概観する。 Fig.Iに示す ように、 周辺 では各期における遺
跡が広く分布していることが窺える。 まず縄文時代では、 当遺跡の南西に位置する「水田正吹迫跡」 で
落とし穴状遺構が確認されている。 残念 ながら、 当該期の遺構はこの 1基に止まっているところであるが、
弥生時代 に なると一 転する。 当地区の南隣に位置する常用地区では、 弥生時代 前期後半の集落が形成さ
れており、 中期に なるとその集落が徐々に周辺へ と展開する。 当遺跡周辺 では南東部に点在する「水田
杉ノ元 遺跡」 や「水田 山伏遺跡」、 「水田上平霊石追跡」 があり、 掘立柱建物や土坑 などの他に祭祀的要
素をもつ周溝状遺構、 更には地元 で「いぼ観音」 と呼称され奉られている巨石付近から中期初頭に比定
される甕棺墓 なども確認されている。 更に後の弥生時代 後期では、 当遺跡の北西部にあたる「古島榎崎
遺跡」「下北島榎崎遺跡」「下北島久清遺跡」 で大規模 な集落が形成されたが、 この期を境に次第に集落
は衰退していくことと なる。 時代 は下り、 次に画期を迎えるのは安楽寺領水田荘 が成立した中世以降 で
ある。 中世の主要 な遺跡としては、 井戸4基と鍛冶遺構にみられる鉄滓や鉱滓が確認された「水田下桜町
遺跡」や 16世紀代 の遺構や遺物が出土した「上北島篠島遺跡」 などが点在する。
［参考文献】

「筑後市史ー第1巻ーJ 筑後市（平成9年）

「筑後西部地区遺跡群Il J 筑後市文化財調査報告苫第29集 筑後市教育委貝会 (2000) 

「筑後市内遺跡群Il」 筑後市文化財調査報告柑第33集 筑後市教育委員会 (2001) 

r t:. 北島篠島遺跳J 筑後市文化財調査報告占：第39集 筑後市教育委且会 (2002) 

「筑後市内遺跡群m」 筑後市文化財調介報告·.'.l'第44集 筑後市教育委員会 (2002) 

「福岡県指定文化財 水111犬満宮本殿保存修理工•JT報告,!r-J 筑後市文化財調在報告�第53集 筑後市教育委員会(1999)

「筑後西部第2地区遺跡群 (\'!Il) J 筑後市文化財調査報告苫第57集 筑後市教脊委貝会 (2004) 

Fig.1 周辺遺跡分布図(1/25,000)
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水田上町遺跡
2. 古島島相遺跡

3. 古島榎崎遺跡

4. 下北島榎崎遺跡

5. f"北島久消遺跡

6. ド北島篠島遺跡

上北島前田遺跡

8. 折地長問寺遺跡

9. 水m 伊勢ノ脇遺跡

JO. 水田正吹遺祢

II. 水田下桜町遺跡

12. 水田杉ノ元遺跡

13. 水田Ill伏遺跡

14. 水田ヒ仁良薬逍跡

15. 水田,�平覧石遺跡

16. 水田下平霊石逍跡

17. 上北島花畑遺跡

18. 上北島塚ノ本遺跡
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SIiiけ 遭構爵I} 地[< 漕 り'I 遺構の切合い（占一新）

I ISD00l H2 溝 2一lー28 40 50 

2 1SP002 H3 ピット 2一l

3 I SP003 G2 ＂ 50-3 

4 ISP004 F2 ＂ 41-4 

5 1SP005 F3 63→5 

6 1SP006 F3 IS8160d、 50-6

7 I SP007 F3 ＂ ISB160e、 50ー7

8 lSPOOB E3 1SBl60g、 50-8

， 1SP009 F2 

10 ISKOIO F3 I· 坑 50-10 

)) ISPOl l E3 ピット 50ーJI

12 1SP012 E3 

13 1SP013 E3 116一13

14 1SPOl4 E3 50一14

15 1SK015 F4 t坑 60 77一15

16 1SP016 E3 ピット

17 1SP017 E3 

18 ISP018 E3 lS8160a、 69 71→ 18 

19 ISP019 £3 !SBl60b 

20 1SK020 F4 I: 坑 103-25 134→ 20 

21 1SX021 E3 ィ1り1 69-21 

22 1SK022 F4 !Ji( 134-22 

23 ISP023 F3 ビット

24 ISP024 F3 50 64-24 

25 1SK025 F4 UA 30 103→ 25-20 

26 1SP026 ES ピット 60 27-26 

27 1SP027 ES 60-27-26 

28 1SK028 13 Uil 91-28ーI

29 I SP029 13 ピット 91-29 

30 1SK030 F4 t坑 60-30-25 

31 1SP031 H4 ピット 40→ 99→ 31 

32 I SP032 H3 46-32 

33 I SP033 H3 

34 I SP034 H3 35→ 34 

35 I SP03S H3 " 35-34 

36 1SP036 H4 

37 I SP037 H4 ＂ 90-37 

38 I SP038 H3 ＂ 

39 1SP039 H3 ＂ 

40 I SD040 14 溝 11�"" 127 1n 133 !N-40-1 31 83 141 1;2 

41 1SP041 F2 ピット 50→ 41→4 

42 I SP042 F3 66-42 

43 1SP043 G4 

" 1SP044 G4 

45 1SP045 HS 60 85-45 

46 1SP046 H3 50-46-32 

47 I SP047 H3 

48 I SP048 H5 ＂ 84-48 

49 1SK049 HS !:Ii( 86 87-49 

50 ISD050 G2 溝 lOI 115 122 124-126-50-: 6-8 10 11 24 嶋 I
�.. 64 的～即 ）⑫

51 ISPOSJ GS ピット 54→ 51 

52 I SPOS2 HS 53→ 52 

53 I SPOS3 HS 53-52 

54 ISD054 GS 溝 55 S8 !82ーS囀-SI 14'145 161! l7' 

55 I SPOSS GS ピット 59-55-54 

56 ISPOS6 GS 54 57 58-56 

57 ISP057 GS " 58 59-57-56 

58 1SP058 G5 59→ 58→ 54 56 

59 1SK059 GS j坑 59→ 54 55 57 58 

60 ISD060 85-15 溝 珈お 2, 叩 ��104-106 108 加J-匹函2,s

61 1SP061 GS ピット 73-61 

62 I SP062 G3 " 
63 I SP063 G3 " 63-5 

64 I SP064 F3 ＂ 50 82-64ー24

65 1SK065 G4 I・
．坑 110→ 65 

66 I SP066 F3 ＂ JS8160c、 66-42 67 

67 ISP067 F3 ピット 66-67 

68 I SK068 E3 L坑 95-68 

69 I SK069 E3 " 71一69一18 21 

70 I SK070 E6 ＂ 70ー150

71 1SP071 E3 ピット 71一69--18 21 

72 1SP072 FS 72-96 

73 JSP073 G5 ＂ 74ー73-61

74 I SP074 GS 113-74 

75 I SP075 GS ＂ 

�, 

SIii•} 遍構青け 地 区 博 別 遺構の切合い,,,,-新）

76 1SP076 G5 106-76 

77 I SK077 G4 Vii 77→ 78 

78 JSP078 G4 ピット 77-78 

79 1SP079 F4 

80 ISP080 G3 50→ 80 

Bl ISPOBI F3 50-81 

82 ISP082 F3 ＂ 50-82-64 

83 1SX083 15 イ°揚I 40-83 

84 1SK084 H5 I坑 84-45 48 

85 I SP085 HS ピット 85-45 

86 1SP086 HS 86------49 

87 1SP087 HS ＂ 87�49 

88 I SP088 H4 

89 ISP089 H4 89→ 90 

90 I SP090 H4 " 89-90-37 

91 lSD091 14 溝 93-91→ 28 29 

92 I SX092 14 不明

93 I SP093 13 ピット 93-91→ 28 29 

94 1SD094 E4 溝

95 I SP095 E3 ピット 95-68 

96 JSP096 F6 72-96 

97 1SP097 15 127-97→ 40 

98 I SP098 15 ＂ 98-40 

99 I SP099 14 99-40 

100 ISEIOO £6 )�/ I 197一100一193

101 ISPlOI G3 ピット 101-50 

102 1SP102 E3 50 116-·102 

103 1SXI03 F4 ィ渭II 103→ 20 25·94 

104 1SPI04 GS ピット 105-104 

105 1SPI05 GS [05-104 

106 1SKI06 GS I坑 106-76 

107 1SPl07 GS ピット 108ー107

108 1SK108 GS l坑 108一107

109 1SPI09 GS ピット 111ー109→108 

110 ISEI 10 G4 井I; 131 138-110→ 65 123 

Ill JSPI 11 GS ピット 111ー109一108

112 JSPI 12 G4 ＂ 60ー112

113 !SKI 13 GS UA 

114 ISP! 14 E3 ピット ISB 160h 115→ 50-J 14 

115 ISPI 15 E3 " I 15-50ー114

116 !SDI 16 E3 溝 128 129一116ー!3

II 7 ISXI 17 E3 不明 117-14 16 17 114 

118 !SDI 18 E2 溝 118一119

119 ISP! 19 E2 ピット ISBJ 60f、 118一119-50

120 ISD120 15 溝

121 1SXJ21 F2 ィ項ll 121ー4 41 50 

122 1SPl22 G2 ピット 122→ 50 

123 1SPJ23 G4 110ー123

124 1SPJ24 G3 " 50ー124

125 1SPI25 G3 125-50 

126 1SPl26 G3 50一126

127 1SPl27 15 127→ 97→ 40 83 

128 1SPl28 E3 128→ 116 

129 1SPJ29 E3 " 129�116 

130 1SP130 F7 " 
131 1SPl31 G3 ” 138-13!�[ 10 123 

132 1SPl32 H3 ＂ 133一132-40

133 1SP133 H3 " 133ー132-40

134 1SXl34 F4 イ溝I 134-20 22 

135 1SPJ35 14 ” 40-135�91 

136 1SPl36 E4 136-94 

137 1SPl37 13 ＂ 91ー137-40

138 1SP138 G3 ＂ 138一131一110

139 1SP139 14 ,, 139ー40

140 1SEl40 CG /ti' 

141 1SPl41 16 ピット 40→ 141 

142 1SPl42 H6 

143 1SP143 HS 

144 1SP144 H6 ＂ 176 177 199一144

145 1SP145 H6 ＂ 176 178一145

146 1SPl46 H6 ＂ 183ー146

147 1SPl47 HS ＂ 

148 1SPl48 H6 

149 1SPl49 G6 ＂ 

150 1SXl50 07 ィ道叫l 70ー150一163 194 195 

ヽ2 »3 

S骨I} 遺構吊I} 地I< 帽 り'I 遭構の切合い（古一新）

151 lSPISI G6 ピ ・ソト

152 1SPl52 F5 

153 1SP153 FS 

154 1SPl54 D6 

155 1SPJ55 D6 

156 lSPJ56 D6 

157 1SP157 D6 

158 1SPl58 D6 

159 1SPl59 06 

160 1SBl60 じ2 MCWl!I> 

161 1SPl6l E6 ピット 206一161

162 1SPl62 06 

163 1SP163 o; 150→ 163 

164 1SP164 C7 

165 ISP\65 C7 211→ 165 

166 1SPl66 C7 211一166

167 1SPl67 C7 211→ 167 

168 1SP168 H6 176一168

169 1SP!69 HS 

170 1SD170 15 溝

171 ISX17l H6 ィ澗I

172 ISP! 72 16 ピット 40一172

173 1SPl73 16 219一173

174 1SXl74 H7 イ澗l 176一174

175 ク,111

176 JSXl76 H6 ィ凋I 54�� らK 182→ I 76-Sl 144 IじS 168 

177 JSPJ 77 H5 ピ‘／ト 199→ 177-144 

178 ISP! 78 GS " 178一145

179 1SDl79 G6 溝 184-186�179-60 

180 ク,111

181 1SPl8l H6 ピット

182 1SPl82 G6 182→ 176 

183 1SPl83 H6 " 183ー146

184 1SPl84 G6 184ー179

185 1SPl85 G6 ＂ 185一179

186 1SPl86 G6 186ー179

187 1SP187 F7 

188 lSKIBB F6 I坑 212 213一188

189 1SPl89 F6 ピット

190 ク,111

191 1SPl9l F6 ピット 191→ 192 

192 lSD192 F6 溝 191→ 192 

193 1SDl93 E6 " 150 100→ 193 

194 1SKl94 D7 ll,l 150→ 194 

195 ISP\95 E7 ピット 150ー195

196 1SPl96 C7 21 ! → 196 

197 1SP197 E6 197一100

198 1SP198 C6 198→ 21 t 

199 1SP199 HS " l 99-! 77ー144

200 欠Ill

201 1SP20l G6 ピット

202 I SK202 G6 ＂ 215-203-202-221 

203 I SP203 G6 " 215-203-202 

204 I SP204 G6 215-204 

205 1SX205 F6 イ溝I 215→ 205 

206 I SP206 E6 ピット 206一161

207 I SP207 06 

208 1SP208 D5 60-208 

209 1SP209 CG 21 l-209 

210 欠Ill

211 !SK21 l CG I坑 140-21 1-209 

212 1SP212 F6 ピット 212一188

213 tSP213 F6 213一188

214 1SP214 G6 214-60 

215 lSK215 F6 ,, ん 60ー215-203-202

216 1SP216 G6 ピット

217 1SX217 G7 ィ澗l 217一174

218 1SK218 H6 11,t 

219 1SX2l9 16 イ澗I 219-173 

220 欠II\

221 JSP221 F6 ピット 215-203-202-221 

222 1SP222 E6 191一192-222

223 I SP223 H6 ＂ 

Tab.1 遺構一覧表
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Fig.3 遺構全体実測図(1/100)
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(2) 基本土層 (Fig.6)
調査前は既に宅地 と なっており、 表面上の 礫滉じりの土砂を除去すると約0.35m程の土層が厚く堆積

する。 この堆積土層直下に黄色粘質土及び明灰茶色土に よる整地 層が簿く認められており、 この 整地 層
を除去すると地 山である黄灰色粘土が確認される。 今回報告する遺構は この地 山面 ないしは整地 層上面

で検 出されたものであり、 この状況から確認された整地 層は後述する各遺構を形成する際に施された地
業である ことが想定される。

(3) 検出遺構
掘立柱建物
1SB160 (=1SP006-008· 018· 019· 114· 119) (Fig.5、 Pla.2)

南部E2地区で確認した東西2間 ( l.98�2.08m) X南北2間 (2.os�2. 1om) の掘立柱建物である。 検 出
した柱穴は図に示したa�hであり、 調査時に使用した遺構番号はa = I SP018、 b = 1SP0 19、 c = 1SP066、
d = ISP006、 e = 1SP007、 f= lSP l 19、 g = ISP008、 h = !SP 1 14と なる。 このうちd�hは重複する東西溝の

ISD050を切っている。 建物面積は4.263面 (=,c 1.29坪） を復原し、 南北軸はN-7
゜ 35' 40" -wの方位を

示す。 各柱穴間の長さはa-b間 l.OOm、 b-c間 1.08m、 c-d間 l.OOm、 d-e間1. 10m、 e-f間 1.04m、 f-g間0.94m、
g-h間1. 14m、 h-a間0.94m、 深さはo.16�0.58mを測る。 柱穴a及びfの 底部からは礎盤と考えられる石礫が
埋置されており、 更にb及びcについては柱が残存した状態で確認され、 柱径は 13�14cm程度を測る。 ま
た、 検 出された柱穴のうちa'C'f'gで新た な柱穴痕も確認されており、 幾度かの 建替えがあったもの

と推測される。

3
 

,
q
 e

 Ot:'
9
 11
誕
懸

1SP042 
.0. 
標高=6.40m

a
' 

.0 

゜ � 喜シ�1m 

Fig.5 1 SB 160実測図(1/40) 
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溝
1 SDOO 1 (Fig.6 、 Pla.2)

調査 区南部のH2地 区 に 位置し、 検 出長5.00m程度、 幅0.90� 1. 15m、 深さ0.20mを測る。 溝の方位はN
- 18゜

26' 58" -wを示し、 南部は南東方へ 向かって調査 区 外へと展開する。 遺構の先後関係 について
は古い順 にISD040 · 050、 ISP002→ l SDOOIであり、 埋土は3層の砂質土が堆積 する。 各層 より散在的 に
中近世の土師器、 陶 磁器の遺物が認められている。 溝の断面形は幅広の逆台形状を呈し、 底面は ほ ぽ安
定した フ ラ ット な面を残す。
1 SD040 (Fig.6、 Pla.3 · 4 · 8)

調査 区 西部 に 位置する南北溝で検出長 14.7m、 幅o.so�1.63mを測る。 ほ ぽ直線的 に延びる溝で方位は
N-8゜ 36' 56" -wを示す。 遺構の先後関係 については古い順 にISD060→ 1SD040→ 1SD09 I→ 1SK028→ 
1SD00 1と なり、 更 に溝底からはピット (ISP097�099 · 132 · 133 · 138)、 溝状遺構 (ISD 139 · 170)、 不
明遺構 ( 1SX 150) が認められている。 溝の断面形は ほぼU字状を呈し、 溝 低レ ベルは南部から北部 に か
けて約0.38m下がる。 堆積土はレ ン ズ状 に堆積し、 多くの砂や粘土、 礫等が 包含する。 また、 粘質土系
埋土であることから下層付近では堆積土がか なり締まった状態で確認され、 部分的 に 硬化が見受けられ
る。 各層から散在的 に中近世の土師器、 陶磁器、 銅 銭が 出土している。
1 SD050 (Fig.6 、 Pla.4 · 5)

当溝は調査区南部 に 位置する。 平面 プ ラ ン はF字状を呈し、 北部の先端部はISKOIO、 南部の東西溝は
1SB 160 に 切られる。 更 に 東西溝は後述するISD060とほぼ平行に 走り、 東部は調査区 外へ 展開する。 幅は
北部東西溝で0.48� 1. 18m、 南部東西溝で0.65� 1. 12mを測り、 溝底レ ベル については東方から西方へ 、
北方から南方へ と下がる。 方位は南部東西溝でN-77

゜
55' 47" -Eを示し、 溝の断面形は ほぼU字状を

呈 する。 埋土 について全般的 に 粘質土または粘土が流れ込 む よう にレ ン ズ状 に堆積しており、 中位附で
は小石や礫が多く含まれていた。 中世の土師器、 陶磁器が 出土している。
1 SD060 (Fig.6 、 Pla.6)

調査 区中央部を四方に 巡る溝であるが、 当溝は所 で々現代の建物基 礎の攪乱を受 けており、 また調査
区 設定の都合 に より東部は北半部のみの検 出と なった。 追構の切り合いは古い順 に ISD 192→ 1SD060→ 
ISD040、 ISKO l 5 · 030 · 2 15の先後関係 にある。 幅 1.85m前後を測り、 断面形は緩やか なU字状を呈する。
方位は東西溝でN-79

゜
9' 35" -E、 南北溝でN- 10

゜
50' 25" -wを示し（何れも復原値）、 先述した

1SD050と ほぼ同位 にあることが理解で き る。 溝内 に堆積する埋土 について、 原則的には粘質土または粘
土を含 む堆積層が流れ込んでいたが、 1SD040と切り合う手前 にあたる西部は溝内 に小石や礫が敷 き 詰め
られた状態で確認された。 整地 層の よう に版築された緻密 な状態では ないが、 人為的 に溝を埋め戻した
可 能性が考えられ、 ISD040を施工する段 階で不要と なった当溝を埋没させたことが想定される。
1 SD091 · 1  20 (Fig.6 、 Pla.7 · 8)

当溝は調査 区 西 端部で確認した南北溝で、 途中、 現代の建物基 礎の攪乱を受けて分断されている。 従
って、 追構番号は便宜上この攪乱 より南半部を 1SD09 1、 北半部を 1SD 120としている。 何れも調査 区 上の
設定から西部分を確認することがで き ておらず、 規模 に ついては詳細不 明である。 南半部の 1SD09 1は
ISK028 に 切られる。 埋土 に ついては粘質土または粘土が堆積し、 若 干の小石や礫が 包 含 する。 また、
1SD040と同様 に 粘 質土系埋土であり、 下層付近では堆積土がか なり締まった状態を呈し、 部分的 に 硬化
が看取される。
井戸
1 SE 1 00 (Fig.7 、 Pla.8 · 9)

調査 区北東部のE6地 区 に 位置する。 平面 プ ラ ン は不整 円形状を呈し、 径は l .26� 1.37m、 深さは 1.56m
を測り、 坑内の最 低標高は4.48mである。 井戸枠の存在は なく、 素堀りの状態で使用されていたものと
思われる。 なお、 地 山は上位から淡黄灰色粘質土・ 淡乳灰色粘質土 (5� 10cm大の礫を多く混 入 する）
暗灰色粘性砂 (5� 10cm大の礫を多く混 入 する） を呈することから周囲から水が集まりやすい環境 にあっ
たことが窺える。 堆積土 に多くの炭 化物や植物が 包含しており、 各層から散在的 に中世遺物の土師器が
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標 高 = 6 . 2 0 m 基本層序及 び 1 SD050 標 高 = 7 . 00 m
e .I ./ e 

I SDOO I · I  SP002 a-a '  
I .  嚢灰褐色砂買上 （ 茶 褐 色 ブ ロ ッ ク 少 し 混 入 ）
2 .  暗灰褐色砂買上 ( iii. 褐色 ・ 茶 褐 色 ブ ロ ッ ク 及び粒 f を 少 し 混人 ）
3 灰 i'I 色砂 釘 L
4 沿 灰 褐 色 砂 四 上 （ 貨 褐 色 ・ 茶褐 色 プ ロ ッ ク 多 く 混 入 ）
5 暗 灰 褐 色粘 買 L
地 山 ． 政茶褐色砂買 I:

I SD040 · 060 · 083  b-b '  
l 茶色砂礫屑
2 煎茶色上
3 灰 凶 色 Iこ
4 灰 茶 色 Iこ
5 貿 茶 色砂ra
6 凩灰 色 粘 灯 上
7 貿灰色粘臼J::
8 橙 黄色 粘 灯 上
9 灰 茶 色 上
1 0 . 灰茶色上 （貨色粘上 プ ロ ッ ク 混 入）
I I 明灰 茶 色 t
1 2 貨 色粘灯 上
1 3 . 11/l 灰 茶 色 I: ( 小 礫 を 含 む ）
1 4 殴茶色 lこ （陳 を 多 く 含 む ）
1 5 . i!i.  茶 色 I: ( 小 粒 の 凶 橙 色 I:塊 を 少 し 此人 ）
1 6 .  茶 貨 色 Iこ
I 7 .  灰 茶 色 I: ( 3 - 5ank. の 礫 を 少 し 含 む ）
1 8 . 灰 黄 色 粘 灯上
1 9 . 1爵灰色粘 t
2 0 .  灰 茶 色上

1 S D040 · 09 1  
C 

標 高 = 6 . 3 0 m

4 3 c
' 

� 

1 S0040 · 1 2 0 

d , 1 2  4 6 7 
, 1 I 1 1 

1
1

 

5
 

1 SD050 標 高 =6 . 2 0�

三
1 S D050 

g 

2
 

I S0050 e-e ' 
l 淡灰 色 粘 U I. ( 礫枇 じ り ）
2 . /Ji.  茶 色 粘n t ( 11.i 茶 色粒 子 を 含 む ）
3 . 11音 貨 茶 色 粘 n 1·. , 灰 茶 色 粘 灯 l 混 人 ）
4 . 11謹 灰 色 粘 打 Iこ （ 貨 茶 色 粒 f を 少 し 含 む ）
5 . 11柘 茶 灰 色 粘 質 I·. ( 粘性強 ・ 政 茶 色 プ ロ ッ ク を 含 む ）
6 淡茶 灰 色 粘 釘 I: ( 凶 荼 色 プ ロ ッ ク を 含 む ）
7 淡 茶灰 色粘買 t (虻茶色粒 f を 少 し 含 む ）
8 暗 茶 灰 色 粘 上 （ 貨 茶 色粒 f 1I ヽ プ ロ ッ ク を 含 む）
9 灰 色 粘 上 （ 貨 茶 色 粒 r小 プ ロ ッ ク を 含 む ）
I O . 灰茶色粘fl I·. ( 貨 茶色粒 (- 小 プ ロ ッ ク を 含 む）
I I 灰茶 色 粘n t ,  貨 茶色粒子小 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む ）
I 2 . 灰色粘tit ( 暗 凶 茶 色 粒 f を 少fi! 含 む ）
I 3 淡 灰 色 粘 質 上 （ 暗 凶 茶 色粒子 を 少 lil 含 む ）
地 山 ： 貨灰色粘灯 I:
俎物取 上 げ ： l 層 ー I 2 -4M→ II 5妍→ III 6/M→ I\' 
7 削 → V 8 · 9 1M - VI  I O · I  I M → VII 1 2 · 1 3削ー1111

I SD050 f-f '  
l 賠灰 11 色
2 淡災 褐 色 粘 買 上
3 淡貨灰色上
4 .  淡 黄 褐 色 粘n t
5 淡灰 白 色 t ( シ ル ト 系 ）

標 高 = 6 . 9 0 m

g 
＇ 

I S0040 · 09 1  c-c 
I 淡 灰 凶 色 砂 釘 上
2 淡 灰 色 砂 （赤色粒 f 多 く 況人）
3 氾灰色粘灯 L
4 暗灰茶色粘釘 I. ( 貨 茶 褐 色 プ ロ ッ ク 多 く 混 人）
5 淡黒灰色粘rt I: ( 茶 色粒 f 少 し 混人 ）
地 山 貨 i'I 色砂 rt !·. O 

I S0050 g-g '  
I .  淡灰黒色 I:
2 茶 貨 色 ,-.
3 淡 茶 餃 色 I: (炭化物混人）
4 . IIN 貨 灰 色 I:
5 .  暗 茶 褐 色 粘 灯 I:・
6 淡灰 奴 色 L
7 .  暗 灰 褐 色 粘 灯 上
8 . 淡 灰 色 L ( 小 石 ・ 礫 を 多 く 含 む ）
9 .  暗 灰 色 粘 ti t
1 0 .  淡 貨 褐 色 t·. ( 灰 凶 色粘 t! I. 混人）

2 m  

標 高 = 6 . 3 0 m

d
' 

1 S D060 
h 7 3 2 1 

標 高 = 6 . 3 0 m
h ' 

1 SD 1 2 0  

I SD040 · 1 2 0 d-d ' I SD040 
I SD 1 20 I .  暗茶色粘土 （ 締 ま り よ く 粘性強）
I .  赤灰色砂 （整地筋 ？ 締 ま り よ く 粘性J�J、 2 .  暗灰色粘 lこ （締 ま り よ く 粘性強）

砂 粒 は 極 め て 細 か い ） 3 . lli'; 灰 色 粘 I: ( 地 山 プ ロ ッ ク 多 く 混人 ・ 締 ま り よ く 粘性強）
2 灰 此色粘 lこ （貨色粘 t及び灰色粘 l:f\'I T-混 じ り ） 4 . 11削灰色 シ ル ト （ 砂礫 を 多 く 混人 ・ 締 ま り よ く 粘性強）
3 .  灰茶色粘 L (締 ま り よ く 粘性強） 5 . 11音灰色粘 t: ( 締 ま り 緩 く 粘性強）
4 .  凶 茶 色粘 上 （締 ま り よ く 粘性強） 6 灰黄 色 粘 t ( 締 ま り 硬 く 粘性強）
5 灰 茶 色粘 上 (3 よ り 灰 色強い ・ 締 ま り よ く 粘性強） 7 灰 色 砂 （ 締 ま り も ろ く 粘性強 • 砂粒粗い）
6 暗灰 茶 色 粘 I: ( 締 ま り よ く 粘性強） 8 灰 色 粘 I: (締 ま り 籾 ＜ 粘性強）
7 .  暗灰茶色 シ ル ト （締 ま り よ く 粘性強） 9 凶灰 色 粘 t
8 暗灰 茶 色 粘 Iこ （整地層 ・ 締 ま り か な り 硬 く 粘性強）
9 暗貨灰色粘上 （整地梢 • 小 石 を 多 く 含 む ）
1 0 .  凶灰色粘 t

I SD060 h -h '  
I .  暗灰茶色上 （炭化物 ・ 礫混人）
2 明 灰茶色 f·. (締 ま り 緩 く 粘性埠J )
3 灰茶 色 I: + 橙色粘四 I: (締 ま り 緩 く 粘性強）
4.  凶灰色 Iこ
5 . /火 茶 色 粘 t1 1: ( 礫 を 含 む ・ 締 ま り よ く 粘性強）
6.  柑色粘灯 I: <締 ま り よ く 粘性強）
7 杓 灰 色 t (締 ま り よ く 粘性弱）
8 暗灰色粘 I: (瓦器 · 植物追 体 と 3cm人 の 礫 を 多 く 含 む ・

締 ま り 極 め て 強 い ）
9 灰橙 色 粘 釘 上 （締 ま り よ く 粘性強
1 0 . 貨 灰 色 粘 灯 上 (3cm大 の 礫 を 含 む ・ 締 ま り よ く 粘性強）
1 1 . 茶灰色粘 I: ( J -3cm大 の 礫 を 多 く 含 む ・ 締 ま り 緩 く 粘性強）

F ig . 6  溝 ( 1 SD00 1 · 040 · 050 · 060 · 09 1 · 1 20) 土層 断面実測 図 ( 1 /40) 
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出土してい る 。
1SE110 (Fig.7、 Pla.9)

調査 区中央部のG4地 区に位置す る 。 遺構の東部はISK65に切られ、 西半部は現代の建物基 礎に よ る 攪
乱を受けてい る 。 平面 プ ラ ン は不整 円形状を呈す る ものと思われ、 径は 1.75m前後を測 る 。 井戸の上位
はすり鉢状を呈し、 深さ0.45m以下では 円 筒状に掘削されてい る 。 なお、 坑内については狭小であった
ため約Im分しか掘り下 げを行っておらず、 井戸枠の存在については不明であ る 。 また、 すり鉢状から 円
筒状へと移行す る 境界付近では投棄された多 く の川原石が認められたが、 人為的に組まれてい る 状況で
は な く 、 素堀りであった可 能性が高い。 地 山は、 先述した lSE lOOと同様に上位から黄茶 褐色砂質土・ 黄

標高=6 .40m

標高=6 .40m

I SE I OO 

I .  淡灰県色 t I炭化物多 く 含 む ）
2 .  淡 灰 褐 色 粘 臼 I:
3 暗 灰 褐 色 粘 釘 t
4 .  暗 灰 褐 色 粘 f.l t I 炭 化物 を 含 む ）
5 . 1/J.  褐 色 粘 門 上
6 淡 凶 褐 色 粘 灯 I:
7 .  灰 褐 色 粘n t
8 .  灰 凶 色 粘 釘 上
9 暗 れ 灰 色 粘 釘 上 （ 梢 物 遺 体 含 む ）

Fig . 7  

1 S E 1 1 0  
ーヽ

標高=6 . 30m

゜
標高=6 . 30m

3
 

2 m  

I SE I  1 0  

I .  凶/:Ji. 色砂灯 !·. ( /Ji.  色 プ ロ ッ ク 少 し 混入）
2 淡灰色粘臼上 （ 汝 色 プ ロ ッ ク 、 粒 f を 多 く 混 入 ）
3 淡 灰 色 粘 買 上 （ 貨 色 プ ロ ッ ク 、 粒 f を 少 し 混 人 ）
4 沿灰色粘買上 （ 没 色 プ ロ ッ ク を 少 し 混人）
5 .  沿 灰 色 粘 tt t

6 淡 ·,'淑色粘 Iこ
7 淡 ,'i·緑灰色粘 jこ
地 1l1A : 貨茶褐色砂釘 I:.
地 山 B : 黄 茶 褐 色 砂 '!! t ( 5cm大の礫況人）

地 山 C : ii灰 色砂灯上

井戸 (1SE100 · 110) 実測図(1/40)
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茶褐色砂質土 (5cm大の礫を多く混 入 す る ） • 青灰色砂質土の砂層が発達しており、 周囲からは水が集ま
りやすい環境にあったことが窺え る 。
1SE140 (Fig.8、 Pia. I O) 

調査 区北東部のC6地 区に位置す る 。 上位は ISK2 1 1が覆っており、 当迎構は下位にあた る 断面形が 円 筒
状を呈す る 部分が該当す る 。 平面 プ ラ ン は ほ ぼ円形状を呈し、 径は0.73�0.95m、 深さは約 1.6m、 坑 内
の最 低レ ベ ルは標嵩4.4mであ る 。 井戸枠は確認されておらず、 素堀りの状態で使用されていたものと思
われ る 。 なお、 井戸を形成す る 地 山は上位から淡黄灰色粘質土・ 淡乳灰色粘質土 (s� 10cm大の礫を多く
混 入 す る ） ・ 暗灰色粘性砂 (s� 10cm大の礫を多く混 入 す る ） を呈し、 周囲からは水が集まりやすい環境
にあったことが窺え る 。 各層から散在的に土師器や 自 然木片、 杭木などが出土してい る 。
土坑
1 SKO 1 0 (Fig.9、 Pla. 1 1 · 12)

調査 区の 中 央部F3地 区に位置し、 先述した 1SD050を切 る 。 平面 プ ラ ン は 隅 丸 方形状を呈し、 長軸 l . 13
m、 短軸0.98m、 深さ0.38mを測 る 。 遺構検 出面からは ひ き 臼、 坑内 底部には陶器（皿• すり鉢） が埋置
された状態で 出土した。 なお、 埋土は流れ込みに よ る もので人為的作用は なかったものと判断され る 。
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1 SE 1 40 
I .  灰 色 粘 買 Iこ （ 暗 貨 色 粘 四 上 プ ロ ッ ク 混 人 ）
2 淡灰 色 粘 fl I :  ( II音凶 色 粘 Tl 上 プ ロ ッ ク 及 び砂粒 を 祝 入 ）
3 llff 灰 色 粘 四 t (砂 を 少 �i 含 む ）
4 .  淡 凶 灰 色 粘 買 t (地 山 一 試掘 に よ る 破 断面）
5 淡 黄灰 色 粘 灯 上 （ 灰 色 粘 t プ ロ ッ ク 混 入 ）
6 淡灰 色 粘 I:
7 暗-,'j- 灰 色粘 l
地 1l1A : 淡 紺 灰 色 粘 fl I. 
地 i1 1 B 淡 乳 灰 色 粘 fl J-. ( 5cm大 の礫混人）
地 山 C : Iii'; 灰 色 粘 性 砂 (5cm大の礫混人）
Jl'l物取 K げ ：
1 - 3 削 一 I 411'1 →  I I  5 削 → JU 6�1→ JV 7h'1 → V  

Fig.8 井戸 (1SE140) 実測 図 (1/40) 
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I SK020 · 025 · 030 
1 SK020 
I . II音 茶 灰 色 粘 tl I: ( 粘 性 強 い ）
2 .  暗茶灰色粘tl I: ( I よ り 赤み強 く 粘 性 叩

- 3 _ 淡茶 灰 色 粘 灯 I:
4 . 3 と 同 じ
5 淡 茶灰色粘tl I: ( 茶 貨 色粘 t プ ロ ッ ク 多 く 混人 ）
6 .  暗県灰色粘灯 I·. ( 茶 凶 色 プ ロ ッ ク 沿入 ）
7 . Hff ,'j· 灰色粘 1-. ( 茶 貨 色 プ ロ ッ ク 少 見混人）
俎物取 t げ
I h'1 → I 2 �  → I I  3 - 5/\'ii →  Ill 6 /M →  IV 7削→ V

標 高 = 6 . 40m
' 1 4  

吻三二
I SK02 5 I SK030 
8 暗灰 色 粘 t1 I:. 1 4 . 淡 灰 色 粘 fll.
9 . 1辟灰色粘t1 le ( 暗 奴 色 粘 L プ ロ ッ ク を 多 く 混人 ） （ 暗 凶 色 小 プ ロ ッ ク 此人 ）
1 0 談 荼 灰 色粘 f! J·. ( 暗 黄 色粘 I'.プ ロ ッ ク を 多 く 混人 ） 1 5 淡 灰 !'I 色粘買le
I I . 淡茶灰色粘灯 J-. ( 暗 貨 色 粘 t1 le プ ロ ッ ク を 多 く 混 人） ( ff音 貨 色 小 プ ロ ッ ク 混 人 ）
1 2 .  暗灰色粘日 le (暗灰色砂が浪人） 1 6 . 灰 1' 1 色粘t1 I. (粘性強い）
1 3 . 1 2 と 1 ,,J じ 1 7 . /J, 灰 色 粘 訂 J·.
il'l物 収 J: げ ： ( ,'i/火 色砂 と 混 合）
8 · 9 /i"i→ VJ I O · I  I 屑 →\Ill 1 2 · ! 3M →  \111 j\'J物収 I: げ

1 4岡 → IX 1 5R'l → X  
1 6 · 1 7/i"i → XI 

地 l liA : 淡 乳 茶 色 粘rn.
地 山 B : 淡乳灰色粘 t1 Iこ

( l,iJ 色 の 砂混人）
地 山 C : Uff ,'l 灰 色 粘 t

( l,;J 色 の 砂混人）

F ig . 9  土坑 ( 1 SK0 1 0 · 0 1 5 · 020 · 025 · 030) 実測 図 ( 1 /40) 
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1 SKO 1 5 (Fig.9 、 Pla. 13 · 14)
調査区中央部F4地区 に 位置する。 遺構検 出時から陶器甕が埋置された状態で確認されており、 上半部

は既に削平を受けていた。 遺構堀方は甕が程良く納まるサ イ ズ に掘削されており、 裏込めは僅か な隙間
しか存在し ない。 堀方の平面 プ ラ ン は ほ ぽ 円形状を呈し、 径はIm前後を計測する。 甕内面 には不純物

（石灰か ？ ） が付着しており、 ト イ レとして設置された埋甕である可能性が考えられる。
1 SK020 (Fig.9 、 Pia.IS · 17) 

調査区中央部F4地区 に 位置し、 当遺構の切り合いは 1SK J03→ 1SK025 · 134→ 1SK020の先後関係 にある。
平面 プ ラ ン は ほぼ円形状、 遺構断面形はすり鉢状を呈し、 径は l m前 後、 遺構検 出面からの深さは0.46m
を測る。 坑 内 底部 には径3cm程度の小杭が打 ち 込まれており、 その上部 には廃棄された瓦破片が埋置され
ていた。 また、 土層断面では流れ込み に よる堆積土を確認する ことは なく、 遺構廃絶後短期間の間で人
為的に埋め戻された可 能性が高い。 当遺構は先述した1SK015と同等規模である ことから ト イ レ用 に埋甕
された痕跡と捉えられ、 1SKO l 5の前 身であった ことが想定される。
1 SK025 (Fig.9 、 Pla. 16 · 17)

先述した 1SK020 に隣接した土坑で調査区中央部F4地区 に 位置する。 当遺構の切り合いは1SK030 · 103
→ 1SK025→ 1SK020の先後関係 にあり、 一連のト イ レ遺構であった ことが想定される。 平面 プ ラ ン は ほぼ
不整楕 円形状を呈し、 坑 内の北部及び西部 に テ ラ スが認められる。 径は 1.2s�1.48m、 遺構検出面からの
深さは0.58mを測る。 坑 内 底部の北側は更 に 一段 深く なった平坦面が存在する ことから こ の場所に埋甕
が設置されていたものと思われる。 堆積土は ほぼ平坦 に埋没している ことから遺構廃絶後は人為的に埋
め戻された ことが推測される。
1 SK030 (Fig.9 、 Pla.16 · 17)

調査区中央部F4地区に位置する。 遺構の配置状況から一 連の ト イ レ 遺構と想定され、 切り合いから最
初 に掘削され た遺構と捉えられる。 北半部のみの検 出であり、 幅 l . l m前後を測る。 遺構検出面からの深
さは0.4 1mを測り、 坑内底部の西側 に 小ピット を確認する。 底部は フ ラ ットで流れ込み に よる堆栢土は
認められ ない。 やはり人為的に埋め戻された可能性が高い。
1 SK070 (Fig. J O 、 Pla.17 · 18)

調査区北東部E6地区 に 位置し、 北部は1SKJ50 に 切られる。 平面 プ ラ ンは不整円形状を呈するものと思
われ、 径はI.Im前後、 深さは0.46mを測る。 坑内の底部はほぼフ ラ ットであり、 付近からは瓦や木製建
築部材が認められている。
1SK188 (Fig. J O) 

調査区北部F6地区 に 位置する。 平面 プ ラ ン は隅 丸長方形状を呈し、 長軸2.27m、 短軸1.48m、 深さ0. 13
mを測る。 底面は フ ラ ットであるが、 底部北西部と南東部 より小ピット が認められた。 こ のう ち 北西部
にある2穴中央部から柱痕が確認された ことに より杭が穿たれていた ことが判明したが、 使用用途 につい
ては不明である。
1SK202 · 215 (Fig.IO) 

調査区北部G6地区 に 位置する。 今回、 埋甕部分を1SK202、 その周囲を1SK2 15として扱ったが 1SK2 15
は 1SK202の堀方である可能性もある。 1SK202は径o.so�o.62m、 深さ0.22mを測り、 底郎 に 埋甕を認め
る。 埋甕内面 には不純物（石灰か ？ ） が付着しており、 ト イ レとして設置された埋甕である可能性が考
えられる。 一方の 1SK215は不整円形状を呈し、 径は約0.9mを測る。

不 明 遺構
1 SX 1 50 (Fig. 10 、 Pla. 18)

調査区北東部D7地区で確認し、 遺構北部は調査区外へと展開するため全体 プ ラ ン が判 然とし ない土坑
である。 当遺構の先後関係 については古い順に1SK070→1SKI50→ 1SKI62 · 163 · 194 · 195、 1SD193と
なる。 幅は4.8m、 深さ0.73mを測り、 底面は ほぼ平坦面を呈する。 遺物は中近世の土師器、 陶 磁器は出
土している。
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ピ ッ ト （ 柱 穴 ） 群 ( Fig .3 、 Pla. 1 9 � 24)

今 回 検 出 し た ピ ッ ト の う ち 、 柱 痕 ・ 礎 石 ・ 柱 が認 め ら れ た 柱 穴 と 思 わ れ る 遺 構 に つ い て 抽 出 し 、 下 記

の Tab.2 に 表記す る 。

推位 ： cm 

No. 追 構 番 号 地 区 番号 1 平 面 プ ラ ン 長 さ （ 径 ） 幅 I 深 さ 備 考

l I SP005 F3 桁 円 形 5 2  40 4 1  1 7cm大 の 川 原 11 /1\ t ( 柱 支 え と し て 使 用 か ？ ）

2 I SP022 F4 桁 fLj 形 6 5  60 46 径約2 0cmの 柱 II\ I: 

3 I SP036 H4 隅丸長方形 48 37  3 7  径 1 6cmの柱痕確認

4 1 SP037  H4 円 形 3 3  36 径 1 2cm の 柱痕確認

5 I SP046 H3 桁 円 形 5 1  42 53 径24cmの柱痕確認 ・ 柱痕周辺 に 集 石 （ 柱支 え か ？ ）

6 1 SP05 1 G 5  不 整 円 形 79 65  45 径22cmの柱痕確認

7 I SP06 1 G 5  桁 円 形 5 7  5 3  4 3  径2 0cmの杜痕確認

8 I SP062 G3  不整梢 円 形 7 2  5 6  34 径 J 5cmの柱痕確認

， 1 SP063 G3 桁 円 形 56 40 29 径 1 6cmの柱痕確認

J O  1 SP064 F3 円 形 42 54 柱痕周辺 に 川 原 石 出 土 （ 柱支 え と し て 使 用 か ？ ）

J l 1 SP068 E3  不 整 桁 円 形 8 5  65 44 径 I 3 - 1 8cmの 柱痕 を 3 ヶ 所で確認

1 2  I SP080 G3  円形 3 3  3 4  柱痕周 辺 に 川 原 石 出 上 （柱 支 え と し て 使 川 か ？ ）

1 3  J SP085 HS 桁 円 形 2 8  38 径 1 8cm の 柱痕確認

1 4  I SP097 1 5  隅丸方形 42 46 32 径9cm の 柱痕確認

1 5  I SP098 16 桁 円 形 3 7  2 2  径 1 3cmの柱痕確認

1 6  J SP 1 09 G5  円 形 30 58 1 SP 1 08 の 柱痕 か ？

1 7  I SP I  1 1  G 5  円 形 2 2  5 3  I SP 1 0 8 の 柱痕 か つ

1 8  I SP l 30 F7 隅丸長方形 60 39 28  径 1 8cmの柱痕確認 ・ 検 出 面か ら ひ き F I /J\ t. 

l 9  I SP l 33 H 3  桁 円 形 5 9  4 7  3 3  径 1 7cm の 柱 出 t

2 0  I SP l 46 H 6  隅 丸 方 形 42 42 52 径24cmの 柱痕確認

2 1  I SP l 49 G6 梢 円 形 3 2  2 7  3 0  径 1 3cmの 柱痕確認

2 2  I SP 1 5 1  G6 円形 24 39 柱 出 1-.

2 3  1 SP 1 52 F5 桁 円 形 42 33 43 径 1 9cm の 柱痕確認

2 4  1 SP 1 69 H 5  隅丸方形 3 5  4 0  3 7  径 1 0cmの柱痕確認

2 5  I SP l 7 7 H 5  隅丸方形 3 7  32 43 径9cmの柱痕確認

2 6  I SP 1 85 G6 {fl rc1 Jti 39  35  28 径 1 5cm の 柱痕確認

27 I SP 1 86 G 5  �f'j Jij )杉 58 55  43 径 1 8cmの 柱痕確認

2 8  I SP I 89 F6 隅丸方形 45 33 45  径 1 4cm の 柱痕確認

29 I SP I 95 E 7  円 形 30 1 6  径 1 9cm の 柱 出 上

3 0  I SP2 1 4  G6 円 形 2 7  1 9  径 1 6cmの 柱痕確認

3 1  I SP2 1 6  G6  円形 35  3 1  径 1 4cmの 柱痕確認

32 1 SP22 2  E 6  円 形 2 5  ， 径 1 4cm の柱痕確認

3 3  1 SP2 23  H 6  円 形 32 1 7  径 1 6cm の 柱痕確認

Tab . 2  ピ ッ ト （柱穴） 法量等 一 覧表
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(3 ) 出 土遺物
掘立柱建物
1 SP007 ( = 1 SB  1 60e) (Fig .  l l 、 Pla.24)
土師器
豆皿 ( 1 )
小 皿 (2 )

底 部細 片 で 底径3 .4cm を 測 る 。 外底 は 糸 切 り 、 内 外面 は ヨ コ ナ デ調 整 で あ る 。
口 径8.6cm 、 底 径5 .6cm 、 器高 1 .9cm を 復 原 す る 。 外底 は 糸 切 り 、 見込みは ナ デ 、 内 外 面 は ヨ コ

1 SP007 
( 1 S B 1 60e) 
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Fig . 1 1  1 S B 1 60 ( 1 SP007 · 0 1 8 · 042 · 1 1 9 ) 出 土遺物実測 図 ( 1 /3) 
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ナ デ調整を施す。 内面に池煙痕が残る。
杯 (3�5) 3は口縁部破片で口径 1 1.0cmを復原する。 体部は丸味を帯び、 口縁部にかけては如意形に外
方へ開く。 口縁端部に油煙痕が残る。 4は底部細 片で底径9.0cmを復原 する。 外底は糸 切り、 内外面は ヨ
コ ナ デ調整である。 5は体部細 片で内外面は ヨ コ ナ デである。 外底には板状圧痕を認める。
火鉢 (6) 口 縁部細 片である。 口縁端部は ヨ コ ナ デ、 内面は横方向の細かい刷 毛目、 外面は縦方向の荒
い刷 毛目、 指頭圧痕を認める。
土鈴 (7) 器高3.9cm、 最大幅2.4cm、 重さ4.5gを計測 する。 表面は ナ デ調整で紐通し部の穿孔及び、 鈴
の開口部は焼成前に施されている。

瓦質土器
面子 (8) 瓦質製で二次加工 品と思われる。 土器破片の周囲を細かく打ち掻いて円形状に仕上 げている。
最大径3.0cm、 器厚0.9cm、 重さ9.0gを計測 する。
1 SPO 18 (= 1 SB 160a) (Fig . 1 1、 Pla.24)

瓦
平 瓦 (9· IO) 9は色調は淡茶 白 色を呈し、 胎土に微砂粒、 赤色粒子、 金雲母を含 む。 凹面は ナ デ、 凸
面はエ具 ナ デ、 側面は面取りを施す。 表面に燻 し銀が付 着 する。 10は土師質の淡乳茶色を呈し、 胎土に
微砂粒、 赤色粒子、 金雲母を含 む。 凹 凸面は刷 毛目後 ナ デ、 側面はヘ ラ にて面取りを施す。
1SP119 (=1SB160f) (Fig .II、 Pla.24)

石 製 品
ひ き 臼 ( 1 1) 安 山岩製の上臼ですり面に6本単位のすり目を施す。 最大径28.8cm、 中心軸部径 1.4cm、 重
さ2785gを計測し、 表面全体に煤が付着 することから二次焼成を受けたものと思われる。
1SP042 (=1SB160c ') (Fig.II、 Pla.24)

鉄 製 品
短刀 ( 12) 柄部の破片で柄部には僅かに木片が残っている。 現存長6.3cm、 刃部幅3.0cm、 柄部幅 1.2cm、
重さ2 1. lgを計測 する。
溝
1 SD001 (Fig. 12· 13、 Pla.24�26)

土師器
土鍋 ( 13· 14) 13は口縁部細 片で端部は玉縁状を呈 する。 内面及び口縁端部外面は ヨ コ ナ デ、 体部外
面は刷 毛目で外面には煤が 付 着 する。 14は 口 径50.4cmを復原する。 体部内面下位及び 口 縁端部は ヨ コ ナ
デ、 体部内面上位は ヨ コ ナ デ後刷 毛目、 体部外面上位は指押さえ後 ヨ コ ナ デ、 体部外面下位は横方向の
刷 毛目を施し、 体部から底部にかけては僅かに屈 曲が認められる。 外面には煤が付着 する。
火鉢 ( 15) 口径30.4cm、 底径25.2cm、 器高8.0cmを復原 する。 底部から体部にかけては斜位方向に立ち
上がり、 口縁部は内側へ折り 曲がる。 底部は ほ ぽ平坦面を呈し、 外底には台形状の脚が4 ヶ 所貼り付けら
れていたものと思われる。 口縁部に煤が付着 する。
瓦質土器
鉢 ( 16) 口縁部細片で 一部が大 き く外 反 する ことから片口に なるものと思われる。 片口部内外面は ナ
デ ？ 、 体部内面は ヨ コ ナ デ、 体部外面は縦方向の刷 毛目を施す。

磁器
猪口 ( 17· 18) 17は口径5.0cm、 高台径2.6cm、 器高3. 1cmを復原する。 淡灰 白 色の素地 に乳 白 色の釉を
高台部以外に施釉 する。 18は 17 よりも若 干口縁部が外反する。 口 径4.8cm、 高台径2.4cm、 器高2.9cmを復
原し、 暗茶灰色の素地 に暗灰 白 色釉を高台部以外に施す。 外面は貫 入が看取される。
皿 ( 19) 体部から口縁部にかけては僅かに屈 曲し、 端部は外反する。 形状から清 淵 皿と思われる。 素
地 は淡灰茶色を呈し、 暗緑灰色釉を施す。
碗 (20) 口径 1 1.8cmを復原し、 口縁端部は僅かに外反する。 暗灰 白 色の素地 に淡緑 白 色の釉が施され、
内面には貫 入が認められる。

- ] 8 -



白 磁
碗 (2 1) 口径9.6cmを復原し、 明灰 白 色の素地 に明 白 色釉を施す。 全体に貰 入を認める。
青磁
碗 (22) やや丸味を帯びた碗で 口 径 11.0cmを復原 する。 明灰 白 色の素地 に淡緑 白 色釉を内外面に施釉
し、 底部と体部境界の内外面に l 条、 口 縁部外面に2条の沈線が施される。
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染付
徳利 x 水注 (23) 短頸で口縁部は大 き く外 反 する。 淡 白 色の素地 に淡青 白 色 釉を外面及び口縁部内面
まで施釉 する。 内面は釉 ダレ が認められ外面には呉須で文様が描かれる。
皿 (24 · 25) 24は広東系染付皿と思われる。 高台径 14.0cmを復原する。 明灰 白 色の素地 に暗灰 白 色釉
を施釉 するが外底中心付近は露 胎である。 高台部には砂が付着し、 見込みには呉 須で文様 （絵柄不明 ）
が描かれる。 25は口径 15.0cmを復原 する細 片で、 端部は外 反 する。 素地 は暗茶灰色を呈し、 内 外面に暗
茶灰色釉を施す。 呉須で内面に文様を描く。
碗 (26�28) 26は口縁部細 片で内外面に呉 須で文様が描かれる。 素地 は淡灰 白 色を呈し、 淡青 白 色釉
を内外面にかける。 27は底部細 片で高台径5.0cmを復原する。 暗灰 白 色の素地 にくすん だ 淡緑 白 色釉を内
外面に施すが畳付は露胎である。 内面体部に草文、 見込みに花文が描かれる。 28は口径 16.0cm、 高台径
5.0cm、 器高7.2cmを復原する。 明 白 色の素地 に淡青 白 色釉を全面に施し、 高台畳付には砂が付着 する。 内
外面に呉須で草花文が描かれる。
壺 (29) 底部細 片で底径6.0cmを復原する。 底部はいわ ゆる碁笥 底を呈し、 畳付は露胎である。 素地 は
淡茶 白 色、 明青 白 色釉を内外面に施釉し、 全体に貰 入が認められる。

陶 器
碗 (30 · 3 1) 30は口径 12.4cmを復原 する。 やや丸味を帯びた器形で口縁端部は外 反 する。 淡茶 白 色の
素地 に淡 白 灰色釉を内外面に施す。 胎土に 白 色 • 黒色粒子を多く含 む。 3 1は底部細 片で唐津系陶器と思
われる。 高台径4.9cmを測り、 見込みには4 ヶ 所の砂目痕が残る。 素地 ・ 釉とも に 淡茶 白 色を呈し、 畳付
は釉を掻 き 取る。
すり鉢 (32 · 33) 32は底部細 片で底径 1 1.6cmを復原する。 外底は糸 切りで内面には 10本単位のすり目
を放射状に施す。 素地 は淡黄褐色を呈し、 内外面は露胎であるが、 一部で赤灰色釉が付着、 外底には施
釉 する際に残る指頭痕が認められることから口縁部付近は施釉されていたものと思われる。 また外底及
び見込みには胎土目跡が残る。 33は口縁部細 片で口径32.0cmを復原する。 口 縁 端部は内側にかえりのあ
る鋤先状を呈し、 内外面には濃黒赤色鉄釉を施す。 口縁部下位で僅かにすり目が認められている。
壺 (34) 裔取焼系と思われ、 口径 1 1.3cm、 最大胴部径 18.0cmを復原する。 胴部はやや扁平な球状を呈し、
口縁端部 は 若 干 外方へ立ち上 げる。 淡黒灰色の素地 に淡灰 白 色釉を内面と口縁部及び体部の外面に厚く
施釉 する。
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Fig .13 1SD001 出土遺物実測図② (1 /3) 
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鉄 製 品
刀 子 (35) 現存長3.8cm 、 幅 1 .0cm 、 重 さ 6. l g を 計測 す る 。 錆膨 れ が ひ ど く 詳細 は 不 明 で あ る 。
1 SD040 (Fig . 1 4 、 Pla.26 · 27 )

土 師 器
豆 皿 ( 36 � 38 ) 何 れ も 外底 は 糸 切 り で 口 径5 . 6 � 6 .7cm 、 底 径4.0cm 、 器高 J .4 � 1 .65 cm を 復 原 す る 。 36 ·
38 は 口 縁部付近 に i由煙痕が認 め ら れ る 。
小 皿 ( 39 · 40) 39 は 口 径8 .6cm 、 底 径6.4cm 、 器高 1 .9cm を 復 原 し 、 40 は 底 径6.4cm を 測 る 。 と も に 外底 糸
切 り で 内 外面 は ヨ コ ナ デ調 整 で あ る 。
杯 (4 1 ) 底 部から 斜位方へ若 干 そ り 気味 に 立ち上 が る 。 口 径 1 0 .2cm 、 底 径5 .0cm 、 器高3 .0cm を 復 原 し 、
外底 に 板状圧痕が認 め ら れ る 。 体部 内 外面 は ヨ コ ナ デで あ る 。
土 鍋 (42) 口 縁 部細 片 で 端部 は 玉縁状 を 呈 す る 。 内 面 は 細かい横 方 向 の 刷 毛 目 、 端部 は ヨ コ ナ デ 、 外
面 は 粗い横 方 向 の 刷 毛 目 を 施 す 。 外面 に 煤が付着 す る 。
土鈴 (49) 土 鈴 に 使 用 さ れ ていた 玉 と 思 わ れ 、 径 は 0.8cm前 後 を 測 る 。 重 さ は 2.2g を 量 る 。

瓦質土器
す り 鉢 (43 ) 口縁部細 片 で 内 面 に す り 目 が施 さ れ ている 。 す り 目 単位 は 8本 と 思 わ れ 、 口 縁部 内 外面 は
ョ コ ナ デ、 体部 内 外面 は ナ デ調 整 で あ る 。

染付
皿 (44) 口 径 1 3 . 7 cm 、 底径5 .0cm 、 器高3 . 1 cm を 復 原 し 、 明 灰 白 色 の 素 地 に 暗灰 白 色 釉 を 全面 に 薄 くかけ
る 。 畳付 に は 砂 が付 培 し 、 内 面 に 呉 須 で 文様が描かれ る 。
小椀 (45 ) 猪 口 の 可 能性 も あ る 。 高 台 径2.4cm を 復原 し 、 明 白 色 の 素 地 に 淡青 白 色 釉 を 施す 。 呉 須 で 見
込みに 花 文 、 高 台 内 に 「福」 文字 を 描 く 。 胎土 は 精選 さ れ ている 。
碗 (46) や や 丸味 を 帯 び た 碗 で 、 底 部 は 肥厚 す る 。 素 地 は 淡灰 白 色 を 呈 し 、 淡 青 灰 色 釉 を 内 外面 に 施
釉 す る 。 外面体部 に 淡 い 呉 須 で 文様 を 描 く 。
陶 器

碗 (47 ) 底 部細 片 で 見 込みに 3 ヶ 所 の 目 跡 が認 め ら れ る 。 目 跡 は 配置状況から 4 ヶ 所 に 施 さ れ ていた も
の と 思 わ れ る 。 高 台 径4.7cm を 測 り 、 暗赤褐 色 の 素 地 に や や く す ん だ暗茶灰色釉 を 薄 く 施釉 す る 。 高 台 付
近 に 二次焼成痕が認め ら れ る 。
す り 鉢 (48 ) 口 縁部細 片 で 端 部 は 鋤 先状 を 呈 す る 。 濃赤褐 色 の 素 地 に 淡灰茶色釉 を 口 縁部 内 外 面 のみ
施釉す る 。

石製 品
石塔 (50) 石材 は 凝灰 岩 製 で 器形から 五輪塔 の 火輪 に な る 可 能性があ る 。 現存 の 重 さ は 540.0g で あ る 。

銅 製 品
銅 銭 (5 1 ) 完形 の 寛 永 通 密 で 「密」 文 字 の 貝 が 「 ス 」 字状 を 呈 す る こ とから 古式 タ イ プ で あ る 可 能性
が考 え ら れ る 。 裏文字 は な く 重 さ は 3 .2g を 最 る 。
1 SD050 ( Fig. 1 4 、 Pla .27 · 28 )

土師器
豆 皿 ( 5 2 � 54) 何 れ も 外底 は 糸 切 り で 口 径6.2 � 6.4cm 、 底 径3 .0 � 4 .3cm 、 器 高 1 .25 � 1 .9cm を 復 原 す る 。
52 · 54 は 外方へ反 り 気味 に 立ち上 が る が、 53 は や や 内 湾 す る 。 52 の 口 縁端部 ぱ焼成後打ち掻かれ て お り 、
灯 明 皿 と し て 使用 さ れ る 際 に 芯置き と し て 施 さ れ た 可能性があ る 。
小 皿 ( 5 5 � 64) 口 径8 . 6 � 1 1 .0cm 、 底 径 5 . 5 � 7 . 2cm 、 器 高 1 . s � 2 . 8 cm を 測 る 。 器形別 で は 55 · 5 7 · 5 8 ·
60 · 63 · 64がや や 内 湾 気味 に 体部 が立ち上 が り 、 56 · 59 · 6 1 · 62 で は 体部 が外方へ若 干 開き 気味 に 立ち
上 が る 。 また 5 6 · 59 · 6 1 で は 体 部 断 面 形 が菱 形状 を 呈 し 、 口 縁端 部付 近 で 更 に 外 反 させた も の で あ る 。
何 れ も 外底 糸 切 り 、 口 縁部 及 び体部 内 外面 は ヨ コ ナ デ 、 見 込みは ナ デ の 調 整 で あ り 、 58 � 60 で は 口 縁部
付 近 に 油煙痕 を 認 め る こ とから 灯 明 皿 の 使 用 が考 え ら れ る 。 64 は 5 2 と 同 様 、 焼成 後 に 口 縁端 部 が打ち掻

かれ て お り 、 灯 明 皿 と し て 使 用 さ れ る 際 に 芯 置き と し て 施 さ れ た 可能性が考 え ら れ る 。
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すり鉢 (66) 焼成はやや還元 焼成気味である。 口 縁部細 片で内面 に すり 目 が施される。 内面は横方向
の刷 毛 目 、 口 縁端部及び外面は ヨ コ ナ デ後指押さえ にて調整する。 口径は30.0cmを復原する。
鉢 (67) 口 縁端部が玉縁状を呈 する片 口 鉢である。 焼成は若 干還元 焼成で内面は刷 毛 目 、 口 縁部外面
は ヨ コ ナ デ、 体部外面はナ デである。 片 口部分は焼成後穿孔が施されて いる。
火鉢 (68) 底部細 片で底径 14.0cmを復原 する。 体部外面は縦方向の刷 毛 目 、 内面は ヨ コ ナ デ、 外底は
風化のため不明であるが、 僅か に 刷 毛 目 が残る。

瓦質土器
釜 (65) 口 縁部細 片で端部は ほ ぼ垂直 に 立ち上がる。 肩部の一部が肥厚していることから把手が付着
されていたものと想定される。
白 磁
皿 (69) 底部細 片で高台径4.2cmを測る。 見込み に4 ヶ 所の胎土 目 が残り、 畳付4 ヶ 所を弧状 に 挟り取る。
淡茶黄色の素地 に 淡茶 白 色釉を内外面 に施釉 するが高台部は露胎であり、 細か い 貫 入が認められる。 森
田D群。

磁器

碗 (70) 象嵌された 口 縁部細 片で象嵌部 に は 白 色土が埋め込まれている。 素地は暗黒灰色を呈し、 透
明 釉が内外面 に 薄く施される。 国産品か ？

石器
石 包 丁 (7 1 ) 石材は片 岩 製で表面は著しく風化しており、 刃部は認められ な い。 穿孔さ れた痕跡が残
り、 内径0.8cm前後を測る。 重さは37.8g。
1 SD060 (Fig. 1 5� 18、 Pla.28�33)

土師器
豆 皿 (72�74) 口径6.7�7.7cm、 底径4.5�5.0cm、 器高 1.4� 1.8cmを測る。 何れも外底は糸 切りで外方へ
反り気味 に 立ち上がる タ イ プであり、 74は 口 縁端部付近で更 に 外反させるものである。
小皿 (75� 1 1 1) 口径9.o� 1 1 .6cm、 底径5.0�8.0cm、 器高I.9�3.0cmを測る。 器形別では底部から 口 縁部
にかけての立ち上がり に特 徴 がみられ、 75· 80· 90· 95· 98の5点はやや内湾気味 に 、 82· 97· 104� 107
の6点は外方へやや開 き 気味 に 立ち上がる。 更 にこれ以外の双方にも該当し な い タ イ プで、 今回出土率の
高 い器形は底部から体部 に かけて外方へ立ち上 げ、 口 縁端部付近で 更 に 外反させたものであり、 体部と
口 縁部境界 に段が生じるものである。 76�79· 8 1· 83�89· 9 1�94· 96· 99� 103の22点が該当する。 調
整は主として D 縁部及び体部内外面は ヨ コ ナ デ、 見込みは ナ デ、 外底は糸 切りである。 また80· 9 1·
95· 1 0 1では 口 縁部付近 に油煙痕を認めており灯明 皿の使用が考えられる。
小壺 ( 1 12) 底部破 片で ミ ニ チ ュ ア土器と思 われる。 底径3.3cmを測り、 外面は ナ デ内面は ナ デ及び ヨ
コ ナ デの調整である。
土鈴 ( 1 13) 胴部は ほぼ球状を呈し、 鈴内 には鈴玉も認められる。 紐通し部のつまみは貼り付けられて
おり、 内径0.5cm前後を測る。 高さ3.8cm、 胴部径2.6cm、 重さ8.7gを計測 する。
土鍋 ( 1 1 4· 1 1 5) とも に 口 縁部は玉縁状を呈し、 外面 に 煤が付着 する。 体部調整 において 11 4は内外面
を細か い 刷 毛目で調整し、 1 1 5は ナ デを施す。 1 14は 口 縁部から底部 にかけて緩やか なS字状を呈する。
平瓦 ( 1 1 6) 端部断面形は台形状を呈し、 端部内外面は ヨ コ ナ デ、 凹面はナ デ、 凸面は粗 い 刷 毛目を施
す。 表面は暗茶褐色、 芯は生焼けで灰褐色を呈し、 胎土は微砂粒• 金雲 母を多く含み、 焼成は良好であ
り、 い わ ゆる甕の製作法と類似する点が認められる。 側面は表面からのヘ ラ 切り込み後、 エ具 にて面取
りが施されて いる。 甕製作技法を用 いて瓦を製作した可能性が強 い。

瓦質土器
鼈 ? ( 1 17) 口 縁部破片で 口 径28.2cmを復原する。 口 縁端部は平坦で内面 に 突出した 口 縁部を呈 する。
D 縁部外面 には庇が施され、 下方へ展開する 窓（開 口部） が認められる。 表面は淡黒灰色、 芯は淡 白 茶
色を呈し、 庇 には僅か ながら煤が付着 する。
蓋 ( 1 18) 口 縁部は鈎状 に 屈 曲し、 天井部は ほ ぼ平坦 に 仕上げられて いる。 中央部 に 紐通し用のつまみ
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が施され、 最 大径は15.6cm、 下部の内口径は11.8cm、 紐通し部内径は0.3cmを測る。 暗黒灰色を呈し、 内
外面には煤が付 着 する。
鉢 (1 19) 口径 19.4cm、 底径11.4cm、 器高5.3cmを復原する。 内面及び D 縁部外面は ヨ コ ナ デ、 体部及び
外底は ナ デで内外面には煤が付着 する。
すり鉢 (120· 121) 120は 口 縁部細 片で内面に刷 毛目後5本単位のすり目を施す。 口 縁部内外面は ヨ コ
ナ デ、 体部外面はナ デである。 口径31.6cmを復原し、 表面は淡黒灰色、 芯は暗黒色を呈する。 121は底部
細 片で淡灰茶色を呈する。 底径10.4cmを測り、 内面は刷 毛目後5本単位のすり目を放射状に施す。 体部外
面及び外底はナ デで、 境界付近を ヨ コ ナ デする。
火鉢 (122�126) 122は口縁部細片で外面に貼付突帯及び 爪文ス タ ン プを押 印 する。 123は底部細 片で
内面に炭化物が厚く付着 する。 124口縁部細 片で口径30.0cmを復原する。 口縁端部は平坦面で内面張り出
しの口縁部を呈 する。 口 縁部下位には1条の貼付突帯が施され、 内面に煤が付着 する。 125は口縁端部を
欠損した 口 縁部細 片で器形は茶釜に類似する。 口 縁部内径は23.8cmを復原し、 肩部に2条の貼付突帯、 そ
の間にはス タ ン プが押 印される。 l26は 口 径37.4cm、 底径28.4cm、 器高 13.65cmを測る。 口 縁部は内面へ 突
出し、 底部には台形状の脚を貼り付け、 3 ヶ 所に施されていたものと思われる。 内面に炭化物、 内外面に
ば煤が付着 する。
釜 ( 127� 1 31) 127は口縁部細 片で 口径11.4cmを復原する。 肩部に把手が貼り付けられ、 内径0.8cmの穿
孔を施す。 肩部上位には菊花文ス タ ン プが押 印される。 128は口縁部細 片で口径15.2cmを復原する。 菊花
文ス タ ン プを2段に押 印 する。 129は 口 径15.2cmを測る細 片で肩部に把手が貼付される。 焼成前に穿孔さ
れた内径は0.8cmを測り、 肩部には菊花文のス タ ン プが施される。 130は口径15.2cm、 鍔部径25.0cm、 胴部
径22.0cmを復原 する。 胴部にはやや垂れ下がった鍔が貼り付けられており、 これ より下位は煤が厚く付
着 する。 肩部には菊花文が押 印される。 1 31は胴部細 片で鍔部径は31.8cm、 胴部径 は27.4cmを復原し、 屑
部には焼成前に穿孔した内径0.9cmの把手が貼り付けられる。 鍔 より下位には炭化物が厚く付着 する。
寵 ? (132) 口縁部破片で 口 径32.0cmを復原する。 口 縁端部は平坦で内面に突出した口縁部を呈 する。
口縁部外面には庇が施され、 表面は淡 白 茶色、 芯は明茶褐色を呈る。 内外面に煤が付着 する。
磁器
碗 (133· 135) 133は口径9.6cm、 高台径4.1cm、 器高2.8cmを復原する。 口縁部を欠損し、 その断面は研
磨されていることから砥石として使用された二次転用 品である可 能性が考えられる。 見込み及び体部外
面に細い線刻を施し、 刷 毛 塗りされた 白 色文様が描かれる。 淡灰色の素地 に淡青灰色釉を高台以外に施

す。 唐津系か。 135は高台径3.2cmを測る底部細 片で淡茶 白 色の素地 に淡茶黄色の透明釉が高台以外にか
けられる。 全体に貫 入が認められる。
青磁
碗 ( 134) 龍 泉 窯 系 青磁で底部細 片で高台径5.0cmを測る。 焼成不良であり、 明 赤茶色の素地 に明 燈茶
色釉を施す。 全体に細か な貰 入が認められ、 高台は露胎である。 見込みには花文、 体部外面には線刻が
施されている。 太宰府編年 II C類。
染付
皿 (136) 底部細 片で高台部は蛇の目高台を呈 する。 高台径5.2cmを測り、 淡青 白 色の素地 に淡青 白 色
釉を全面に施釉する。 畳付は釉が掻 き 取られ僅かに砂が付着 する。 見込みに淡い呉須で草花文が描く。

陶 器
甕 ( 1 37) 底部細片で底径21.4cmを復原する。 胎土に砂粒を多く含み内面には 自 然釉が被る。
石 製 品
ひ き 臼 (138) 石材は安 山岩で上部を欠損する。 小型の ひ き 臼と思われ、 すり面は摩 耗のため確認で き
ない。 底径は17.3cmを測る。
五輪塔 ( 139) 石材は凝灰岩製で風化した側面が僅かに残る。 器形から火輪の 一部と考えられる。
鉄 製 品
鎌 (140) 形状は現在の草刈り鎌と同様に弧状を呈し、 柄部は留め具が溶接されている。 重さは290.0g
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を 械 る 。
鉄釘 ( 1 4 1 ) 現存長8.0cm 、 最大幅0.5cm を 測 る 方柱形 を 呈す る 釘 で重 さ は 1 5 .9g を 麓 る 。
木 製 品
細材 ( 1 42 ) 現存長2 1 .95cm 、 最大幅0.95 cm 、 厚 さ 0.3cm を 測 る 。 材 質 は 不 明 で あ る が2 ヶ 所 に 金属 片 が埋
め 込 ま れ て い る 。
角 材 ( 143 ) 角 材 を 利 用 し た 部材 で 幅2.8cm X 厚 さ 3 .6cm を 測 る 。 上端面 に 切 断面 を 認 め 、 裏面 右 側 縁 は
面 取 り が施 さ れ る 。 中 央 に 縦3 .0 X 横 1 . 1 cm X 厚 さ 3 .2cm の ホ ゾ穴が穿J り 貰 か れ 、 左側 面 に は 金属 片 が打 ち
込 ま れ る 。 更 に 右側 面 に は 釘痕跡、 裏面 に は 幅0.6cm X 深 さ 0.5cm の 溝 が施 さ れ る 。 部材 に つ い て は 不 明 で
あ る が、 加工痕跡か ら 農 機具等 に 使 用 さ れ て い た 部材 で あ る 可 能性が想定 さ れ る 。
1 SD094 (Fig . 1 9 · 20 、 Pla.33 · 34)
土師器
大甕 ( 1 44) 口 縁部細片 で端部 は や や 肥厚 す る 。 口 縁 部 内 外面 は ヨ コ ナ デ、 体部 内外面 は 横方 向 の 刷 毛
目 調整 で あ る 。
白 磁
碗 ( 1 45 ) 底 部細 片 で 高 台端 部 を 僅 か に 欠損 す る 。 高 台 径 は 6.0cm と 思 わ れ 、 淡灰 白 色 の 素 地 に 淡灰 色
釉 を 高 台以外 に 施す 。
磁器

紅皿 ( 146) 口 径4.8cm 、 高 台 径 1 .6cm 、 器高 1 .8cm を 測 る 。 素地 は 明 白 色 を 呈 し 、 淡 白 緑色釉 を 内 面 及 び
口 縁端部 に 施釉 す る 。 外面 は 型押 し さ れ 貝 殻状 を 呈 す る 。
変形皿 ( 1 47) 輪花 を 呈す る 変形皿 で 内 面 は 花文状 に 施 さ れ る 。 明 茶 白 色 の 素地 に 内 面 は 瑠瑞釉 、 外面
に は 淡灰 白 色釉 を 施す 。 外面 に は呉須で唐草文が描 か れ る 。
染付
仏飯器 ( 1 48 · 1 49 ) 1 48 は 口 縁部細 片 で 口 径7.2cm を 復原 す る 。 明 白 色 の 素地 に 淡緑 白 色 釉 を 内 外面 に
施 し 、 内 面 に は呉須で文様 を 描 く 。 1 49 は 口 径7.2cm 、 高台径2.6cm 、 器高3.4cm を 測 る 。 淡灰 白 色 の 素 地 に
淡緑 白 色釉 を 施す 。 畳付 は 露胎 で砂 が厚 く 付着 す る 。
蓋 ( 1 50) つ ま み 径5 .2cm を 復原 す る 。 素 地 は 明 灰 白 色 を 呈 し 、 淡灰 白 色釉 を 内 外 面 に 施 す 。 全体 に 貫
入 が認め ら れ 、 暗青色の呉須で天井部 及 び内 面 に 文様が描 か れ る 。
碗 ( 1 5 1 � 1 55 ) 1 5 1 は 口 縁部細 片 で 明 灰 白 色 の 素地 に 暗青 白 色 釉 を 施 し 、 内外面 に 呉須 で 文様 を 描 く 。
1 52 は 高 台径4.0cm 、 1 53 は 口 径9.2cm 、 高 台径4.0cm 、 器高5 . 1 cm を 測 る 。 と も に 呉須で網 目 文 が描 か れ 、 明
灰 白 色 の 素地 に 淡青灰色釉 を 内 外面 に 施す 。 畳付 は 露胎 で あ る 。 1 52 は 高 台 内 に 渦文銘 を 施す 。 1 54 は ロ
縁部細 片 で 口 径 1 0.0cm を 復原 す る 。 暗茶灰色 の 素地 に 淡灰茶色釉 を 内 外面 に 施 す 。 1 55 は い わ ゆ る く ら わ
ん か碗で高台径4.0cm を 復原 す る 。 底 部 は 肥厚 し 、 外面 に 呉須 で文様が描 か れ る 。
陶 器

碗 ( 1 56 · 1 57 ) 1 56 · 1 57 は い わ ゆ る 腰折 れ碗で あ り 、 体部 か ら 口 縁部 に か け て 屈 曲 し た 器形 を 呈す る 。
1 56 は 口 径9.6cm 、 高 台径3.2cm 、 器高4.6cm 、 1 57 は 口 径9.8cm 、 高台径4.2cm 、 器高5 . 1 cm を 復 原 す る 。 何 れ も
内外面 に 施 釉 す る が高 台部 は 露胎 で あ る 。
火 入 ( 1 5 8 ) 高 台 径 1 0.0cm を 復原 し 、 胴 部 は 球形状 を 呈す る 。 銘 赤 茶色 の 素地 に 外面下位 は 鉄釉 、 外面
中 位 は 淡灰 白 色釉 及 び淡緑茶色釉が施 さ れ る 。
鉢 ( 1 59 · 1 60 ) 何 れ も 唐津系 と 思 わ れ る 。 1 59 は 口 縁部が玉縁状 を 呈 し 、 口 径23 .8cm を 復原 す る 。 素地
は 明 灰 茶 色 を 呈 す る 。 外面 は 白 色土 で 波状 に 文様が描 か れ る 。 1 60 は 底 径 8 .2cm を 復原 し 、 見 込 み に 胎 土
目 跡が認 め ら れ る 。 明赤茶色 の 素 地 に 内 面 に 暗緑茶色 釉 が施 さ れ る 。
す り 鉢 ( 1 6 1 ) 口 径3 1 .2cm 、 底径8.4cm 、 器高 1 2 .2cm を 復原 し 、 素 地 は 明 赤 茶 色 を 呈す る 。 外底 は 糸 切 り
で 内 外面 に 光沢の な い鉄釉 を 施す 。 す り 目 は 1 2本単位 で あ る 。
土 瓶 ( 1 62 ) 注 口 の 細 片 で先端部 は 僅 か に 欠損す る 。 注 口 部 内 径 は0.7cm を 測 り 、 胴 部側 に は 内 径0.6cm
前 後 の 穿孔が3 穴施 さ れ て い る 。 素地 は 明 赤 茶色 を 呈 し 、 濃黒茶色釉 を 外面 に 施す 。 胴 部 内 面側 に 釉 ダ レ
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が認 め ら れ る 。
瓦
平 瓦 ( 1 63 ) · 1 64) 1 63 は 暗灰黒色 を 呈 し 、 胎土 に 茶色粒子 ・ 微砂粒 • 金雲母 を 少量含 む 。 凹 凸 面 は エ
具 ナ デ、 側 面 は エ具 に よ る 面取 り が施 さ れ て お り 、 端部 に は 菊花 文 ス タ ン プ を 押 印 す る 。 1 64 は ほ ぼ直 角
に 屈 曲 す る タ イ プ で ど の 部 分 に 葺かれ て い た も のかは 不 明 で あ る 。 表面 は 淡 黒 灰 色 、 裏 面 は 暗 白 灰色 を
呈 し 、 表面 は エ具 ナ デ、 裏 面 は ナ デ を 施 す 。
丸瓦 ( 1 65 ) 胴 部 凹 面 に は 布 目 痕跡 が残 り 、 凹 面 側 縁 は ヘ ラ 切 り 、 側 面 ・ 凸 面 玉縁面 は 面取 り 、 胴部 凸
面 は エ 具 ナ デ を 施す 。 表面 は 淡黒 灰 色 を 呈す る 。
石器
砥石 ( 1 66 · 1 67 ) と も に 石材 は 砂 岩 製 で 1 66 は 1 53 .5g を 量 る 。 1 67 は 方柱状 を 呈 し 、 4面全て を 砥面 と し
て 利 用 す る 。 1 5 1 .7g を 量 る 。
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1 SD116 (Fig.2 1 、 Pla.34)
土師器
豆 皿 ( 168) 口径7.0cm、 底径5.2cm、 器高1.6cmを復原する。 外底糸切り、 内外面 ヨ コ ナ デである。
1 SD118 (Fig.21、 Pla.34)

陶 器
すり鉢 (169) 口 縁部細 片で D径32.0cmを復原する。 明 赤茶色の素地 に 口 縁部内外面に鉄釉を施し、 内
面には 口 縁部付近まで櫛目を施す。
1 SD 120 (Fig.21、 Pla.34 · 35)

土師器
面子 ( 170) 湾 曲の少 ない体部片を利用して 円形状に成型したもので外面には煤が付 着 する。 重さは
13.7gを量る。

磁器

仏飯器 (171) 口径4.8cmを復原する。 素地 は明茶 白 色を呈し、 明 緑 白 色釉を内外面に施す。

染付
碗 (172) 口縁部細片で明灰 白 色の素地 に明 青 白 色釉を施す。 呉須で外面に文様を描く。

陶 器
水注 (173) 口径9.4cmを復原する。 口 縁部は ラ ッパ状に外反し、 明 赤茶色の素地 に明緑茶色釉を施す。
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石製 品
ひき 臼 ( 1 74) 石材 は 凝灰 岩製 の 上 臼 で 表面 は 著 し く 摩耗 し て い る た め す り 目 は 認 め ら れ な い 。 最大径
30.6cm 、 器高7.8cm を 復 原 す る 。
1 SD 1 92 ( Fig . 2 1 、 Pla.3 5 )
瓦

平 瓦 ( 1 75 ) 凹 凸 面 は エ具 ナ デ、 側 面 及 び端 面 は 面取 り を 施 す 。 明黒灰色 を 呈 し 、 微砂粒 • 金雲母 を 多
く 含 む 。

土師器
土鈴 ( 1 76 ) 紐通 し 用 の 穿孔が残存 し た 土鈴 で 孔 内 径 は0.6cm 、 重 さ 4.4g を 計測 す る 。

井戸
1 SE 1 00 (Fig .22 、 Pla. 35 )

土師器
杯 ( 1 77 � 1 80) 口 径 1 1 .4 � 1 4 .0cm 、 底径7.0 � 9.0cm 、 器高2.7 � 3 .3 cm を 復原 す る 。 外底 は 糸 切 り 、 内外面
は ヨ コ ナ デで 体部から 口 縁部 にかけ て は 丸味 を 帯 び る 。 1 1 7 は 口 縁端部 及 び外面 に 煤が付 着 す る 。
す り 鉢 ( 1 8 1 · 1 82 ) 1 8 1 は 口 縁部細 片 で 内 面 に す り 目 が施 さ れ る 。 1 82 は 底 部 細 片 で 底 径 1 2 .0cm を 復原
す る 。 す り 目 は 6本単位 で放射状 に 施す 。
釜 ( 1 83 ) 口 径 1 7 .0cm を 復 原 し 口 縁部 は 直立 す る 。 肩 部 の 口 縁部 よ り に は 焼 成 前 に 施 さ れ た 方形状 の 穿
孔が認 め ら れ る 。

木 製 品
板材 ( 1 84 ) 厚 さ I mm の 細板材で2穴が並列 し て 上 下 に 穿 た れ て お り 、 計4 ヶ 所 の 穿孔 を 認 め る 。
1 SE 1 00第2層 (Fig.22 、 Pla.35 )

土師器
土 鍋 ( 1 85 ) 玉縁状 口 縁 を 呈 し 、 口 径43 .5cm を 測 る 。 口 縁部外面 は ヨ コ ナ デ、 内 面 は 横 方 向 の 細かい 刷
毛 目 、 体部外面上位 は 縦方 向 の 刷 毛 目 、 体部 中 位 は 刷 毛 目 後 ナ デ 、 体部下位 は 刷 毛 目 を 施 す 。 内 外 面 に
煤が付着 す る 。
1 SE 1 00第 3 - 8層 (Fig.22 、 Pla. 35 )

土師器
す り 鉢 ( 1 86) 口 縁部細 片 で 口 縁 部 内 外面 は ヨ コ ナ デ、 内 面 は 刷 毛 目 後す り 目 、 体部外面 は ナ デ を 施す 。
焼 成 後施 さ れ た 線刻 が認 め ら れ る 。
1 SE 1 00第9層 (Fig.22 、 Pla.35 )

土師器
杯 ( 1 87 ) 口 径 1 2 . 8 cm 、 底径7.6cm 、 器高2.35cm を 測 る 。 体部から 口 縁 部 にかけ て は 丸味 を 帯 び た 器形 を
呈 す る 。
火鉢 ( 1 88 ) 口 径27 .8cm を 復原 し 、 口 縁部 内 外面 は ヨ コ ナ デ、 体部 内 面 は 横 方 向 の 刷 毛 目 、 体部下位 は
ミ ガ キ ？ が施 さ れ る 。 内 面 に 煤 が付消す る 。
土 鍋 ( 1 89 ) 口 縁部細 片 で 玉縁状 を 呈 す る 。 内 面 は 刷 毛 目 、 口 縁部外面 は ヨ コ ナ デ、 体部外面 は ナ デで
あ る 。

瓦質土器
茶釜 ( 1 90 � 1 92)  I 90 は 口 縁部 細 片 で 口 径 1 5 .0cm を 復 原 す る 。 口 縁端部 は 直立 させ、 肩 部 の 口 縁部 よ り
に 内 径0.6cm の 穿孔 を 2 ヶ 所 に 施 し 、 そ の 下位 に は ス タ ン プが押 印 さ れ る 。 1 9 1 は 肩 部 の 細 片 で肩 部 に 方形
状 の 穿孔が施 さ れ る 。 そ の 下位 に は 焼 成 後 に 施 さ れ た 線刻 が認 め ら れ る 。 1 92 は 胴 部 細 片 で鍔部径 は 28 .0
cm 、 胴部径 は 23 .0cm を 復 原 す る 。 内外面 に 煤 が付着 す る 。
1 SE 1 1 0  (Fig .23 � 25 、 Pla.36 � 3 8 )

土 師 器
小 皿 ( 1 93 � 20 1 ) 口 径6.4 � 9.0cm 、 底径3.8 � 6.0cm 、 器高 u � 2.2cm を 測 る 。 何 れ も 外底 は 糸 切 り 、 内 外
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面 ヨ コ ナ デであり、 体部から口縁部にかけてはやや丸味を帯びた立ち上がりである。
杯 (202�2 19) 口径1 1.o� 13.0cm、 底径6.6�9.0cm、 器高2.2�3.3cmを測る。 器形別では殆どが底部から
口縁部にかけてやや内湾 気味に立ち上がるが、 2 14は底部から体部にかけて外方へ立ち上 げ、 口縁端部付
近で更に外反させた タ イ プである。 調整は主に口縁部及び体部内外面は ヨ コ ナ デ、 見込みは ナ デ、 外底
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は 糸 切 り で あ る 。 207 · 209 · 2 1 8 は 煤が
付 着 す る 。
鉢 ( 220) 底 部細 片 で 底 径 1 1 .0crn を 復
原 す る 。 外 底 は 板状 圧 痕 が残 り 、 内 面
底 部 と 体部 境 界 に は 指頭 痕 が認 め ら れ
る 。 体部外面 は ヨ コ ナ デ。
す り 鉢 (223 � 22s ) 223 は 口 径3 1 .6cm
を 復原 し 、 内 面 に 5 本単位 の す り 目 が認
め ら れ る 。 224 は 底 部 細 片 で 1 3 .4cm を 復
原 す る 。 6 本 単 位 の す り 目 を 施 す 。 225
は 片 口 す り 鉢 で 内 面 に す り 目 が施 さ れ
る 。 口 縁 部 細 片 で 口 径 3 1 .4 cm を 復 原 す
る 。
茶 釜 (226 � 230) 226 は 口 径 1 3 . 2 cm を
復 原 す る 。 肩 部 に 内 径0.6cm の 穿孔 が施
さ れ 、 格子状 の ス タ ン プ が 1 セ ッ ト 3 つ
で 押 印 さ れ る 。 227 は 胴 部 が球状 を 呈す
る 茶 釜 で 口 縁 部 は ほ ぼ直 立 す る 。 口 径
1 4.0cm 、 鍔 部 径29.0cm 、 胴 部径23 .0cm を
復 原 し 、 肩 部 に は 方 形状 の 穿 孔 が施 さ
れ る 。 更 に 大 小 の 菊 花 文 ス タ ン プ が押
印 さ れ る 。 228 は 胴部 が箱 形 を 呈 す る 茶
釜 で 、 口 縁 部 は ほ ぼ直 立 す る 。 肩 部 に

o 把 手 が貼付 け ら れ て お り 、 内 径0.5cm の
穿孔 を 施 す 。 更 に 「住」 文 字 が線刻 さ
れ て お り 、 口 径 1 5 . 8 cm を 復 原 す る 。 229
は 肩 部細 片 で 口縁部 と 肩 部境 界 に は 2条
の 沈 線 が施 さ れ る 。 更 に 花 文 の ス タ ン
プ が 1 セ ッ ト 3 つ で押 印 さ れ る 。 230 は 胴

1 0an 
部 細 片 で 鍔 部径30.0cm 、 胴 部径24.0cm を
復 原 し 、 胴 部 は ほ ぼ 球 形 状 を 呈 す る 。
肩 部 に 菊 花 文 の ス タ ン プ が押 印 さ れ 、
把 手 が貼 り 付 け ら れ た 痕 跡 が認 め ら れ
る 。 更 に 鍔 直 上 に は 内 外 面 か ら 焼 成 後
穿 た れ た 痕 跡 を 認 め る が定 か で は な い
の で 図 示 は 省 略 し た 。
土 鍋 (232 · 23 3 ) と も に 口 縁 部 は 玉
縁状 を 呈 す る 。 23 2 は 口 径2 7 . 6 cm 、 233
は 3 8 . 7 cm を 復 原 す る 。 232 の 外面 に は 煤
が付着 す る 。
瓦質土器
す り 鉢 ( 2 2 1 · 222 · 234) 22 1 は 口 径
27 . 2 cm を 復 原 す る 。 内 面 に す り 目 、 ロ
縁部付近 に 内 径0.7cm を 測 る 穿孔が施 さ
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れる。 穿孔は焼成後内外面から穿たれる。 222は同一個体を図面上で復原したもので、 口径30.0cm、 底径
11.0cm、 器高 13.0cmを復原する。 すり目は放射状に施されており、 単位は6本である。 234は底部細 片で底
径10.0cmを復原する。 体部はやや内湾気味に立ち上がり、 内面には放射状に5本単位のすり目が施される。
茶 釜 (23 1) 鍔部径30.0cm、 胴部径25.0cmを復原し、 胴部は球形状を呈するものと思 われる。
火舎 (235) 底部細 片で底径13.6cmを復原する。 体部はバ ケ ツ型を呈 するものと思 われ、 外面は粗い縦
方向の刷 毛目、 内面は ヨ コ ナ デの調整が施される。 外面に煤が付着 する。

磁器
碗 (236) 高台径4.0cmを測る。 淡茶灰色の素地 に明 緑 白 色釉を内面及び体部外面 に施し、 高台部は露
胎を呈する。 全体に貫 入が認められる。

石 製 品
ひ き 臼 (237�240) 237は安山岩製の上臼で最大径30.0cm、 器高8.1cmを復原する。 著しく摩耗しており、
すり面は不明である。 238は砂岩 製の上臼で最大径31.0cm、 器高8.0cmを復原する。 すり面中心部に径3.0
cm前後の軸穴が施され、 中心からやや離れた部分 に方形状の供給口を貫通させる。 すり面は著しく摩耗
して不明である。 239は安山岩製の上 臼で最大径30.0cm、 器高8.1cmを復原する。 すり面は摩耗のため不明。
240は砂岩製の下臼で最大径30.6cm、 器高8.6cmを復原する。 すり面は摩耗のため不明であり、 材質及び大
き さから238と セ ットで使用されていた可 能性がある。
1 SE 140 (Fig.26、 Pla.39)

土師器
杯 (24 1· 242) 24 1は底部細 片で底径7.6cmを測る。 外底糸 切り、 内外面は ヨ コ ナ デ調整である。 242は
口径12.0cm、 底径8.0cm、 器高3.3cmを復原する。 外底は糸 切りで内外面は ヨ コ ナ デ、 口縁部内外面に湘煙
痕を認める ことから灯明 皿として使用されていた可能性が考えられる。
土鍋 (243) 口縁部細 片で玉縁状を呈する。

木 製 品
杭木 (244) 長さ3 1.9cm、 径3.7cm前後を測り、 先端部及び上端部は片 側から切り落とされる。 自 然木を
利用したものと思 われ、 木材は不明である。
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土坑

1 SKO 1 0 (Fig.27、 Pla.39)

染付
皿 (245) 輪花皿で口径 14.0cm、 高台径5.4cm、 器高3.55cmを復原する。 明 白 色の素地 に淡青 白 色釉を畳
付以外の内外面に施す。 畳 付には砂が厚く付着 し、 内面には呉須で花文を描く。

陶 器
皿 (246) 底部細 片で高台 径7.0cmを測る。 淡黄灰色の素地 に内面 は 濃青緑色釉、 外面 は高台内以外に

＼ 

0 1 0an 
� ( 1 /6) 

O 1 Qan 
( 1 /3 )  

、‘、‘

249 ( 1 /3 )  

�〗
� �  

口
250 ( 1/6)  

Fig .27 1SK010 出土遺物実測図(1/3 · 1/6)
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淡灰色釉を施釉し、 見込みは蛇の目状に釉が掻 き 取られる。 畳付の一部に砂目跡が認める。 武雄系か ？
鉢 (247) 高 台径5.2cmを測る。 高 台以外の内外面に鉄泥釉を施すが、 体部外面下位で釉 ダレ が認めら
れる。
すり鉢 (248) 底径11.3cmを測る。 外底は糸 切りで、 11本単位のすり目を放射状に施す。 外底及び見込
みには胎土目跡が6 ヶ 所で確認される。

石 製 品
不明 (249) 石材は軽石で中心部に深さ 1.0cmの穿孔が施される。 最大径7.0cm、 高さ2.9cm、 重さ28.4gを
計測する。
ひ き 臼 (250) 安 山岩 製の上臼で最大径29.4cm、 器高9.0cmを測る。 完形で中心部に内径2.0cmの穿孔が
施される。 すり面は7本単位のすり目が施される。
1 SKO 1 5 (Fig.28、 Pla.39)

土師器
大甕 (251) 口径50.0cm、 底径38.0cm、 器高106.0cmを復原する。 口縁部内外面は ヨ コ ナ デ、 体部及び底
部はナ デが施される。
平瓦 (252 · 253) 252は端部断面形は肥厚した三角状を呈し、 端部内外面は ヨ コ ナ デ、 凹 面はエ 具 ナ デ、
凸面は ナ デを施す。 凸面は暗灰茶色、 凹面は淡黒灰色を呈 する。 い わ ゆる甕の製作法と類似する点が多
く、 側面は切断後工具にて面取りが施されている。 甕製作技法を用いて瓦を製作した可能性が強い。 253
は凹面ナ デ、 凸面刷 毛目、 側面はヘ ラ 切り、 凸面側 縁は面取りが施される。

瓦
平瓦 (254) のし瓦と思 われ、 表面は暗黒灰色、 芯は淡灰 白 色を呈する。 凹 凸面はナ デ、 側面及び端面
は丁寧に面取りが施されている。

石器
砥石 (255) 石材は砂岩 製で方柱状を呈 する。 4面全てを砥面として利用し、 細か な線刻が観察で き る
ことから金属を使用した可能性が考えられる。 重さは347.0gを量る。
1 SK020 (Fig.29、 Pla.39 · 40)

土師器
大甕 (256 · 257) ともに口縁部に粘土を貼り付けて肥厚させたもので、 口縁部内外面は ヨ コ ナ デ調整
を施す。 先述した251の器形を呈すると思 われる。

瓦質土器
風炉 (258) 焼成前 に 穿たれた内径0.6cmの穿孔を口縁部付近に認める。 口縁端部はヘ ラ ナ デ、 内面は
刷 毛目及びエ具 ナ デ、 外面は刷 毛目を施す。

土師器
平瓦 (259) 凹面は刷 毛目及び ナ デ、 凸面は刷 毛目、 側面は凸面から切り込みを施して切断した後、 ヘ

ラ ナ デ及び面取りを施す。
瓦

丸瓦 (260) 凸面は ナ デ、 凹 面は布目痕が残り、 胴部凹面側 縁はヘ ラ 切り、 側面は面取りを施す。

銅 製 品
銅 銭 (261) 寛永通密で「賓」 文字の貝 が「ハ」 字状を呈する ことから新式 タ イ プである可 能性が考え
られる。 重さは1.8gを墨る。

木 製 品
細材 (262) 上端部を欠損する。 現存長6.2cm、 厚さ0.3cmを測る。
1 SK022 (Fig.29、 Pla.40)

土師器
小皿 (263) 口径9.2cm、 底径5.0cm、 器高2.0cmを復原する。 口縁部 に油煙痕を認め、 灯明 皿の使用が考
えられる。
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1 SK025 (Fig.30、 Pla.40)
土師器
大甕 (264) 口径4 1.0cmを復原 する。 口縁部は内面に突 出させた も ので口縁部内外面は ヨ コ ナ デ、 体部
内外面はナ デの調整を施す。

磁器
蓋 (265) つまみ径4.0cm、 口径 10.0cm、 器高3.0cmを復原 する。 暗灰 白 色の素地 に端茶灰色釉を内外面
に施す。 つまみ 端部は露胎で全体に貫入が認められる。

銅 製 品
銅 銭 (266) 完形の寛永通賓で「賓」 文字の貝が「ハ」 字状を呈 する新式 タ イ プで裏面には 「文」 文字

が施される。 重さは4. lg。
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1 SK025第 VI 層 (Fig .30 、 Pla.40)
磁器
碗 (267 ) 高 台径3 .2cm を 測 り 、 明 白 茶色 の 素 地 に 淡乳青色釉 を 高 台以外 に 施釉 す る 。 色絵付碗 で 関 西
系 と 思 わ れ る 。
陶 器
土瓶 (268 ) 口 径9.0cm 、 底 径6.3cm 、 器高9.5cm を 復 原 す る 。 肩 部 に 把手が貼付 さ れ 、 底部 及 び体部外面
以外 に 明灰緑色釉 を か け る 。 内外面 に煤が付着 し 、 二次焼成 を 受 け た も の と 思 わ れ る 。
銅 製 品
皿 (269) 口 径5 .0cm 、 底径3 .6cm 、 器高 1 .0cm を 復 原 し 、 重 さ は 1 4.4g を 麓 る 。 天秤皿 か。
1 SK025第 VII 層 (Fig.30 、 Pla.40 · 4 1 )
土師器
不 明 (270) 口 縁部 内 面 に 貼付突帯 を 施す 。 淡茶 白 色 を 呈 し 、 口 縁部 内 外面 は ヨ コ ナ デ、 体部 内外面 は
ナ デ調整 を 施す 。
甕 (27 1 ) 口縁端部 で 断面形 は 台形状 を 呈す る 。
大 甕 (272 · 27 3 ) 272 は 口 縁端部 に 粘土 を 貼付 し 肥厚 さ せ る 。 先 述 し た 25 1 の 器形 を 呈 す る と 思 わ れ 、
273 の 口 縁 部 で あ る 可能性があ る 。 273 は 底 径38 .4cm を 復 原 す る 。 体部 内 面 は ヨ コ ナ デ、 外面 は エ具 ナ デ、
底 部 内 面 は ナ デ、 外面 は 刷 毛 目 調整 を 施す 。
磁器
碗 (274) 口 径9.8cm 、 高 台径3.2cm 、 器高5 .3 cm を 測 る 。 淡茶 白 色 の 素地 に 淡 白 黄色 釉 を 高 台以外 に 施釉
し 、 全体 に 細 か な 貰入 を 認 め る 。 色絵付碗で 関 西 系 と 思 わ れ る 。
瓦

平瓦 (275 ) 凹 凸 面 は ナ デ、 側 面 は 凸 面 か ら 切 り 込み を 施 し て 切 断 し た 後 、 面取 り を 施す 。
石 製 品
硯 (276) 両端部 を 欠損 し た硯面部細片 で 幅 は 7.5cm 、 高 さ は 1 .7cm 、 硯面 の 幅 は6.0cm 、 深 さ は0.2cm前後
を 測 る 。
1 SK028 (Fig .3 1 、 Pla.4 1 )
土師器
す り 鉢 (277) 淡茶 白 色 を 呈 し 、 内 面 に 太 め の す り 目 を 施す 。 口 縁部 内 外面 は ヨ コ ナ デ、 体部外面 は 指
押 さ え 、 体部 内 面 は 刷 毛 目 を 施 す 。
土鈴 (278 ) 淡乳茶色 を 呈す る つ ま み 部 の 細 片 で紐通 し 用 に 穿 た れ た 穿孔が僅 か に 残 る 。
陶 器
す り 鉢 (279) 仁！ 縁部 は 玉縁状 を 呈 し 、 D 径26.2cm 、 底 径9 .3 cm 、 器高9.5 cm を 復原 す る 。 外底 は 糸 切 り
で 、 口 縁部 に 鉄釉 を 施す 際 に で き る 指頭圧痕が外底 に 観察 さ れ る 。 内 面 に は 1 0本単位 の す り 目 が施 さ れ
る 。
1 SK030 (Fig .3 1 、 Pla.4 1 )
磁器
鉢 (280) 輪花鉢で 口 径20.5cm を 復原 す る 。 淡灰 白 色 の 素地 に 暗灰 白 色釉 を 内外面 に 施 す 。
1 SK049 (Fig .3 1 、 Pla.4 1 )
土師器
小皿 (28 1 ) 口 径7 .6cm 、 底 径4.9cm 、 器高 1 .7cm を 復 原 す る 。 外底 糸 切 り 、 内外面 は ヨ コ ナ デ調 整 で 明 黄
茶色 を 呈す る 。
染付
碗 (282) 口 縁部細 片 で 明 茶 白 色 の 素地 に 淡 白 色釉 を 内外面 に 施 す 。 外面 に は呉須で文様が描 か れ る 。
石器
砥石 (283 ) 石材 は 泥岩製 と 思 わ れ 、 表面 及 び側 面 を 砥面 と し て 使 用 し て い る 。 重 さ は 1 0.0g。

-44-



|5寸ー

(
C
A)
 
図
粟
撒i
蕊
懲
廿
丑
99
0
·

s;
9
0.
6
寸o·
os
o•
 ei
o>1
s
 L

 

L
£"
6!
.:J
 

6
N
 

0
 6
2
 

ヽ

胄：二

19

50
 

゜N
/

 
9
9
0
>1
S
L
 

L
8
�

、
い＼

 

恩
0ー
◎

: i 恩

／

こ

)' fJ) l 

寸
8
G

＼
 

S
9
0
�
S
 

o
c
o
ヱ
S
L

-�-

:

隠

＇

8
卜
N

`
1

三
誓

〗
い

8
�
 

6
寸
O
ヱ
S
L

｀
菜
全
蘊
翠
漑
奴
や
熙
喋り二
国1
Gd

°

恰輿

論
苓
包
如
要

雷
率
恣

r

⇒
咄
如
叫
m
哀
恣

。
心

拾座
悪

誓o·
vr

胃
ゃ
圭
起
婢e
ャ｛
詈

醤言

(Loot)

芦I

L}
殺

。

写EK
袋
心
S
翌咲

臨云
函
蓋

。
心
益

叫ぶ
囮
様
疵
奎
竺
国1
ごl

迫
迭

辿紺
f

二翌
芯
4｛
詈
塁
o

(
9
8
Z:)

�

ぷ
ヤ

翠谷翠
咲り

「5己国1
ご
活
墜
O

，
⇒
咄
如
5
裾
索
洛

°

益輿
如
皿
0

丑忍
H

四蘊
G9

日l

択
翠
竺
国
区
塁｝

，
，止

4さ
瞑
蕊
塁｝

，
ヽ4
4
n
m
竺
腟
苓
冥

翠函言

(Soot)
共
畑

0

恰

°
几
4,
n
m
サ一
四1
苓
包

，
0
g一
采
虚
苓

°
心、
袋

恩
熙

詈
互
腟
包

，
⇒
咄
如
邑

巳

祖

昌
゜

ご底

恩

喜

塁

goo ．

品涵

亘:ig·
L
I}
□

（
寸oot)

旱一ヽ
甜
器
廿

(

I

寸
B

[
d

,
l
C
ふf

KI

)

S
9
0>1
S
 L

 



銅 製 品
銅 銭 (288) 新寛永通賓 で 裏面 に 「文」 文字が施 さ れ る 。 重 さ は 3 .2g。
1 SK066 (Fig . 3 1 、 Pla.42)

瓦質土器
風炉 (289)
印 さ れ る 。

陶 器
碗 (290) 底 部細 片 で 高 台径5 .4cm を 測 る 。 明 茶 白 色 の 素 地 に 淡 白 黄 茶 色 釉 を 内 外 面 に 施釉 し 、 畳 付 に 3
ヶ 所 の 砂 目 痕跡が残 る 。 全体 に 貫 入 を 認 め る 。

木 器
柱 (29 1 ) 現存長22.9cm 、 径9.0cm を 測 る 。 芯 は 既 に 腐 食 し て お り 、 表 面 の 加工痕跡 は 認 め ら れ な い 。
1 SK068 (Fig . 32 、 Pla.42 )

土師器
小 皿 (292) 口 径9.0cm 、 底 径5 .0cm 、 器高2.3cm を 復 原 す る 。 摩 耗 の た め 調 整不 明 で あ る が内 面 は ヨ コ ナ
デ調 整が僅 か に 認 め ら れ る 。 明 乳燈 色 を 呈 す る 。
甕 (293 ) 口 縁部細 片 で 断 面形 は 台形状 を 呈す る 。 今 回 は 甕 と し た が平瓦 に な る 可能性 も あ る 。
陶 器
合本 ( 294) 
に 施 す 。
瓦

丸 瓦 (295 · 296 )
を 施す 。

口 縁 部細 片 で 口 縁部外面 に 2条 の 貼付 突 帯 が施 さ れ る 。 突帯 間 に は 「 OO 」 の ス タ ン プが押

口 縁 部細 片 で 玉縁状 を 呈 す る 。 口 径29.6cm を 復原 し 、 濃赤黒色 の 素地 に 鉄釉 を 口 縁部 内 外面

と も に 凹 面 に 布 目 痕 を 認 め 、 凸 面 は ナ デ、 胴 部 凹 面 側 縁 は ヘ ラ 切 り 、 側 面 は 面 取 り
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木 製 品

板材 (297 · 298 ) と も に 厚 さ 1 .0cm 前 後 の 板材 で 8 .0cm弱 の 長 さ に 合 わ せ て 切 断 さ れ て い る よ う で あ る 。

双方 の 材 質 は 不 明 で あ る が類似す る 。

1 SK070 (Fig .32 、 Pla.42 )

染付

碗 (299) 底部細 片 で 明 灰 白 色 の 素 地 に 明 白 色 釉 を 内 外面 に 施釉 す る 。 畳付 は 露 胎 で 内 面 に 呉 須 で 花文

が描 か れ る 。

木 製 品

角 材 ( 300 ) 現存長 1 3 .6cm 、 幅2 . 8 cm 、 厚 さ 2.0cm を 測 る 角 材 で 中 央部 に 内 径0.5cm の 穿孔が認 め ら れ る 。

側 面 で は 大 き く 扶 り 取 ら れ た 痕跡 を 認 め る が腐 食 の た め 詳細 不 明 で あ る 。

1 SK077 ( Fig .33 、 Pla.42 · 43 )

土師器

杯 ( 30 1 ) 淡赤 白 色 を 呈 し 、 口 径 1 2 .2cm 、 底径8 .0cm 、 器高2 .8 cm を 復 原 す る 。 外底 糸 切 り 、 内 外面 は ヨ

コ ナ デ調 整 を 施す 。

鉢 ( 302) 淡灰茶色 を 呈 し 、 口 縁 部 内 外面 は ヨ コ ナ デ、 体部 内 外面 は ナ デ を 施す 。

火鉢 ( 303 ) 口 縁部細 片 で 淡茶灰色 を 呈 し 、 内 面 に 張 り 出 し た 突帯 を 施す 。 口 縁端部 に は 煤 が付 着 す る 。

瓦質土器

釜 (304) 口 縁部 と 肩 部境 界 は 屈 折 し 、 端部 は 外面 に 張 り 出 し た 突帯 を 施す 。 色調 は 暗黒灰色 を 呈す る 。

瓦

軒平瓦 (305 ) 軒平瓦右辺部 の 細 片 と 思 わ れ 、 軒面 に 唐草文が配 さ れ て い る 。

1 SK084 (Fig .33 、 Pla.43 )

瓦

平 瓦 ( 306) 凹 凸 面 は ナ デ、 側 面 は エ具 ナ デ と 思 わ れ る 。

1 SK  1 1  3 ( Fig .33 、 Pla.43 )

染 付

碗 ( 307 ) く ら わ ん か碗底部細 片 で 高 台径3 .4cm を 測 る 。 暗 白 灰 色 の 素 地 に 淡青灰色釉 を 内 外面 に 施す 。

畳付 は 露胎 で あ る 。

1 SK  1 94 (Fig . 33 、 Pla.43 )

染付

碗 ( 308 ) 高 台 部 を 欠損す る 。 口 径 1 2.0cm を 復 原 し 、 明 灰 白 色 の 素 地 に 青 み がか っ た 透 明 釉 を 施す 。 全

体 に 貰 入が見 ら れ 、 高 台 内 に 「 大 明 口 」 銘 が認 め ら れ る 。

1 SK202 (Fig .33 、 Pla.43 )

土師器

土鍋 ( 309 ) 309 は 玉縁状 を 呈 し た 土 鍋 で 銘 茶燈色 を 呈 す る 。 3 1 0 は 銘 茶褐 色 を 呈 し 、 内 面 は 刷 毛 目 、 外

面 は 刷 毛 目 及 びナ デ、 口 縁 部 内 外面 は ヨ コ ナ デが認 め ら れ る 。 瓦 質 土 器 の 可 能性 も あ る 。

不 明 ( 3 1 4 · 3 1 5 ) と も に 凹 凸 面 は 粗 い 刷 毛 目 、 側 面 は ヨ コ ナ デ を 施 す 。 表面 は 淡黒 茶 色 、 芯 は 淡茶 黄

色 を 呈 し 、 胎 土 は 微砂粒 、 雲 母 を 多 く 含 み 焼 成 は 良好 で あ る 。 不 明 遺物 と し た が土 管或 い は 丸瓦 の 可 能

性 も あ る 。

磁器

皿 (3 1 1 ) 口 縁部細片 で 口 径 1 2 .0cm を 復原 す る 。 明 白 灰色 の 素 地 に 明 緑灰色釉 を 内 外面 に 施釉 す る 。

陶 器

碗 (3 1 2 ) 精選 さ れ た 胎土 を 呈 し 、 素 地 は 淡茶灰色 、 釉 は 明 黒 茶 色 を 呈 す る 。 内外面 に 施釉 さ れ 、 口 径

7.8cm を 復原 す る 。

鉢 (3 1 3 ) 口 縁部細 片 で 内 面 に は 刷 毛 に よ る 波状文が描 か れ る 。 唐 津 系 。
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1 SK2 1 1 (Fig .34 、 Pla.43 )

土師器

皿 ( 3 1 6 ) 口 径 1 3 .0cm 、 底径7 .9cm 、 器高2.35cm を 復 原 す る 。 外底 は 糸 切 り 、 内 外面 は ヨ コ ナ デ の 調 整 を

施 し 、 口 縁 部 内 目 に ば煤 が厚 く 付着 す る 。

白 磁

碗 (3 1 7 ) 高 台 径5 . 1 cm を 測 る 。 淡灰 白 色 の 素 地 に 淡青 白 色 釉 を 高 台以外 に 施釉 す る 。 太宰 府 X I 類。

龍泉窯系青磁

碗 (3 1 8 ) 高 台径5.3cm を 測 り 、 外面 に 連弁 が施 さ れ る 。 太宰府 II a類 。

1 SK2 1 5 (Fig.34 、 Pla.43 · 44)

土師器

不 明 ( 3 1 9 � 3 2 1 ) 何 れ も 凹 凸 面 は 粗 い 刷 毛 目 、 側 面 は ヨ コ ナ デ を 施 す 。 表面 は 淡黒 茶 色 、 芯 は 淡茶 黄

色 を 呈 し 、 胎土 は 微砂粒 、 雲 母 を 多 く 含 み 焼 成 は 良好で あ る 。 不 明 遺物 と し た が土 管或 い は 丸 瓦 の 可 能

性 も あ る 。

1 SK2 1 8  (Fig .34 、 Pla.44)

土師器

土鈴 (323) 土鈴 に 用 い ら れ て い た 土 製玉 と 思 わ れ る 。 径 は 1 . 1 5 cm 、 重 さ は 1 .5g を 計測 す る 。

瓦質土器

鉢 (322) 口 縁部外面 及 び内 面 は ヨ コ ナ デ、 体部外面 は 刷 毛 目 を 施 す 。 外面 に 煤が付着 す る 。

陶 器
鉢 (324) 高 台 部細 片 で 高 台径8.0cm を 復 原 す る 。 高 台部 は 鉄釉 、 見込み に は 暗黒緑色釉が施 さ れ る 。

ピ ッ ト

1 SP002 (Fig .35 、 Pla.44)

土師器

小 皿 ( 325 · 326) 325 は 口 縁部 細 片 で 淡乳茶色 を 呈 す る 。 口 縁部 に 炭化物 が付 着 す る 。 326 は 底 部 細 片

で底径7.0cm を 復原 す る 。 淡乳茶色 を 呈 し 、 調 整 は 摩耗 の た め 不 明 。

瓦質土器

風炉 ( 327 ) 外面 に 1 条 の 貼 付 突帯 を 施 し 、 上部 に 刺 突 文 、 下部 に 菊 花文 を 施 す 。 内 面 は 斜 め 方 向 の 刷

毛 目 を 認 め る 。

染付

碗 ( 328) 底部片 で 高 台径4.8cm を 復原 す る 。 明 灰 白 色 の 素 地 に 明 青 白 色釉 を 内外面 に 施釉 す る 。

1 SP009 (Fig .35 、 Pla.44)

鉄 製 品

不 明 (329) 最大径2.7cm 、 重 さ 5 .9g を 計測 す る 。 中 央部 に 内 径0.2cm の 穿孔 を 認 め る 。

1 SPO 1 4  (Fig .35 、 Pla.44)

染付

碗 (330) く ら わ ん か碗 で 明 白 色 の 素 地 に 淡灰 白 色釉 を 内外面 に 施す 。

1 SPO 1 7 (Fig .35 、 Pla.44)

染付

碗 ( 33 1 ) 高 台 径4.6cm を 復 原 し 、 明 灰 白 色 の 素 地 に 暗灰 白 色 釉 を 施 す 。 見 込 み に コ ン ニ ャ ク 印 判 に よ

る 五弁花文が施 さ れ る 。

石器

砥石 (332 ) 石材 は 砂岩 製 又 は 泥岩 製 で あ る 。 表裏面 ・ 右側 面 ・ 下端面 の 3 面 を 砥面 と し て 利 用 し 、 細

か な 線刻 が観察 で き る こ と か ら 金属 を 使用 し た 可 能性が考 え ら れ る 。 重 さ は 570.0g を 量 る 。

1 SPO 1 9 ( Fig .38 、 Pla.48 )

木 器

柱 (388 ) 長 さ 30.7cm 、 最大径 1 4. 1 cm を 測 る 。 芯 は 既 に 腐 食 し て お り 表面 の 加工痕跡 は 認 め ら れ な い 。
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1 SP024 (Fig.35、 Pla.44 · 45)

土師器
杯 (333) 口径 1 1.6cm、 底径7.0cm、 器高2.5cmを復原 する。 明茶 白 色を呈 し 、 外底は糸 切り、 内外面は
ョ コ ナ デを施す。
土鍋 (334) 口 縁部細 片で内外面は ヨ コ ナ デ。 外面に煤が付着 する。

石器
柱状片刃石斧 (335) 長さ3.20cm、 幅 1. 15cm、 厚さ0.45cm、 重さ3.7gを計測する。 泥岩製の完形品である。

1 SP026 (Fig.35、 Pla.44)

土師器
土鍋 (336) 口縁端部は折り返 した玉縁状口縁を呈 し 、 口縁部内外面は ヨ コ ナ デ、 体部内面は刷 毛 目 、
体部外面はナ デを施す。 外面には煤が付着 する。
1 SP027 (Fig.35、 Pla.45)

土師器
平瓦 (337) 凹面はナ デ、 凸面はエ具 ナ デを施 し 、 側面は凸面から切り込みを入れた後側面中央までヘ
ラ 切りを施 し 破断する。 切り離 し後粗い面取りを施す。 色調は明 乳燈色を呈する。
1SP041 (Fig.35、 Pla.45)

土師器
小皿 (338 · 339) 338は端乳橙色を底部細 片で底径6.0cmを復原する。 339は端灰茶色を呈する。 ともに
外底糸 切り、 内外面は ヨ コ ナ デを施す。
碁石 (340) 濃黒灰色を呈 し 、 径2.0cm、 重さ3.4gを計測する。 焼成後上下部に穿孔が施される。

石器
砥石 (34 1) 石材は天草産砂岩 製で方柱形を呈する。 表面 l面を砥面と し て利用する。 重さは305.0gを
最る。
1 SP043 (Fig.35、 Pla.45)

土師器
小皿 (342) 淡 白 橙色を呈 し、 口径9.0cm、 底径5.7cm、 器高 1.7cmを復原する。 外底糸 切り、 内外面は ヨ
コ ナ デを施 し、 内面に油煙痕が認められる。 灯 明 皿と しての使用が考えられる。
1 SP044 (Fig.35、 Pla.45)

土師器
小皿 (343)
土鍋 (344)

青磁

淡灰茶色を呈 し、 口径9.6cmを復原する。 内外面は ヨ コ ナ デで湘煙痕が認められる。
玉縁状を呈 し た 口 縁部細 片で外面には煤が付着 する。

杯 (345) 口 縁部は緩やかに開 き 、 口径は 1 1.6cmを復原する。 淡灰 白 色の素地 に淡灰緑色釉を内外面に
施釉 する。
1 SP047 (Fig.35、 Pla.45)

土師器
土鍋 (346) ややくずれた玉縁状を呈 し た口縁部細 片で端部は ヨ コ ナ デ、 内面は刷 毛 目 、 口縁部外面下
位は刷 毛目及び ナ デである。
1 SP048 (Fig.35、 Pla.45 · 46)

土師器
不明土製品 (347) 淡 白茶色を呈 し、 胎土に茶色粒子、 金雲母を含 む。 重さは27. lg。

瓦質土器
面子 (348 · 349) ともに土器破片を利用 した二次加工 品で周 囲を細かく打ち掻いて 円形状に仕上 げて
いる。 348は径4. 1cm、 器厚 1.0cm、 重さ21 .6g、 349は径4.3cm、 器厚 1.0cm、 重さ 18.0gを計測する。
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石製 品
不 明 ( 350) 安 山 岩製 で加工面 が僅かに 残 る 。 五輪塔 の 一 部 で あ る 可 能性 も あ る 。

銅 製 品
銅 銭 ( 35 1 ) 完形の新寛永通費で裏面 に は 「文」 文字が施 さ れ る 。 重 さ は 3 .5g。
1 SP05 1 (Fig .36 、 Pla.45 · 46)

染付
碗 ( 352 ) 高 台 径4.8cm を 測 る 。 灰 白 色 の 素 地 に 淡青 白 色 釉 を 施釉 す る が 、 畳 付 は 露胎 で あ る 。 見 込み

に 呉 須 で 花 文 が施 さ れ る 。

数珠
玉 (353 ) 径0.7cm 、 厚 さ 0.5cm 、 内孔径0.2cm 、 重 さ 0.4g を 計測 す る 。

銅 製 品
煙管 (354) 吸 口 部 で 中 央 は 折 れ 曲 が る 。 重 さ は4.6g を 量 る 。
1 SP053 (Fig .36 、 Pla.46)

陶 器
す り 鉢 (355 ) D 縁部 細 片 で 口 径30.0cm を 復原 す る 。 D 縁部 内 面 付 近まで 1 6本単位 の す り 目 を 施 し 、 内
面 及 び 口 縁部外面まで鉄釉 を 施す 。 休部外面 は 露胎 で あ る 。
1 SP058 (Fig .36 、 Pla.46)

土師器
土 鈴 (356) 土鈴 に 用いら れ た 玉 で 径 は 1 .2cm 、 重 さ 1 .6g を 計測 す る 。

石 製 品
碁石 (357)
面子 (358 )

石材 は 片 岩製 で径2. 1 cm 、 厚 さ 0.6cm 、 重 さ 4.3g を 計測 す る 。
石材 は 片 岩 製 で 径3.3cm 、 厚 さ 0.8cm 、 重 さ 1 2 .9g を 計測 す る 。

1 SP074 (Fig .36 、 Pla.46)

瓦質土器
す り 鉢 (359) 内 面 に 僅かに す り 目 痕跡 が残 る 。 調 整 は 摩 耗 の た め 不 明 。
瓦

平 瓦 ( 360) 凹 面 は 刷 毛 目 、 凸 面 は エ 具 ナ デ、 側 面 は ヘ ラ 切 り 後面取 り を 施す 。
1 SP075 (Fig.36 、 Pla.46)

土師器
す り 鉢 (36 1 ) 口縁部細 片 で 内 面 に す り 目 痕跡 が残 る 。 口 縁端部 は ヨ コ ナ デ、 内 面 は 刷 毛 目 、 外面 は ナ
デ を 施す 。
1 SP087 (Fig .36 、 Pla.46)

石器
砥石 (362) 石材 は 泥岩 製 と 思 わ れ る 。 表面 及 び左側 面 を 砥面 と し て 利 用 し 、 重 さ は 36.Sg を 罷 る 。
1 SP093 (Fig.36 、 Pla.46)

土師器
面 子 (363 ) 土 器破 片 を 利 用 し た 二 次加工 品 で 周 囲 を 細かく 打ち掻いて 円 形状 に 仕 上 げ ている 。 径3 . 8
cm 、 器厚0.8cm 、 重 さ 1 4.3g を 計測 す る 。
1 SP096 (Fig .36 、 Pla.46)

染 付
碗 (364) 底 部細 片 で 高 台 径4.4cm を 測 る 。 淡 灰 白 色 の 素 地 に 暗青 白 色 釉 を 全面 に 施 し 、 畳 付 の 釉 を 掻
き 取 る 。 全体 に 貫 入 が見 ら れ 、 外面 及 び見込みに 草花文が描かれ る 。
1 SP 1 05 (Fig.36 、 Pla.46)

磁器
碁石 ( 365 ) 径2.25cm 、 厚 さ 0.6cm 、 重 さ 4.9g を 計測 す る 。 磁器片 を 研磨 し て 成 型 し た も の で あ る 。
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1 SP 1 07 ( Fig . 36 、 Pla.46)
土師器
火舎 (366) 底部破片 で底径26.4cm を 復原 す る 。 内 面 は 刷 毛 目 及 び ヨ コ ナ デ、 外面 は 刷 毛 目 を 施 す 。

龍泉窯系青磁
碗 (367 ) 口 縁部細 片 で外面 に 雷文 を 施す 。 素地 は 明 白 灰色 を 呈 し 、 内 外面 に 暗青緑色釉 を 施釉 す る 。
1 SP 1 30 (Fig .37 、 Pla.46)

石製 品
ひき 臼 ( 368) 安 山 岩 製 の 上 臼 で 下 面 に は す り 目 が施 さ れ る 。 最 大径33 .5cm 、 厚 さ 8 . 1 cm を 測 り 、 中 心部
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には上下面から穿たれた穿孔を認める。 中心 よりやや離れた場所に 内径3.5 cm前後の供給口を貰通させ、
側面には方形の挽 き 手口を施す。
1SP132 (Fig.37 、 Pla.47)

石 製 品
石塔 (369) 石材は凝灰岩製で表面にはノ ミ 加工痕跡が認められる。 部位については不明。
1SP133 (Fig.37· 38 、 Pla.47)

陶 器
碗 (370) 高台径4.6cmを復原する。 明灰色の素地 に明灰色釉を高台以外に施釉する。

木器
柱 (389) 過半部は腐 食した木片で現存長20.0cm、 最大径12.8cmを測る。 激しく傷んでおり表面の加工
痕跡は不明である。
1 SP 1 38 (Fig.37 、 Pla.47)

陶 器
すり鉢 (371) 端部は鋤先状を呈し、 内面にすり目が施される。 口縁部内外面にのみ鉄釉が施され他は
露胎である。

瓦質土器
面子 (372) 土器破 片を利用した二次加工 品で周囲を細かく打ち掻いて 円形状に仕上 げる。 径3.4cm、
器厚 1. 1cm、 重さ17.9gを計測する。
1 SP 143 (Fig.37 、 Pla.47)

土師器
小 皿 (373) 明 赤橙色を呈し、 口径 10.0cm、 底径6.0cm、 器高1.4cmを復原し、 外底は 糸 切 り 、 内 外面は
ョ コ ナ デを施す。
1 SP 1 45 (Fig.37 、 Pla.47)

土師器
豆 皿 (374) 淡赤橙色を呈し、 口 径5.2cm、 底径3.7cm、 器高1.6cmを復原する。 外底は糸 切り、 内 外面は
ョ コ ナ デを施す。
1SP153 (Fig.37 、 Pla.47)

土師器
豆 皿 (375) 口径6.8cm、 底径5.2cm、 器高1.35 cmを復原する。 明 乳橙色を呈し、 外底は糸 切り、 内 外面
は ヨ コ ナ デを施す。
1SP157 (Fig.37、 Pla.47)

鉄 製 品
釘 (376) 現存長4.0cm、 厚さ0.4cmの方形状を呈し、 重さ4.7gを量る。
1 SP 1 61 (Fig.37 、 Pla.47)

瓦質土器
鉢 (377 · 378) と も に口縁部細片で377は口縁端部を平坦に378は凹状に施す。
1SP162 (Fig.37 、 Pla.47)

土師器
豆皿 (379) 口径6.0cm、 底径4.4cm、 器高1.4cmを復原し、 外底は糸 切り、 内 外面は ヨ コ ナ デを施す。
1SP164 (Fig.37 、 Pla.47)

土師器
すり鉢 (380) 底径10.7cmを復原し、 内面にすり目を施す。 淡赤橙色を呈し、 内面 に煤が付着する。
1SP166 (Fig.37 、 Pla.47)

陶 器
すり鉢 (381) 暗灰赤色を呈し、 底径1 1.3cmを測る。 内面に13本単位のすり目を施す。 外底は糸切りで
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指頭圧痕が残る。
1 SP 184 (Fig .37、 Pla.47)

瓦質土器
すり鉢 (382) 口縁部細 片で端部は平坦面を呈し、 内面に張り出す。 外面に指押さえ後刷 毛目を施し、
文様とする。 端部に煤が付着 する。
1 SP208 (Fig.37、 Pla.47)
土師器
小皿 (383· 384) 383は 口 径9.8cm、 底径6.0cm、 器高2. 1cmを復原する。 明茶 白 色を呈し、 口 縁部は体部
よりもやや開 き 気味に外反させる。 外底は糸切り、 内外面は ヨ コ ナ デ。 384はやや内湾 する タ イ プで 口 径
8.3cm、 底径6.2cm、 器高2.0cmを復原する。 明 赤燈色を呈し、 外面 に煤が付着する。
土鍋 (385) 端部は玉縁状を呈 する。
1 SP21 2 (Fig.37、 Pla.48)

白 磁
碗 (386) 口 縁端部は若干外反する。 淡灰 白 色の素地 に暗灰 白 色釉を口 縁部内外面のみ施釉 する。
銅 製 品
煙管 (387) 吸口部で端部を欠損する。 重さは2.3gを量る。

1 SP 1 33 

389 

゜ 1 0an 

Fig.38 1 SP019· 133 出土遺物実測図(1/3)
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不 明 遺構
1 SX 1 03 (Fig .39 、 Pla.48 )

染 付
碗 (390) や や 丸味 を 帯 び た 碗で 口 径9.2cm 、 底径3.5cm 、 器高5.5cm を 復 原 す る 。 明 白 色 の 素 地 に 明 白 青

色 釉 を 内 外面 に 施 す 。 見 込 み に 目 跡 を 認 め 、 高 台畳付 に は 砂 が厚 く 付 着 す る 。 呉 須 で 見 込 み 及 び体部外

面 に 文様が描 か れ る 。

1 SX 1 1 7 (Fig .39 、 Pla.48)

土師器
火鉢 (39 1 ) 明 乳橙色 を 呈 し 、 内 面 に 突 出 し た 口 縁部 を 呈す る 。

1 SX 1 2 1  (Fig .39 、 Pla.48 )

土師器

皿 ( 392) 底径6.3cm を 復 原 す る 。 外底 糸 切 り で 色 調 は 明 乳燈色 を 呈 す る 。 外面 に 線刻 ら し き 痕跡 を 認

め る 。

土鍋 (393 ) 体部 と 口 縁部境界付近 に 三 角 突帯 が施 さ れ る 。 口 縁端部 は ヨ コ ナ デ、 内 面 は 横 方 向 の 刷 毛

目 、 口 縁部外面 は 縦方 向 の 刷 毛 目 及 び指押 さ え で あ る 。 外面 に は 厚 く 煤が付 着 す る 。

磁器

碗 (394) 口 径6.8cm を 復 原 す る 。 暗灰 白 色 の 素地 に 暗 白 灰色釉 を 内 外面 に か け る 。

1 SX 1 50 (Fig.39 、 Pla.48 · 49)

土師器
不 明 (395 ) 底部細 片 と 思 わ れ る 。 外底 は 糸 切 り で 明 橙 白 色 を 呈す る 。

火 舎 (396) 明 黒 茶 色 を 呈 す る 底 部 細 片 で 底径22.0cm を 復 原 す る 。 底部外面 に 脚 が貼付 さ れ て お り 、 内

面 に は 煤が付培 す る 。

瓦質土器

鉢 (397) 淡黒灰色 を 呈 し 、 口 縁端部 は ヨ コ ナ デ、 口 縁 部 内 外面 は ナ デ を 施す 。

火 鉢 (398 · 399 ) 3 98 は 脚 部 の 細 片 で 脚 は 逆 台 形状 を 呈 す る 。 脚 部 は ナ デ 、 底 部 は ヨ コ ナ デ を 施 す 。

399 は 口 縁部破片 で 口 径32 .3cm を 復 原 す る 。 内 面 張 り 出 し の 口 縁部 を 呈 し 、 外 面 に は 三 角 状 の 貼付 突 帯 を

施 さ れ る 。

陶 器

碗 (400 � 402 ) 400 は 底 部細 片 で 高 台 径4.8cm を 復 原 す る 。 見 込 み は 蛇 ノ 目 状 に 釉 が掻 き 取 ら れ る 。 素

地 は 明 茶 白 色 を 呈 し 、 淡赤灰色釉 を 高 台部以 外 に 施釉 す る 。 40 1 は 口 縁部 細 片 で 明 白 茶色 の 素 地 に 濃茶緑

色 釉 を 施 す 。 武 雄 系 か 。 402 は 長 崎現川 系 陶 器皿 と 思 わ れ 、 D 径 1 3 . 3 cm 、 高 台 径5. 1 cm 、 器高3 .0cm を 復原

す る 。 暗灰褐 色 の 素 地 に 明 茶褐 色 釉 を 高 台 部 以 外 に 施釉 す る 。 内 面 見 込 み は 釉 が蛇 ノ 目 状 に 掻 き 取 ら れ 、

高台畳付 に は 砂 が付 着 す る 。

1 SX 1 7 4 (Fig .39 、 Pla.49)

須恵器
鉢 (403 ) 東播系 鉢 で 口 縁部 は 玉縁状 を 呈す る 。

磁器

碗 (404) 口 縁部細 片 で 淡灰茶色 の 素地 に 淡緑灰色釉 を 薄 く 施釉 す る 。

1 SX205 (Fig .39 、 Pla.49)

土師器

小皿 (405 · 406) 405 は 丸味 を 帯 びた 小皿 で 口 径8. 1 cm 、 底径4.9cm 、 器高2.0cm を 測 る ほ ぼ完形 品 で あ る 。

明 黄 茶 色 を 呈 し 、 外底 は 糸 切 り 、 内 外 面 は ヨ コ ナ デ を 施 す 。 内 面 に 油 煙痕 を 認 め 、 灯 明 皿 と 使 用 さ れ た

可 能性があ る 。 406 は405 と 対照 的 に 体部 か ら 口 縁部 に か け て は 大 き く 外反す る 。 口 径9.87cm 、 底径5.5cm 、

器高2.0cm を 復原 す る 。 明乳赤色 を 呈 し 、 外底 は 糸 切 り 、 内 外 面 は ヨ コ ナ デ調 整 を 施 す 。
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F ig . 39 1 SX 1 03 · 1 1 7 · 1 2 1 · 1 50 · 1 74 · 205 · 2 1 9 出 土遺物実測 図 ( 1 /3) 
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瓦 質 土器
すり鉢 (407) 口縁部は片 口を呈し、 内面には5本単位のすり 目 が放射状に施される。

青磁
碗 (408) 底部破片で、 胎土に砂粒を多く含 む。 明灰茶色の素地 に明 緑茶色釉を内外面に施釉 する。 内
面見込み 及び高台畳付に砂 目 跡を5 ヶ 所で認める。 朝鮮系か ？

木 製 品
不明 (409) 長さ44.8cm、 幅2.2cm前後、 厚さ 1.0cm前後を測り、 先端部は若干細く なる。 途 中 屈 折 する
が本来は棒状を呈していたものと思われる。
1 SX21 9 (Fig.39、 Pla.49)
瓦 質土器
鉢 (4 1 0) 淡黒灰色を呈し、 外面に煤が付着 する。 端部は ヨ コ ナ デ、 内外面はナ デで、 外面の一部に指
頭圧痕が残る。

□二三?,, □三旦三fi2

4 1 6 

三□］
彎゚言

Fig .40 表土 出土遺物実測図(1/3) 
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表土 (Fig.40、 Pla.49)

土師器
小皿 (4 1 1 · 4 12) 4 1 1は丸味を帯びた小皿で口径7.8cm、 底径5.0cm、 器高 1.7cmを測る ほぼ完形品である。
明茶橙色を呈 し、 外底は糸切り、 内外面は ヨ コ ナ デを施す。 一方の4 12は対照的に体部から口縁部にかけ
ては大 き く外 反 する。 口径9.6cm、 底径6.0cm、 器高2. 1cmを復原 する。 明 白 赤色を呈 し 、 外底は糸 切り、
内外面は ヨ コ ナ デ調整を施す。
火鉢 (413) 口径 18.2cm、 底径 15.4cm、 器高7.3cmを測る。 体部の 一 ヶ 所を 内 側へ大 き く内湾させ、 体部
外面下位には装 飾用と思われる格子目文が5 ヶ 所に押 印される。 口縁部に大 き く黒斑が認められる。
染付
皿 (4 14) 底部細 片で高台径8.0cmを復原 する。 淡 白 灰色の素地 に淡乳灰色釉を内外面に施す。 高台畳
付に砂が付着 し、 内面見込みは蛇ノ目状に釉が掻 き 取られる。 更に見込みには五弁花文が施される。
陶 器

鉢 (4 15) 口径24.0cm、 高台径 1 1. 1cm、 器高9.7cmを復原する。 暗茶灰色の素地 に明 青灰色釉を高台畳付
以外に施釉 する。 淡い呉須で見込み及び外面に文様が施される。 朝 妻焼。

石器
砥石 (4 16) 粘板岩製の砥石で表裏面及び右側面の3面を砥面と して使用 し ている。 砥面には使用 した
際に付 した細か な線刻が残る。 345gを最る。

発掘作業風景
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I >-<. <.:  1..1 1 1 •n -:' ' .ヽ, '"" "』9 ↓9― , ,

Fig.No 此物No 追 構 /Il l} R番り 名 祢 甜 If, I I 径 w. i,'/j 底径 （ 科 台 !ti M さ 幅 l if l /'/ さ は さ ） )f（ さ 伽 杓
1 1  - 00 1 J SP007 3 t 師 甜 立llll ゜ 34 
1 1  - 002 1 SP007 2 I: 師 器 小rut ゜ 8 6  1 9  ゜ 56 
1 1 � 003 1 SP007 5 t 師 鼎 杯 ゜ 1 1  0 
1 1 � 004 J SP007 I I·. 帥甜 杯 ゜ 9 0  
1 1  - 005 1 SP007 4 I· 師器 J,f 
I I  006 1 SP007 6 l師 器 火 鉢
I I  007 1 SP007 7 t師岱 !·. 鈴 2 4  3 9  4 5 
1 1  - 008 1 SP007 8 且灯 I沿H 頂i f 3 0  0 9  90 ．次加 U,/,
1 1  - 009 1 SP0 1 8  2 且 斗'Ji.
1 1  - 0 1 0  J SPO I S  I 且． 'l'l{ 
I I  0 1 1 I SP !  1 9  I 石製品 ひ き 臼 28 8 5 0  2785 0 下 fl . 安 山 府
1 1  - 0 1 2  1 SP042 I 鉄製晶 短凡 ？ 2 1  I 
1 2  - 0 1 3  I SDOO I 2 I· 師 器 上鍋
12 - 0 1 4  I SDOO I 3 I師 鼎 j· 鍋 ゜ 50 4 
1 2  - 0 1 5  J SDOO I I L師甜 火鉢 ゜ 30 4 80 ゜ 25 2 
1 2  - 0 1 6  I SDOO I 4 l{竹 ,.沿 )\· 1 1 鉢
1 2  0 1 7  I SDOO I 1 8  磁器 情 I I ゜ 5 0  3 1  ゜ (2 6) 1 7c •I • 
1 2  0 1 8  I SDOO I 1 9  磁鼎 猪 [I ゜ 4 8 2 9 ゜ (2 4) J 7c r J r 
1 2  0 1 9  I SDOO I ， 磁甜 Ull 1 7c後
1 2  020 I SDOO I 1 0  磁鼎 碗 ゜ 1 1  8 1 7c 
1 2  - 02 1 J SDOO I 1 2  (I 磁 碗 ゜ 9 6 lifil! I 7ctiil 
1 2  - 022 I SDOO I I I  ,'l磁 碗 ゜ 1 1  0 1 7c 
1 2  - 023 J SDOO I 22  染 付 徳利 x 水it 3 3 
1 2  - 024 I SDOO I 20  染付 !Ill ゜ ( 1 4  0) 中国油頭系 1 6c未
1 2  - 025 I SDOO I 2 1  染付 Ill! ゜ 1 5  0 
1 2  - 026 J SDOO I 1 6  染付 碗
1 2  - 027 J SDOO I 1 4  染 付 碗 (5 0) 
1 2  028 I SDOO I 1 7  染付 碗 ゜ 1 6  0 7 2 ゜ (5 0) 1 7c 後 ～ 未
1 2  - 029 I SDOO I 1 5  染 付 壺 ゜ 6 0  
1 3  - 030 I SDOO I 8 陶器 碗 ゜ 1 2  4 l 7c1)iJ 
1 3  - 03 1 I SDOO I 1 3  淘 甜 碗 (4 9) 1 7c中
13  - 032 I SDOO I 6 淘 甜 す り 鉢 ゜ I I  6 胎 L 日 あ り
1 3  - 033 I SDOO I 5 陶 沿 す り 鉢 ゜ 32 0 
1 3  - 034 I SDOO I 7 陶器 壺 ゜ I I  3 祁収焼 1 7  C 前か ？
1 3  - 035 J SDOO J 2 3  鉄製晶 刀 子 6 1  
1 4  - 036 I SD040 6 1:rlli盟 \J. llll ゜ 5 6  1 4  ゜ 4 0  煤（寸れ
14 - 037 I SD040 3 I: 師湘 豆 !Ill ゜ 6 7 1 6  ゜ 4 0  
1 4  - 038 I SD040 5 I: 師 梱 豆 llll ゜ 6 0  1 6  ゜ 4 0  油姓Ii:! あ り
1 4  - 039 J SD040 I 上 師 器 1) ヽllll ゜ 8 6  1 9  ゜ 64 
14  - 040 J SD040 2 t師器 ,, ヽ llll 64 
14  - 04 1 J SD040 4 上師器 坪 ゜ 1 0  2 3 0  ゜ 5 0  油粍痕あ り
1 4  - 042 I SD040 7 t師器 I: 鍋 す り [1 8 本 りi位
14  - 043 I SD040 8 瓦口上沿 す り 鉢
1 4  - 044 I SD040 1 3  染付 llll ゜ 1 3  7 3 1  ゜ 5 0  
1 4  - 045 I SD040 1 4  染 付 小 碗 ゜ (2 4) 翡 台 内 に 「柘1」 銘 あ り
1 4  - 046 I SD040 1 2  染 付 碗
1 4  - 047 I SD040 I I  陶 甜 碗 (4 7) I I 跡 あ り
1 4  - 048 I SD040 J O  陶 器 す り 鉢
1 4  049 J SD040 ， t 師 甜 l゚．鈴 f. 0 8  2 2 
1 4  - 050 I S0040 1 6  石製品 fi塔 ？ 540 0 
1 4  - 05 1 I SD040 1 5  銅製品 銅銭 3 2 占党永通頁
14 - 052 I SD050 6 I: 師器 豆皿 6 2  I 2 40 
14  - 053 I SD050 1 3  I·. 師 沿 \-l llll ゜ 6 2  1 9  3 0  
1 4  - 054 I S0050 5 I舟．師甜 豆 mt 6 4  1 8  4 3 
1 4  - 055 J SD050 ， t師器 ,1 ヽ Ill! 8 6  1 8  6 2  油煙痕 あ り
1 4  - 056 I SD050 4 上師器 小Ill! 9 0  2 2 5 5  
1 4  - 057 I SD050 7 t師器 !) ヽ 1111 9 5  2 8 7 0  
1 4  - 058 J SD050 1 0  t師器 小llll 9 7 2 I 7 2 
1 4  - 059 I SD050 3 t 師 器 小Ill! 1 0  0 2 2 6 0  油煙根あ り
1 4  - 060 I SD050 1 2  t師器 小nn ゜ 1 0  0 2 0 ゜ 7 0  油煙痕 あ り
1 4  - 06 1 I SD050 2 t師器 小nu 1 0  0 2 I 6 0  
1 4  - 062 I SD050 I L師器 ,jヽ !Ill 1 0  2 2 2 5 6  
1 4  - 063 I SD050 8 t師器 ,1- im ゜ 1 0  4 2 4 ゜ 7 I 
1 4  - 064 I SD050 I I  t師器 ,j ヽ llll ゜ 1 1  0 2 6 ゜ 6 8  芯 ,'I き あ り
1 4  - 065 I SD050 1 7  瓦ft t 沿 ,. "'-

1 4  - 066 J SD050 1 5  瓦tr j沿a す り 鉢 ゜ 30 0 
1 4  - 067 I SD050 1 6  且買 I:器 Jt ll 鉢 穿fl あ り
1 4  - 068 I SD050 1 4  瓦n上 岱 火 鉢 ゜ 1 4  0 
1 4  - 069 I SD050 1 9  l'i 磁 Jill (4 2 ) 森 田 D群
1 4  - 070 I SD050 1 8  磁器 碗 ゜ 1 1  4 
1 4  - 07 1 I SD050 20 イi器 石包T 37 8 片府
15  - 072  I SD060 27 I: 師 器 豆皿 67 1 4  4 5 
1 5  - 073 I SD060 28 I: 師器 \-l皿 6 8  1 8  4 5 
1 5  - 074 I SD060 39  I·. 師器 \1. llll 7 7 1 4  5 0  
1 5  - 0 7 5  J SD060 22 ＇：師 器 小 1111 9 0  2 2  5 2 
1 5  - 076 J SD060 2 1  t師器 小 川l ゜ 9 0  2 3 ゜ 6 0  
1 5  - 0 7 7  J SD060 35 t師器 小Ill! ゜ 9 0  2 0 ゜ 5 6  
1 5  - 0 7 8  I SD060 1 9  上師甜 小llll ゜ 9 2  2 4  5 5  
1 5  - 079 I SD060 37 上師淵 小llll ゜ 9 2  2 2 ゜ 6 0  
1 5  - 080 I SD060 23 t師器 小llll 9 2  2 2 6 5 油煙痕あ り
1 5  - 08 1 I SD060 I t師器 小1111 9 5 2 3 5 8  
1 5  - 082 1 SD060 24 t師器 ,J,mt ゜ 9 6  2 3 ゜ 5 6  
1 5  - 083 I S0060 38 t師器 小皿 ゜ 9 6  2 1  ゜ 56 
15  - 084 J SD060 5 k師器 小皿l 9 5 2 2 5 5  
1 5  - 085 1 SD060 34 t師器 小 [Ill ゜ 9 6  2 2 ゜ 5 0  
1 5  - 086 I SD060 1 4  t 師 湘 I] ヽllll 9 7 2 2 6 0  
1 5  - 087 1 SD060 6 t師器 小 1111 9 5 2 2 6 0  
1 5  - 088 I SD060 2 k師甜 ,j ヽ Ill[ 9 6  2 1  5 8  
1 5  - 089 I SD060 4 L師器 小皿 9 3 I 9 6 0  
1 5  - 090 I SD060 I I  t·.Mi器 小lffi 9 4  2 3 6 0  

゜

Tab . 3  出 土遺物 観察表①
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Fi�No � — 此物No
1 5  09 1 
1 5  092 
1 5  093 
1 5  - 094 
1 5  - - 095 
1 5  096 
1 5  097 
15 - 098 
15 - 099 
1 5  J OO 
1 5  1 0 1  
1 5  - 1 02 
1 5  1 03 
1 5  1 04 
1 5  1 05 
1 5  1 06 
1 5  1 07 
1 5  1 08 
1 5  1 09 
1 5  - 1 1 0 
1 5  I l l  
1 5  - 1 1 2 
1 5  1 1 3 
1 5  1 1 4 
1 5  1 1 5 
1 5  1 1 6 
1 5  1 1 7 
1 6  1 1 8 
1 6  1 1 9 
1 6  1 20 
1 6  1 2 1  
1 6  1 22 
1 6  - 1 23 
1 6  - 1 24 
1 6  - 1 25 
1 6  1 26 
1 7  - 1 2 7 
1 7  - 1 28 
1 7  1 29 
1 7  1 30 
1 7  - 1 3 1  
1 7  - 1 32 
1 7  - 1 33 
1 7  - 1 34 
1 7  - 1 35 
1 7  - 1 36 
1 7  - 1 37 
1 8  - 1 38 
1 8  - 1 39 
1 8  1 40 
1 8  1 4 1  
1 8  1 42 
1 8  1 43 
1 9  1 44 
1 9  1 45 
1 9  1 46 
1 9  1 47 
1 9  1 48 
1 9  1 49 
1 9  1 50 
1 9  1 5 1  
1 9  1 52 
1 9  1 53 
1 9  - 1 54 
1 9  1 55 
1 9  - 1 56 
1 9  1 57 
1 9  - 1 58 
1 9  - 1 59 
1 9  - 1 60 
1 9  - 1 6 1  
1 9  - 1 62 
20 - 1 63 
20 - 1 64 
20 - 1 65 
20 - 1 66 
20 - 1 67 
2 1  - 1 68 
2 1  1 69 
2 1  - 1 70 
2 1  1 7 1  
2 1  1 72 
2 1  - 1 73 
2 1  - 1 74 
2 1  - 1 75 
2 1  - 1 76 
22 - 1 77 
22 - 1 78 
22 1 79 
22 - 1 80 

il'I 構 番 号
I S0060 
I SD060 
1 SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
1 SD060 
I SD060 
1 SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
1 SD060 
I SD060 
1 SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
1 SD060 
1 SD060 
1 SD060 
1 SD060 
I SD060 
J SD060 
I SD060 
I SD060 
J SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
1 SD060 
1 SD060 
1 SD060 
I SD060 
I SD060 
I SD060 
1 SD060 
I SD094 
I SD094 
1 SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD094 
I SD I  1 6  
I SD I  1 8  
I SD 1 20 
I SD 1 20 
I SD 1 20 
I SD 1 20 
I SD 1 20 
I SD \ 92 
I SD 1 92 
I SE I OO 
I SE I OO 
I SE I OO 
I SE I OO 

R I!\ い
1 0  
1 5  
20  
33  
32 
1 6  
8 
1 8  ， 
7 

36 
40 
3 
1 3  
1 2  
1 7  
30 
3 1  
2 9  
25  
26  
4 1  
42 
44 
45 
43 
55  
58 
47 
59  
6 1  
46 
60 
53 
54 
57 
49 
52 
48 
5 1  
50 
56 
65  
63  
64 
66 
62  
70 
69 
68 
6 7  
7 1  
72 
I 

1 9  
20  
2 1  
1 7  
1 6  
22  
1 8  
1 4  
1 5  
1 3  
1 2  
1 0  ， 
6 
I I  
7 
5 
8 
3 
4 
2 

2 3  
24 
I 
I 
I 
4 
3 
2 
5 
I 
2 
3 
4 
2 
I 

名 称 湘 形
t師甜 小 llll
L 師 淵 小Jill
t師鼎 小U1l
t師悩 小 llll
L師器 小皿
I: 師鼎 小llll
＇：師器 ,J ヽ Ull
t帥器 ,jヽ 1111
I: 師沿 ,J ヽ Ull
I ·. 師鼎 小1111
I: 師 器 小 llll
t師鼎 小!Ill
I: 師鼎 小 ITII
t師鼎 'JヽIHI
t師器 小llll
L師甜 小!Ill
I ·  師 牝i ,j ヽ 1111
I :  師甜 小llll
L師瑞 小nu
＇：師鼎 小Jill
I. 師鼎 小 llll
t師器 小咄
t師器 !·. 鈴
I: 師 器 I鍋
I. 師 器 !·. 鍋
上師器 'l'li. 
t師湘 逼？

Ii.灯 I沿杵 盗
瓦打 I:器 浅鉢
瓦灯 I·器 す り 鉢
且灯 l沿付 す り 鉢
且灯 l沿i 火鉢
瓦f1 t鼎 火鉢
瓦門 t鼎 火鉢
且f'.1 1:器 火鉢
瓦n」：岱 火鉢
且f'I I:器 父� 

且門 I:器 父fil 

且11 1沿:, 父� 

瓦 11 1:鼎 釜
Ji.f! I: 甜 父� 

比門 I:器 1111 ?  
磁沿 碗
,'1磁 碗
磁岱 鋭

染 付 llll 
陶沿 甕 ？

＂製品 ひ き F l
イi製 品 Ii輪塔
鉄製品 鎌

鉄 製 品 jf 
木 製 品 細 材
木 製 品 角 材
t師鼎 大甕
r1 磁 碗

磁沿 ？ 紅Im
磁沿 変Jf,1111
染 付 仏飯器
染 付 仏飯器
染付 盗
染 付 碗
染 付 碗
染付 碗
染 付 碗
染付 碗
淘器 碗
凶 甜 碗
陶湘 火人
陶器 鉢
陶甜 鉢 ？
閾 湘 す り 鉢
陶鼎 t·. 瓶
瓦 平且．

Ji. 平且．

瓦 丸且．

ィ— i器 砥 ィ i
石 器 砥イi
t師湘 V. llll 
陶器 す り 鉢

L師 湘 面 子
磁 瑞 仏飯甜
染付 碗
陶 湘 水ii'

ィi製晶 ひ さ F l
且 'I'且

I: 師 湘 I·. 鈴
!·. 師 塙 杯
I: 師 淋 杯
I: 師沿 Iィ：
I. 師 湘 >f 

l /.'<. ... - '-"' 'ヽ ... - "' 0 · 1!1/J;t 値 I
I I  /1: 鼎 翡 底ff ( (,",\ 台 /f l 1< さ 糾 I 径） Iリ さ ば さ ） ＂（ さ 備 考

9 7 2 I 6 0  ゜ J O  0 2 I ゜ 6 0  ゜ J O  0 1 9  ゜ 6 0  ゜ J O  0 1 9  ゜ 6 4 ゜ J O  0 2 2 ゜ 6 8  ゜ 1 0  0 2 I ゜ 6 0  
1 0  0 2 4 5 8 ゜ 1 0  0 2 I 6 2  
1 0  0 2 3 5 8 
J O  2 2 4 6 5 

0 9 0- 1 0  2 2 3 5 0 油性飢あ り
J O  2 2 2 5 5 
J O  0 2 2 6 0  
J O  2 2 3 5 8  油雑Ill あ り゜ 1 0  2 3 0 ゜ 6 4 
1 0  5 2 2 6 2  ゜ 1 1  6 2 4 ゜ 8 0  

6 5 
6 5 ゜ 7 0 ゜ 7 6 
3 3  

2 6  3 8  8 7 
煤9寸行
謀付行゜ 28 2 ゜ 1 1  8 1 5  6 煤付行゜ 1 9  4 5 3  ゜ 1 1  4 煤付;r;゜ 3 1  6 す り 1 1 5心川 位

1 0  4 す り 1 1 5心r•位

煤 付 れ゜ 30 0 煤付れ゜ 23 8 ゜ 37 4 1 3  6 ゜ 28 4 煤付�)゜ 1 1  4 煤付れ゜ 1 5  2 ゜ 1 5  2 ゜ 1 5  2 
2 7  4 煤付沿゜ 32 0 煤付行゜ 9 6  2 8  ゜ (4 I ) ゜ (5 0) ゜ (3 2 ) 1 8c前

(5 2) 1 7c ゜ 2 1  4 
1 7  3 安 1 1 , 府

265 0 火 輪 か ？
290 0 

8 0  0 5 0 5  1 5  9 
2 1  9 0 9  0 3  2 ヶ 所 に 金属 }',-

2 8  3 6 店隈l↓部材か つ

゜ (6 01 ゜ 4 8  1 8  ゜ ( I 6) 1 8c 
瑠璃釉 1 7cAi- 1 8c ?  ゜ 7 2 1 8c 

7 2 3 4 (2 6) 
5 2 1 8c後

(4 0) /,)j台 l人］ に 「福J 銘 あ り゜ 9 2  5 I ゜ (4 0) ゜ 1 0  0 l 8c1iif ゜ (4 0) く ら わんか碗 1 8c 巾 ～ 後゜ 9 6  4 6 ゜ (3 2 ) ゜ 9 8  5 I ゜ (4 2) l 8c 1FJ - IJ• · 色絵付 ． 唇折碗゜ ( 1 0  0) ゜ 23 8 ゜ 8 2  1 6c,lc- 1 7d)J /!iii! 系゜ 3 1  2 1 2  2 ゜ 84 す り 11 1 2 本 町,r
穿孔3 ヶ 所

1 53 5 砂府
1 5 1  7 砂府゜ 7 0 1 6  ゜ 5 2 ゜ 32 0 1 7c 

3 3  0 9  1 3  7 一 次 hi汀:/,/,゜ 4 8 
l 7c • I • 

゜ 94 30 6 7 8  972 5 t FJ 凝灰府

4 4 ゜ 1 1  4 2 7 ゜ 7 0 ゜ 1 3  2 3 3  ゜ 8 8  ゜ 1 4  0 2 7 ゜ 9 0  ゜ 1 4  0 3 1  ゜ 9 0  

Tab . 4  出 土遺物 観察表②
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Fig.No ー 遺物No 追 構 番 り· R lft l} 名 祢 鼎 If,
22 1 8 1  I SE I OO 6 I. 帥 鼎 す り 鉢
22 1 82 J SE I OO 5 し 師 鼎 す り 鉢
2 2  1 83 I SE I OO 7 I 帥 甜 父� ゜
22 1 84 J SE J OO 8 木 製 品 板 材
2 2  1 85 I SE I OO I I I I. 師 �1 t鍋
22 1 86 I SE I OO lll - 1圃 I I. 師 沿 す り n
22 1 87 I SE I OO IX I I: 師 沿 Iィ；
22 1 88 I SE I OO IX 3 I: 師 鼎 火j� ゜
22 1 89 J SE I OO IX 2 I: 師 鼎 I鍋
22 1 90 I SE I O O IX 5 瓦日 f -. 沿 茶 釜 ゜
22 1 9 1  I SE I OO IX 4 比日 1沿H 茶 釜
22 1 92 I SE I OO IX  6 比灯 J -. �J 茶 釜
2 3  1 93 I SE I  1 0  28 t帥：1:l ,j ヽ llll
2 3  1 94 I SE I  1 0  20 L 帥 堺 小llll ゜
2 3  1 95 ! SE \  1 0  2 7  Lrlli喘｝ 小llll ゜
2 3  1 96 I SF. 1 1 0  2 5  I·. 師 岱i 小Ill[ ゜
2 3  1 9 7 ! SE !  1 0  24 I·. 師淵 ,jヽ Ill[ ゜
2 3  1 98 J SE I  1 0  2 2  L 師 岱 ,Jヽ llll ゜
2 3  1 99 J SE I  1 0  26  t師沿 ,J ヽllll ゜
23 - 200 J SE I  1 0  2 3  UAi 沿 小1111 ゜
23 - 20 1 J SE I  1 0  2 1  I: 師 沿 ,J 、Illl ゜
23 - 202 I SE I  1 0  1 4  t 帥 沿 杯 ゜
23 - 203 I SE I  1 0  1 8  t 師 沿 杯 ゜
23 - 204 I SE I  1 0  1 7  L 師 淵 杯 ゜
23 - 205 I SE I  1 0  4 I. 師 船 坪 ゜
23 - 206 I SE \  1 0  5 I→師 鼎 坪
23 - 207 I SE I  1 0  I t 師 鼎 杯
2 3  2 0 8  I SE I  1 0  3 L 師 沿 杯 ゜
23 - 209 I SE I  1 0  6 し 師 沿 If ゜
23 - 2 1 0  I SE I  1 0  2 I. 師 岱 杯 ゜
23 - 2 1 1 I SE I  1 0  ， !·. 師 岱 杯
23 - 2 1 2  I SE I  1 0  I I  t 師 岱 杯 ゜
23 - 2 1 3  I SE I  1 0  7 t 師 淵 坪 ゜
23 - 2 1 4  I SE I  1 0  8 t 師 岱 杯 ゜
2 3  2 1 5  I SE I  1 0  1 2  I·. 師 鼎 坪 ゜
2 3  2 1 6  I SE I  1 0  1 5  I· 師 淵 杯 ゜
23 - 2 1 7  I SE I  1 0  1 3  I: 師 鼎 If 
23 - 2 1 8  I SE I  1 0  J O  t 師 淵 坪
2 3  2 1 9  ! SE !  I O  1 6  le 師 鼎 坪
2 3  220  I SE I  1 0  1 9  t 師 岱i 鉢
23 - 22 1 I SE I  1 0  4 1  瓦 fl I: 鼎 す り 鉢 ゜
23 - 222  I SE I  1 0  43  瓦11 1: 鼎 す り 鉢 ゜
23 - 223 I SE I  1 0  42 t師器 す り 鉢 ゜
23 - 224 I SE I  1 0  35 t 師 岱｝ す り 鉢
2 3  - 2 2 5  I SE I  1 0  40 I: 師鼎 J', n す り 鉢 ゜
24 - 2 2 6  I SE I  1 0  33 t 師 岱 茶 釜 ゜
24 - 2 2 7  I SE I  1 0  2 9  t 師 鼎 茶 釜 ゜
24 - 228 J SE I  1 0  32 I·. 師 鼎 茶 釜 ゜
24 - 2 2 9  ! SE !  1 0  34 t師鼎 茶 釜
2 4  - 2 3 0  ! SE !  1 0  3 1  Jこ師 鼎 茶 釜
24 - 2 3 1 J SE I  1 0  30 Ji.I'l l沿甘 茶 釜
2 5  - 2 3 2  ! SE !  1 0  44 I: 師 湘 t 鍋 ゜
25 - 233 ! SE !  1 0  39 t 師 器 t鍋 ゜
25 - 234 ! SE !  1 0  36 且 日 1こ 岱 す り 鉢
2 5  235  I SE I  1 0  3 7  瓦f.! J沿札 火 含
2 5  - 236 \ SE \  1 0  38 磁 沿 碗
25 - 2 3 7  I SE I  1 0  4 7  石 製 品 ひ き fi
25 - 238 ! SE !  J O  45  ィi製 品 び き f l
2 5  - 239 I SE I  1 0  46 I i 製 晶 ひ き f l
2 5  - 240 I SE I  1 0  48 イi製 品 ひ き f l
2 6  - 24 1 1 SE l 40 I Ulli 沿 杯
26 - 242 1 SE 1 40 2 t:nゆ淵 If ゜
26 - 243 1 SE 1 40 3 t 師 甜 ＇：鍋
26 - 244 1 SE 1 4 0 4 木 製 品 杭 木
2 7  - 2 4 5  I SKO I O  I I 染 付 llll ゜
27 - 246 J SKO I O  2 淘 甜 皿
27 - 247 I SKO I O  I I  - IV I 幽 甜 鉢
27 - 248 I SKO I O  I 幽 鼎 す り 鉢
2 7  - 249 I SKO I O  3 Ii製 品 イ' Iり1
27 - 250 I SKO I O  4 石 製 品 ひ き f l
28 - 2 5 1  1 SK0 1 5  I t l)ti 甜 大 甕 ゜
28 - 252 1 SKO l 5  3 t 師 器 'l'k 
28 - 253 1 SKO l 5  4 t 師 湘 'l'Ji. 
28 254 1 SK0 1 5  2 瓦 'l'l{ 
28 - 255 1 SK0 1 5  5 イi 岱 砥ii
29  - 256 1 SK020 2 上 師 柑 大 甕
29 - 2 5 7  1 SK020 I t 師 湘 大 甕
29 - 258 1 SK020 5 瓦!! I沿H 風炉
29 - 259 1 SK020 3 t 師 沿 'I'比
29 - 260 1 SK020 4 比 丸瓦
29 - 26 1 I SK02 0 1V  I 銅 製 品 銅銭
29 262 I SK020 IV 2 木 製 品 糾l 材
29 - 263 1 SK022 I t 師 沿 4 ヽ llll ゜
30 - 264 1 SK02 5 I UAi 沿 大 甕 ゜
30 - 265 1 SK025 2 磁 沿 益 ゜
30 - 266 1 SK025 3 銅 製 品 銅 銭
30 - 2 6 7  1 SK02 5 \II 2 磁鼎 碗
30 - 268 1 SK025\II I 陶 湘 l: llli ゜
30 - 269 I SK02 5 VJ 3 銅 剪 品 夭 秤llll ? ゜
30 - 2 7 0  I SK025VJI 3 I: 師器 ィ; iりI

I I 径 樅 屈 底 行ー ( /,万 台 抒 ） I, さ゜ 1 2  0 
1 7  0 

43 5 

1 2  8 2 3 7 6 
2 7  8 

1 5  0 

6 4 1 3  5 0  
6 8  1 8  ゜ 5 0  
7 0 I 7 ゜ 5 6  
7 6 2 2 ゜ 3 8  
7 6  1 8  ゜ 5 4  
8 0  1 8  ゜ 6 0  
8 0  2 0  ゜ 6 0  
8 4 1 8  ゜ 6 0  
9 0  1 6  ゜ 6 0  
1 0  4 2 5 ゜ 8 0  
1 1  0 2 7 ゜ 7 8 
1 1  0 2 9  ゜ 7 2 
1 1  0 2 7 7 6 
1 1  2 2 2  8 9  
1 1  3 2 8  7 0 
1 1  4 2 7 8 4 
1 1  4 2 4  ゜ 8 6  
1 1  6 2 5 ゜ 6 6  ゜ 7 8 
1 2  0 2 6  ゜ 8 0  
1 2  4 3 3 ゜ 8 0  
1 3  0 2 6  ゜ 9 0  
1 3  0 2 5 ゜ 8 6  
1 3  0 2 5 ゜ 8 0  ゜ 6 0  ゜ 7 6 ゜ 9 0  ゜ 1 1  0 
2 7  2 
30 0 1 3  0 ゜ 1 1  0 
3 1  6 ゜ 1 3  4 
3 1  4 
1 3  2 
1 4  0 
1 5  8 

2 7  6 
38 7 ゜ 1 0  0 ゜ 1 3  6 

(4 0) 

7 6 
1 2  0 3 3 ゜ 8 0  

3 1  9 
1 4  0 3 5 ゜ (5 4) 

(7 0) 
(5 2) 
1 1  3 

50 0 1 06 0 38 0 

6 2 
9 2  2 0 ゜ 5 0  

4 1  0 
1 0  0 3 0  

(3 2 ) 
9 0  9 5 6 3  
5 0 1 0  ゜ 3 6  

., l lf l  i'l さ 1 経 さ ） if{ さ

2 4 0 I 

30 0 8 1  1 665 0 
3 1  0 8 0  
3 0  0 5 7 1 645 0 
30 6 8 6  720 0 

3 . 7  

7 0 2 9 28 4 
2 9  4 9 0  

3 4 7  0 

1 8  
0 3 0 2 

4 I 

1 4  4 

. ..、 - -

煤 f,/,"f

· -
伽 径

。 ·- ' .. . . 

2 穴 を 2 ヶ 所 に ずイL · 木釘跡 か ？
煤 付 ll

煤 付 .'I

穿fL2 ヶ 所

煤 付 {I

煤 付 ti

煤 付 れ

煤9寸杓

穿fl あ り
す り 1 1 6 ぶ り1 位
す り [1 5 心I\ 位
す り 1 1 6 本 町立

煤付i/'1

煤 付 ,'1
煤 付 ,v;

す り 「1 5がh 位
煤 付 れ
1 7c 
上 f l 安 11 1 '!:
上 臼 砂 ,;
l: f l . 安 1 1 1 \':

ード f l 砂,:
煤 付 ,'1
煤 付 ,"l

1 7c 中 ？
1 7c� 武雄
1 7 1妥 - 1 8c ?
1 7c 1 1 跡 あ り す り 「1 1 1 4' '� 位

す り 1 1 7 心川 位 安 1 1沿

砂 \'t

穿孔あ り

新＇虹水通«

1 8c 中
新立水通胄 裏 面 に 「文」
色舷 （、「 関西系 1 7c,f( 
煤付沿



( lと さ →cm ・ if（ さ —•g · 0 -· 復 ,,;( (頂I
F ig .No 遺物No ill fi� /1\ \ }  R 番 け 名 称 :m /� rr ft 甜 ,:.\ 底 f怜 （ 砧j 台 1そ I Jと さ 屑,I I径 I /'t さ 憤 さ ） ＂｛ さ 備 考

30 2 7 1 I SK02 5Vll 4 I: 師 甜 甕
30 2 7 2  I SK02 51� 2 t 師 器 大 甕
30 273 I SK02 5VII I I: 師 鼎 k 甕 ゜ 38 4 
30 274  I SK025\,l 5 磁 甜 碗 9 8  5 3 (3 2 ) 色絵（、「 関 西 系 ・ 1 7c ぷ
3 0  2 7 5  I SK025\III 6 瓦 'I'比
30 - 276 I SK025Vil 7 イi製品 硯 7 5 I 7 1 40 I 
3 1  2 7 7  1 SK028 I I: 師 甜 す り 鉢
3 1  2 7 8  1 SK028 2 I: 師 甜 I鈴 58 
3 1  279  1 SK028 3 閲 甜 す り 鉢 ゜ 26 2 9 5 9 3  す り 1 1 1 0 がt 位 I I 跡 あ り
3 1  280 1 SK030 X I 磁岱i 鉢 ゜ 20 5 輸 花
3 1  - 28 1 1 SK049 I t 師 鼎 小 llll ゜ 7 6  I 7 4 9 
3 1  - 282 1 SK049 2 染 付 碗 1 7c後 ～ 木
3 1  283 1 SK049 3 Ii 甜 砥 h J O  0 iむ｝
3 1  -- 284 1 SK065 I I: 師 盟 小 llll ゜ 7 8  1 5  ゜ 5 8  油惇机あ り
3 1  - 285 1 SK065 3 ＇：師 器 す り 鉢 煤 付 i{f
3 1  - 286 1 SK065 2 I湘． 帥 鼎 父� 

3 1  287  1 SK065 4 染 付 Ill! ゜ 1 4  0 1 7c 中
3 1  - 2 8 8  I SK065 5 銅 製 品 銅 銭 3 2 新虹永通賣 裏 面 に 「文J
3 1  289 1 SK066 I 瓦 !1 1: 器 風炉
3 1  290 1 SK066 2 鉗 鼎 碗 (5 4) !! 器 r, l 7c •I• 
3 1  29 1 1 SK066 3 木 器 柱 22 9 9 0  
3 2  2 9 2  1 SK068 I l:llti器 小llll ゜ 9 0  2 3 ゜ 5 0  
32 - 293 1 SK068 2 t 師 喘 甕
32 - 294 I SK068 3 淘 器 鉢 ゜ 29  6 
32 - 295 1 SK068 4 瓦 丸止
32 � 296 1 SK068 5 瓦 丸瓦
32 - 297 1 SK068 7 木 製 品 板 材 298 と 1.. 1 一 個 体 か つ
32 - 298 1 SK068 6 木 製 品 板 材 2 97 と 1.. 1 一 個 体 か ？
3 2  - 299 1 SK070 I 染 付 碗 1 7c後 - ,1<
3 2  - 300 1 SK070 1 1  I 木 製 品 角 材 1 3  6 2 8 2 0 
33 - 30 1 I SK077 I t 師 器 坪 ゜ 1 2  2 2 8  ゜ 8 0  
33 - 302 \ S K07 7  2 上 師 器 鉢
33 - 303 1 S K07 7  3 I·. 師 器 火 鉢 煤 付 (I
33 304 1 SK077 4 且11 1: 器 父ヽ

33 305 1 SK07 7  5 瓦． 軒 平瓦
33 - 306 1 SK084 I 瓦． 平瓦
33 - 307 I SK I  1 3  I 染 (./ 碗 (3 4) く ら わんか碗 1 8c 巾 ～ 後
33 - 308 1 SK 1 94 I 染 f、1 碗 ゜ 1 2  0 「大明」 銘 あ り
33 - 309 1 SK202 I t 師 鼎 I: 鍋
33 - 3 1 0  1 SK202 2 瓦fl t 器 I→．鍋
33 - 3 1 1 1 SK202 5 磁 岱 皿 ゜ 1 2  0 J 8c 1Fl 
33 - 3 1 2  1 SK202 4 陶沿 碗 ゜ 7 8  1 8c 前
33 - 3 1 3  1 SK202 3 陶 岱 鉢 1 8c /,'f 律 系
33 - 3 1 4  1 SK202 6 上 師 鼎 イ＜ 川J
33 - 3 1 5  1 SK202 7 t 師 鼎 不 明
34 - 3 1 6  1 SK2 1 1 I t 師 器 皿 ゜ 1 3  0 2 3 ゜ 7 9  
34 - 3 1 7  1 SK2 1 I 2 白 磁 碗 (5 I ) 
34 - 3 1 8  1 SK2 1 I 3 ,'l磁 碗 (5 3) 
34 - 3 1 9  1 SK2 1 5  2 I: 帥 器 イ< iり1
34 - 320 1 SK2 1 5  3 t 師 湘 1'1VI 
34 - 32 1 1 SK2 1 5  I 上 師 淵 イs l�J
34 - 322 1 SK2 1 8  I 瓦 灯 上 甜 鉢 煤 付 芥
34 - 323 1 SK2 1 8  3 t 師 器 le鈴 Ji I I I 5 
34 - 324 1 SK2 1 8  2 陶 器 鉢 ゜ (8 0) 
35 - 325 J SP002 2 t 師 甜 HIりi nn
35 - 326 1 S P002 I t 師 甜 ,Jヽ Jill ゜ 7 0 
35 - 3 2 7  I SP002 3 11.11 1-. 淵 風炉
35 - 328 1 SP002 4 染 付 碗 ゜ (4 8) 1 7c求
35 � 329 1 SP009 I 鉄 製 抽 イ漕l 2 7 5 9  
35 � 330 1 SP0 1 4  I 染 付 碗 く ら わ んか碗 ! Be 中 ～ 後
35 - 33 1 1 SP0 1 7  I 染 付 碗 ゜ (4 6) 見込 み に Li 弁 IE 文
35 - 3 3 2  1 SP0 1 7  2 イi 淵 砥 i i 1 2  2 5 8  570 0 虻柑 ま た は 砂 府
35 - 3 3 3  1 SP024 I I·. 師 沿 杯 ゜ 1 1  6 2 5 ゜ 7 0 
35 - 334 1 SP024 2 I: 師 沿 t鍋 煤付灯
35 - 335 1 SP024 3 {-j 料 柱状J;· 刃 イi 斧 3 2 I I 0 4  3 7 
35 - 336 1 SP026 I l』』 沿 t鍋
35 - 337 1 SP027 I t 師 岱 平瓦
35 - 338 1 SP04 1 I t 師 器 小llll ゜ 6 0  
35 - 339 1 SP04 1 2 I·. 師 器 ,1, 11 11 
35 - 340 1 SP04 1 3 I: 師 鼎 I, ィi 2 0 0 9  3 4  穿孔あ り
35 - 34 1 J SP04 1 4 石岱 砥 石 3 0 5  0 天 りX/f(;砂岩
35 - 342 1 SP043 I 上 師 岱 小 皿 ゜ 9 0  I 7 ゜ 5 7 油性痕 あ り
35 - 343 I S P044 I 上 師 器 小 皿 ゜ 9 6  
35 - 344 1 SP044 2 上 師 器 t 鍋
35 - 345 I SP044 3 汁 磁 坪 ゜ 1 1  6 
35 - 346 1 SP047 I t 師 器 I: 鍋
35 - 347 1 SP048 3 t 師 器 不 明 2 7  I 
35 - 348 1 SP048 I 瓦灯 上 器 面 f 4 I 1 0  2 1  6 二次/Jui:→ h,\ 
35 - 349 1 SP048 2 瓦 !1 J: 甜 曲 {- 4 3 1 0  1 8  0 二 次 加 工 /,/,
35 - 350 1 SP048 4 石 製 品 イ< iり1 260 0 安 I ii 府
35 - 35 1 1 SP048 5 鋼 製 品 銅銭 35 新立水通賣 褒 面 に 「文」
36 - 352 1 SP05 1 I 染 付 碗 (4 8) 1 7c 巾 ～ 後 ？
3 6  - 353 I SP05 1 2 数珠 Ii 0 7  0 5 0 4  
36 - 3 5 4  1 SP05 1 3 銅 製 品 姓竹 4 6 
36 - 355 1 SP053 I 凶 器 す り 鉢 ゜ 30 0 
36 - 356 1 SP058 I 上師湘 I: 鈴 Ii 1 2  1 6  
36 - 357 J SP062 2 イi製 晶 !Hi 2 I 0 6  4 3  片府
36 - 358 1 SP062 I i i 製 品 面 r 3 3 0 8  1 2  9 J\·,t 
36 - 359 J SP074 I 瓦 l'! t岱 す り 鉢
36 - 360 1 SP074 2 瓦 平瓦

Tab . 6  出 土遺物観察表④
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Fie.No は物No 姐 構 II\ り
3 6  - 36 1 1 SP075 
36 362 1 SP087 
36 363 I SP093 
36 364 1 SP096 
36 - 365 1 SP 1 05 
36 - 366 1 SP 1 07 
36 367 1 SP l 0 7 
37  368  1 SP 1 30 
37  369  1 SP J 32 
37 - 370 I SP 1 33 
37 - 37 1 I SP 1 38 
37 - 372 1 SP l 38 
37 - 373 1 SP l 43 
37 374 1 SP 1 45 
37 - 3 7 5  1 SP I 53 
37 376 1 SP l 57 
37  377  1 SP l 6 1  
37  378 1 SP 1 6 1  
37  379 1 SP l 62 
37  380  1 SP l 64 
37  38 1 1 SP l 66 
37  382  1 SP l 84 
37  383  1 SP208 
37  384  1 SP208 
37  385  J SP208 
37 386 J SP2 1 2  
37 387 1 SP2 1 6  
38 388 1 SPO J 9  
3 8  - 389 1 SP l 33 
39 - 390 1 SX I 03 
39 - 39 1 1 SX 1 1 7  
39 - 392 I SX l 2 1  
3 9  - 393 1 SX l 2 1  
39 - 394 1 SX l 2 1  
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磁 岱
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,1磁

ィ i 製 品
ィ i 製 品

凶 器
囚 甜

比ft !·. 沿
I: 師 沿
I. 師 沿
t:rlli岱i

鉄 製 品
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I: 師 沿
t 師 沿
陶 沿
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t 師 鼎
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白 磁

銅 製 品
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t 師 器
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凶 岱
凶 鼎
陶 淵

須患器
磁 湘
Ui! 沿
t 師 淵

瓦I'l l沿�
�i磁

木 製 品
比 fl I沿H

t 師 鼎
I· 師 鼎
I: 師 鼎
染 付
陶 湘
ィ 戊甘

摺 lfj I I  if. 祁 i,, 底1f u:r, 台 ff ) J; さ
す り 鉢

砥 イ r
血 （
碗 (4 4) 

I� ィ ，
火 舎 ？ ゜ 26 4 

碗
び き f l
ィi塔 ？

碗 ゜ (4 6) 
す り 鉢

血 ｛
小llll ゜ 1 0  0 1 4  ゜ 6 0  
V:Illl ゜ 5 2  1 6  ゜ 3 7 
\illll ゜ 6 8  I 4 ゜ 5 2 
釦I 40 
鉢
鉢

V. 1111 ゜ 6 0  1 4  ゜ 4 4 
す り 鉢 ゜ 1 0  7 
す り 鉢 1 1  3 
す り 鉢

小llll ゜ 9 8 2 I ゜ 6 0  
小Ill! ゜ 8 3  2 0  ゜ 6 2 
K鍋
碗

!'!!ff 
柱 30 7 
柱 2 0  0 
碗 ゜ 9 2  5 5  ゜ 3 5 

火鉢
皿 ゜ 6 3  
I: 鍋
碗 ゜ 6 8  

ィ' IJ J 。 6 2 
火 合 ゜ 2 2  0 
鉢

火鉢
火鉢 ゜ 3 2  3 
碗 (4 8) 
碗
碗 ゜ 1 3  3 3 0  ゜ (5 I )  
鉢
碗

小 1111 8 I 2 0  4 9 
小 Jill ゜ 9 8  2 0  5 5  

片 I I す り 鉢
碗 (4 0) 

不 明 4 4  8 
鉢

\i.lITl ゜ 7 8 I 7 ゜ 5 0  
小!Ill ゜ 9 6  2 I ゜ 6 0  
火 鉢 1 8  2 7 3 1 5  4 
[Ill ゜ (8 0) 
鉢 ゜ 24 0 9 7 ゜ ( I I I ) 

砥 ィ i

Tab . 7  出 土遺物 観察表⑤
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W ま と め

先述した と おり、 当遣跡は現在の水田天満宮参道の東側に位置する。 検 出した遺構は出土遺物から中
近世を主体 と するもの と わかり、 その状況からは水田天満宮 と 関 わる遺跡では ないか と 想定される。 そ
こで本題に入る前に周囲を と りまく歴 史的環境について概略し、 当遺跡の調査成果について振り返るこ
と と する。

1 . 歴史的環境
1) 水 田 荘 と 水 田 天満宮

太宰府天満宮安楽寺領の荘 園であった水田荘 は、 当初北水田荘 と称された。 成立年代については一般
的に鎌倉時代中頃とされているが定かでは ない。 その理 由 と して、 水田荘 の初見史料に建長2年 ( 1250)
6月3 日 の修理少別当大鳥居信全所領注進状案があるが、 これ より以前の建仁元 年 ( 120 1) 1 1月の文書に
は荘 名を見 ないこ と から現段 階ではこの間において成立したものと想定されている。 この後しばらくす
る と 水田荘 の中心を なす水田天満宮が建立される。 祭神は菅 原 道真公であり、 社伝に よる と 嘉禄2年
( [ 226) に菅原為長が勅を奉じて建立した と いい、 も と は老松社・ 老松宮 など と 称されていた。

さて、 天満宮安楽寺領を支配したのは安楽寺別当を頂点 と する僧 官であり、 初代別当は菅原道真の孫
にあたる平忠が天暦元 年 (947) に任命された。 一族である大鳥居氏・ 小鳥居氏は預所や下司 などの荘 官
に補任され 支 配すること と なる。 水田荘 は南嶋村（水田） ・ 北嶋村（上・ 下北島） • 福嶋村（下牟田）

の3村から成り、 南嶋村は現在の水田天満宮が所在する水田荘 の中心地であった。 3村の面栢は南北朝初
期の時点で200町歩であったが、 留守別当大鳥 居信高の水田移住に よって領主化した以後は安楽寺内にま

で発言権を持つ ように なった。 これに より室町末期には600町歩余りの面積まで拡大された説が伝えられ
ている。 以後天満宮 と の関係は明 治初期まで隠居地 と して継続している。

現在の筑後市 内における安楽寺領荘 園には水田荘 の他に下妻荘 及び長田荘 があった。 水田荘 南部に隣
接 する下妻荘 は永承2年 (I047)、 後冷泉朝に下妻荘 53町 l 反余を安楽寺金堂料所 と して寄進 し 、 延 久4年
( l 072) に建立された同 食堂の修理料所の ひ と つであった と 伝えられる（ 「天満宮安楽寺草創 日 記』） が、
『草創 日 記」 では鎌倉中期の成立 と されており、 成立年代は不明である。 戦国時代まで留守別当大鳥居家
領 と して維持されていた。 後者の長田荘 は筑後市域 の大字北長田付近 と 瀬高町大字長田一帯であった と
思 われ、 初見史料は観応3年 ( 1352) 2月□ 日 安楽寺領注進状案である（成立年代は不明） 。

2) 近世以 降 の 水 田 町
水田町は水田天満宮が所在する

水田荘 本村（南嶋） を中心 と し、
福島往還沿いに形成された在郷町

であるが、 開 基 成立については不
明である。 水田町の中央を福島往
還が東西に貰 通し、 町筋の北に堀
川 が西流する。 この堀 川 に沿って
東 より天満宮、 社 僧 坊には 東北
院 ・ 延 寿 王 院屋 敷・ 退 転した坊
跡 • 松林寺が並び、 その西には土
師 師屋敷があった。 境 内 東側 には
神官屋敷と 光 運 院が所在し、 西側
には二重の堀 と 藪に 囲まれた司 務
別当延 寿王 院大 鳥 居氏 と 太宰府天

Fig .41 水 田 の 町 略図（明治八年地租改正字 図 か ら 推定作成）
（ 「筑後市 史 第 一巻」 第204固よ り 転写）
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満宮目代 大島氏の屋敷が所在した。 町には水田天満宮に付属 する宮大工職・ 鍛冶職 • 土 師 師 ・ 医 師は給
地 、 扶持米が給付されて、 桶 樽 職 ・ 檜物職 • 野鍛冶職 などがで き た。特に水田焼の前 身と なった土器は
この地 の特産品と なった。 更に他の在郷町に見られる油屋・ 醤油屋・ 唐物・ 木綿 衣料 · 穀物中買 などの
店が農家と混在し、 軒を連ねていた。 近代 に なると水田村・ 下 妻村 ・ ニ 川 村の合併（明 治41年） に より
新た な水田村が誕生すると産業の発展に伴い、 全国有数の和傘生産地 として著名 と なったが、 戦後の急
速 な洋傘普及に伴って現在は途絶えてしまった。 中世以降 荘 園制とともに発展して き た水田地区の町並
みは現在も なおその面影を垣間見ることがで き る。

2 .  検出遺構 に つ い て
今回検 出した遺構は溝 · 掘立柱建物・ 井戸 ・ 土坑 などがあり、 中世後半から現代 にかけての遺構と思

われる。 以 下は主な遺構について今一度調査内容を振り返ってみることとする。
1) 溝

当調査区で最も古い溝は1SD050 · 060と想定される。 ISD050は調査区南部で確認した溝で平面 プ ラ ン
はF字状を呈し、 東西溝を軸に西側は南北方向へ屈 曲 する。 北の東西溝は断面形は逆台形状、 その南の東
西溝は断面形V字状、 連結した南北溝は緩やか なU字状を呈し、 幅 • 深さ等の規模も異 なることから用途
にあわせて開削されたことが窺える。 土層観察 から水路として機能していたことが考え ら れるが、 平面
プ ラ ン からは何 ら かの区画を有した溝であった可能性も考え ら れる。 一方、 1SD060は東西方向の溝を軸
に途中から北方へほぼ垂直に分岐する溝で格子状に展開するものと思われ、 当溝も先述した1SD050と同
様に水路及び区画溝として機能していたことが想定される溝である。 先述した ように当地 が水田荘 の中
心地であったことから荘 園に関連した土地区画整備が行われた可 能性も否定で き ない。 今回 出土した遺
物からの埋没時期を想定 するとISD050 · 060は共に 1 6c後半�17c前半に比定されるが、 賽 料の蓄積を待
って検討する必要がある。

さて、 1SD060西側はISD040と切り合う部分が 人為的に埋め ら れていたことは本文中でも述べた。 一般
的に1SD040を施工する際に不要と なった J SD060を人為的に埋没させる必要があったと推測で き るが、 意
図的に石礫を混 入させてまで堅固に施工させる必要があったのは なぜであろ うか。 その理由を探るべく、
今一度関連する遺構について調査成果を振り返る。 ISD040は調査区西端を南北に延びる溝であり、 更に
その西側では平行した南北溝1SD091 · 120を検 出している。 調査状況を振り返ると何れの溝もISD060と
比較して狭小であったが溝底は極めて固く なった部分が多く、 ほぼ全般的に硬化した状態で確認された。
1SD040からは 1 7c後半に比定される遺物が 出土しており、 先述したISD060は16c後半�17c前半の埋没を
比定していることか ら 、 概ね17c前半頃に施工されていることが想定される。 ここで参考までに明 治31年
に発行された「福岡県名 所図録図絵」 に掲 載されている水田天満神社古図 (Fig.42) を紹 介する。 当地
は古図の右 下にみえる二つの鳥 居に挟まれた参道の ほぼ中央右側にあたる場所（矢 印） にあたり、 建物
が構築されている様子が詳細に描かれている。 古図か ら は現在の景観に より近い整備が行われていたこ
とがわかり、 この状況か ら 推測すると1SD040は建物に付設された雨落ち溝であった可 能性が考え ら れる。

2) 建物
先に紹 介した古図 (Fig.42) には当地 付近に数件の建物が描かれている。 これに該当する建物か否か

は定かでは ないが、 今次調査で復原で き た掘立柱建物は1SB160の1棟のみである。 東西2間 (1.98�2.08
m) X南北2間 (2.08�2. !0 m) と小規模 な建物であったが、 柱穴からは柱痕• 柱・ 礎盤と思われる石礫
が認め ら れる など遺存状態が良好 な状況で確認された。 柱穴は1SD050を切っており、 また各柱穴の遺物
出土状況から近世初期～中頃の建造であったと想定される。 この他、 1SB160以外で建物を復原すること
はで き なかったが、 本文中でも触れた ように調査区内からは柱穴と想定される ピ ット が多数検 出された
(Tab.2)。 ピ ット からは柱痕 · 柱支えに使用されたと思われる礎石・ 柱 などが認められており、 その痕跡
か ら 使用されていた柱径は概ね1s�20cm程度と推測される。 柱穴群とともに検 出された遺構に埋甕され
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Fig .42 水 田 天満宮古図
（ 「福 岡 県 名 所 図録固絵」 P I Sよ り 転写 し 、 一部改変 し た ）

たト イ レ遺構4基 や井戸3基 がある。 出土遺物においても多くの雑器や石製品が 出土しており、 何れも生
活臭を窺うことので き るものである。 この状況からも わかる ように近世以 降宅地 として土地 利 用 が行わ
れていたことは確実である。 更に今後の調査が待たれる。

3) 井戸
調査 区内からは3基 の井戸 (JSE lOO · 1 10 · 140) が検 出された。 何れも平面 プ ラ ン は 円形若しくは楕

円形状を呈した素堀の井戸である。 このうち ISE lOO · 140について完掘したところ 、 井戸を形成する地
山は標高s.o�s.8m位の中位層でs� 10cm大の礫が混 入 する粘質土を認め、 標高5.0m以下ではs� 10cm大
の礫が混 入 する粘性砂の堆積層が認められた。 このことから井戸は浅い掘削で 一定の水量が得られてい
た状況が窺える。 井戸の時期について、 ISE I OO及び lSE l10ではあまり時期差の ない遺物を認めているこ
とから併存若しくは大差 ない時期に埋没した可 能性が考えられ、 その時期を 1 7c前葉と比定している。 な
お、 1 SE 140については出土遺物が乏しいが遺物からは先の井戸と ほ ぼ同 一の年代 を想定する。

3.  出土遺物 に つ い て
1) 出土遺物 の 概要

今次調査では中世後半以 降を主体とする土師器・ 瓦質土器 · 陶 磁器 ・ 瓦 • 金属 製 品・ 石 製 品 ・ 木 製 品
など多種多量の遺物が認められた。 土 師器では灯明 皿として使用された小皿 ・ 杯の他に生活雑器である
火鉢• すり鉢• 土鍋 • 茶 釜 など（瓦質土器を含 む）、 陶 磁器では皿 ・ 碗を中心とした輸 入 品に加え、 多種
の国産品も散在的に認められた。 更に金属 製 品では銭貨の寛永通賓や煙管• 鎌• 刀 子 など、 石 製 品では
砥石 · ひ き 臼 • 五輪塔、 木製品では柱・ 不明部材が出土した。
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次に各種遺物について概要する。
灯明 皿として使用された土師器小皿• 皿 ・ 杯は 1SD040 · 050 · 060、 ISE l 1 0から多く出土した。 殆どが

ロ ク ロ 成型で水挽 き された製 品で外底は糸 切り痕が認められるところ に共通点を見い出せたが、 器形に
は各所で特 徴 が認められた。 まず体部の状況であるが、 ①底部から口縁部にかけて若 干 内 湾気味に立ち
上がる タ イ プと②底部から体部にかけては斜位方向へ立ち上がり、 口縁部にかけては更に外 反させた タ
イ プが認められる。 更に 内面見込みの処理としては①平坦に仕上 げたもの、 ②中央部が 窪 ん だ 凹面を呈
し、 内面の底部と体部境界で凹部を呈する2 タ イ プが看取された。 また、 法羅計測も試み ようとしたが ロ
ク ロ 成型にもかかわらず水挽 き された製 品であるためか、 土器に大 き な歪みが生じていたため今回は断
念した。 これとは別に 出土した小皿には器形以外で口縁端部の一部を焼成後打ち掻いた痕跡も多く認め
られている。 恐らく灯明に使用する際の芯置 きとして焼成後施された痕跡であろ う。

1 SD060 · lSE lOO · 1 10からは土師器及び瓦質土器のすり鉢• 火鉢• 茶 釜 などが 出土した。 共伴遺物か
ら 1 6c以 降 17c前葉にかけての時期が比定される。 この他、 当地で開業された水田 焼の一部も認められて
いる（後述）。

輸 入 陶 磁器には 白 磁 (Fig. 1 4-69)、 龍泉窯系青磁 (Fig. 1 7- 1 34 · Fig.34-3 1 8 · Fig.36-367)、 染付 (Fig. 1 2-
024) があり、 国産陶 磁器では関西系陶器 (Fig.30-267 · Fig.30-274)、 高取系陶器 (Fig. 1 3-34)、 現 川 系陶
器 (Fig.39-402)、 朝 妻系 (Fig.40-4 1 5) の他に唐津系陶磁器が大半を 占め、 概ね 1 1� 1 8c代で構成される。

2) 土師質瓦 と 水 田 焼
当調査区からは土師質の瓦破片を出土した。 一 般 的 な瓦技法で製作されたものと異 なる特 徴 を呈 する

瓦であり、 まずはその特 徴 を以下に列記する。
①平瓦 (Fig .15-116 · Fig .28-252)

色調は淡乳茶色 ～ 灰茶褐色を呈し、 端部断面形は台形状を呈 する。 凹面は ナ デまたはエ 具 ナ デ、 凸
面は粗い刷 毛目または ナ デと様 で々ある。 側面は表面からのヘ ラ 切り込み後、 エ具にて面取を施す。

②平瓦 (Fig.11-10 · Fig .28-253 · Fig .29-259 · Fig.30-275 · Fig .35-337 · Fig .36-360)
色調は淡乳橙色 ～ 赤褐色を呈し、 器厚は 1cm前後と通常の平瓦 よりも薄手である。 凹 凸面は ナ デ、 ヨ

コ ナ デ、 刷 毛目 などの調整を施し、 側 端部の切り離しは凸面からの切り込みの印を施した後、 断面
中程まで切り込みを入れる。 残りは破断し、 ヘ ラ ケ ズ リで面取りを施す。

③丸瓦 (Fig .33-314-315 · Fig.34-319-321)
表面は淡黒茶色、 芯は淡茶黄色を呈し、 凸面は縦方向の粗い刷 毛目、 凹面は横方向の粗い刷 毛目、 端

部は ヨ コ ナ デを施す。

①はいわ ゆる中世雑器の土師器ー大甕と類似した胎土を呈し、 土器調整 において も 類似点を見出すこと
がで き る。 また③の丸瓦 においても 同様の土器調整を認め、
① · ③はまさに土器工人が 製作した瓦であるといっても過
言では ない。 ②については以前「若 菜 鞘ノ本遺跡（註 l )」

で既に報告されているところであるが、 その中で近世 に 繁
栄した水田焼（開業 については天正年間 ( 1 573� 1 59 1 ) に
水 田 村に伝わったとされるが定かでは ない） である可 能性
を示唆している。 筆者も今回出土した瓦を報告するにあた
っては再度史料にあたってみたが、 残念 ながら新知見を得
ることは なく現段 階では未 だ断定には至ってい ない。 そこ

で水田焼窯元であった故人近藤 竹影舎氏が「いろ いろ な水
田 焼」 と題して関連深い内容を記しているので紹 介してお
く。
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屋 根 の 丸瓦 は 土 管 を 半 分 に し た も の で あ る 。

Fig .43 水 田 焼 の 瓦
（「水 田の 半 田 土鍋焼」 P l 7よ り 転写）



『（略） この水田人形と平行して生活上必要 な、 水田甕（肥 だめ、 大小便つぽ等）、 ひ ぱくちど、 土鍋
類、 水田瓦（裏町瓦）、 井戸側等が作られ、 明 治も年をたつにつれて土管 • 火消しつぼ· 七 輪・ 鉢等と、
素焼 き の種類もふえた。（略） 又 水田瓦と称せられた赤土焼の大瓦 なども頗る有名 であったが、 爾来時勢
の推移に圧せられ今ではその瓦さへ容易に見かけることがで き ない ように なった。（略）』

水田焼は久留米藩の御用窯として幕府へ献上した半田土鍋が著名 であるが、 時代 を経て上記の よう な
各種土器も製作されていた様子が窺える。 今回 出土した遺物に先述した瓦はもと より、 在地で製作され
たと思われる雑器類が多く含まれていた。 む ろ ん 水田焼であるか否かについて ば慎重に選別し なけれ ば
なら ないが、 近世に繁栄した水田焼を知る貴重 な資料が得られたことは成果であった。
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凡 例

遺物 の 写真右下 の 番号 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
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P la .37  

23-209 23-2 1 0  23-21 1 23-2 1 2 

23-2 1 3  23一2 1 4 23-2 1 5  23-21 6 

23-21 7 23-2 1 8  23-2 1 9  23-220 

23-22 1 23一222 23-223 23一224



P la .38 

23-225 

24-229 

25-233 

25-237 

24
一226

24-230 

25-234 

L二］
25

一238

24
一227

24-23 1 

25-235 

25-239 

24-228 

25-232 

25
一

236

25-240 



P la .39 

26-24 1 26-242 26-243 26-244 

27-245 27-246 27-247 27-248 

27-249 27-250 28-25 1 28-252 

28一253 28-254 28-255 29-256 



P la .40 

29-257 

29-26 1 

30-265 

30-269 

29-258 

29-262 

30-266 

30-270 

29一259

29-263 

30一267

30-27 1 

' ;、9ゼ

29一260

30-264 

30-268 

30一272



Pla . 4 1  

30一273 30-274 30-275 30-276 

3 1 -277 3 1 -278 3 1 -279 3 1 -280 

3 1-28 1 3 1-282 3 1 -283 3 1 -284 

3 1-285 3 1-286 3 1 -287 3 1-288 



P la .42 

3 1-289 

3 2-293 

3 2-297 

3 3-30 1 

3 1-290 

32一294

32-298 

33-302 

3 1-29 1 

32-295 

32一299

33一303

32-292 

ー
32-296 

32―300 

33-304 



33-305 

33-309 

33一3 1 3

34-3 1 7  

33-306 

33-3 1 0  

33-3 1 4  

34-3 1 8  

33-307 

33-3 1 1  

34一3 1 9

P la .43 

｀ャ

33一308

33-3 12 

34-3 1 6  

34-320 



P l a . 44 

34一3 2 1 34-322 34-323 34-324 

35-325 35一326 35-327 35-328 

V
' 

35一329 35-330 35-33 1 35-332 

35一333 35-334 35-335 35-336 



P la .45 

35―337 35-338 35-339 35-340 

35-34 1 35-342 3 5-343 35-344 

35-345 35-346 35一347 35-348 

35-349 35-350 35-35 1 36-352 



P la .46 

36-353 36一354 36-355 36一356

36-357 36-358  36-359 36-360 

36-36 1 36-362 36-363 36-364 

36-365 36一366 36-367 37―368 



37-369 

37-373 

37-377 

37-3 8 1 

37-370 

37―374 

37-378 

37-382 

37-37 1 

37-375 

37-379 

37一383

P la .47 

37-372 

37-376 

37一380

37-384 



P la .48 

37一385 37一386 37-387 38―388  

ヽ�ふ � ．

3 8-389 39-390 39-39 1 39-392 

39一393 39一394 39-395 39-396 

39一397 39-398 39一399 39-400 



P la .49 

39-40 1 39-402 39—403 39-404 

39-405 39-406 39-407 39-408 

39-409 39—4 10 40—4 1 1 40-4 1 2  

40-4 1 3  40-4 1 4  40-4 1 5  40-4 1 6  
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